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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　落ちこぼれの願望




　アルスガルド大陸。

　何度倒しても復活する不滅の魔王を、数百年に一度の割合で産まれる勇者が倒す。

　お伽とぎ噺ばなしめいた事を幾度も繰り返す世界。

　どうして魔王は何度倒しても復活するのか？

　どうして魔王が復活する度たびに勇者が誕生しているのか？

　まあ、そんな事の根本的な原因は、俺にとってはどうでも良い話だ。

　勇者ではない俺にとっては、そんなもの解わかった所でどうにもなるまい。

　ごく普通の人間である俺が、奇妙な縁に導かれ、歴代の勇者が代々使用してきた神しん剣けんを、現代の勇者に手渡す……という役目を担わされた訳だが。

　幸いにして、その役目は既に終わった。

　勇者は神剣が無ければ只ただの人間。

　神剣は勇者が持たなければ只の剣。

　その事を考慮すれば、俺は曲がりなりにも人類の危機、世界の危機を救った事になるらしい。

　おかげで死にそうな目に遭ったが。

　まあ、それも既に終わった話だ。

　神しん剣けんに宿る精せい霊れいホリーの話では、魔王復活までのタイムリミットは五年後。

　当代の勇者であるシオンは、現在十歳の少女。

　つまり、シオンは今から五年の間に、ホリーの訓練を受けて神剣──聖せい光こう剣けんエクスキャリバーの扱い方を熟知する必要がある訳だ。

　ホリー曰いわく、シオンは歴代の勇者の中でも、突出した才能の持ち主らしい。

　五年も修行すれば、復活した魔王を秒殺する事も出来るだろう。

　要するに、後の事は全すべてシオンに任せれば良い。

　俺は勇者による魔王討とう伐ばつの功労者として、悠々自適のスローライフを送れば良い。




　そんなお気楽な妄想に、浸ひたっている時もあった。

　そう。

　本当に、お気楽な妄想に過ぎなかったよ。




〈ねえねえクロウ。ちょっと胸騒ぎがするんですけど〉

　神剣に宿る精霊、ホリーは俺の傍かたわらで、そんな事を言ってくる。

　俺達は今、アルスガルド大陸の王都であるペンドラゴンの王城にいた。

　一時は国宝である神剣を盗んだ罪で処刑寸前になった俺だが、今は現代の勇者を探しだした功労者として、名誉貴族に加えられている。

　そのため、今のところ領地や金銭の類たぐいは一切受けていないが、王城の中でも最も絢けん爛らん豪ごう華かな一室を与えられている。

〈この城に保管してある神剣の姉妹剣を見に行きませんか？〉

「……何で？」

〈何でって……。前にも言いましたよねえ？　神剣の姉妹剣は、勇者が魔王と一対一で戦うのを邪魔されないように、魔王の配下を排除する為ためにあるって。その姉妹剣を確認する事って大事だと思いませんか？〉

「いや、別にそこは疑問に思ってないよ。そりゃあ、さぞかし勇者にとっては大事な話だろうね。確認すれば？」

〈だから、一緒に確認しましょうよ〉

「そこだよ」

　俺は眉み間けんに皺しわをよせながらホリーを指さす。

「何で俺が一緒に確認する必要がある訳？」

〈保管場所に入る為の鍵かぎを、国王から借りてもらいたいからです〉

「……あのさあ。君の体って霊体だろ？　壁とか通り抜けれるだろ？　一人で勝手に保管場所に行って確認しに行けば良いんじゃないの？」

〈つれない事を言いますねえ、クロウ。一人でウロウロ徘はい徊かいするなんて寂しいでしょ？〉

「シオンと一緒に行きなよ」

〈必要も無いのにあんなメスガキと一緒にいたくありませんね〉

「……」

　ヤバい状況になってきた。

　シオンを見つけてから、常々心配していた事だが、ホリーとシオンは全然仲良くならない。

　歴代の勇者は、全員が例外無く男だったらしい。

　ホリーは毎度毎度、勇者に恋をしてきて、その恋心を活力源にしていたらしいが、今の勇者は女の子。

　恋心なんか抱けないし、そもそも勇者の伴はん侶りよを恋こい仇がたきと認識していたホリーは女も子供も大嫌い。

　そして、元奴ど隷れいだったシオンは母親に捨てられた経験がトラウマになり、年上の女が大嫌い。

　つまりシオンとホリーはお互いが大嫌い。

　さらに、全く訳が解わからないが、シオンは俺に懐なついているし、勇者探しの道中、俺に悪態をつきまくっていたホリーも、一緒に旅をしてきた事で、俺に恋心を持ちつつあるようだ。

　はっきり言おう。

　世界を救う女勇者と、万単位の年数を生きている精せい霊れいから恋心なんか抱かれても、俺には荷が重い。

　違和感があるにも程があるではないか。

　勇者が恋する相手なんか、一緒に旅する仲間か、王国の姫とかで良いじゃないか。

　まあ、今回の勇者は女だから、誘ゆう拐かいされた姫を助けて恋に落ちる展開はあり得ないけど。

〈クロウ。人の話聞いてますか？　早く一緒に行きましょうよ〉

「ん？　ああ、解ったよ」

　俺はホリーに返事をすると、先日与えられた俺用の豪ごう華か絢けん爛らんな私室から出て行った。




　ダリア国王の許可はあっさりと下りた。

「……」

　しかし、ダリア国王の表情が、若干曇くもっていたのが気になったが。

　妙に嫌そうだったな。俺が神しん剣けんの姉妹剣を確認する事を。

　別に俺が扱える姉妹剣なんか無いから、悪用とか出来ないのに。




　俺はホリーを連れて、姉妹剣を保管してある地下室に入る。

　地下室内には、シオンが持っている神しん剣けんと似た形の剣が数本、保管されていた。

　神剣の姉妹剣は全部で十二本。

　しかし、今ここに十二本全すべてが揃そろっている事はあり得ない。

　俺の知る限りにおいてだが、最低でも三本は欠けているだろう。

　アイリスが持つ氷ひよう結けつ剣けんアロンダイト。

　カトレア教官が持つ爆ばく炎えん剣けんガラティーン。

　ヒース王子が持つ雷らい鳴めい剣けんクラレント。

　この三本が欠けている筈はずだ。

「……九本か」

　俺は地下室にある剣を数えると、ボソリと呟つぶやく。

　まさか、俺の知り合いが持つ三本以外の九本が、全てここにあるとは。

　てっきり、所有者があちこちにいると思ってたのに。

〈……やっぱりねえ。嫌な予感が的中しましたよクロウ〉

「何が？」

〈ここにある九本。全部パチモンですよ〉

「パチモン？　聖せい光こう剣けんに比べれば姉妹剣なんかショボイって意味で言ってる？」

〈いやいや。そういう意味じゃありませんよ。確かに、聖光剣である私の本体に比べれば、姉妹剣なんて十二本全部合わせても及ばないくらいショボイ性能ですけどね〉

「……そういう意味じゃないってどういう事？」

〈ですから、ここにある九本の剣は、神剣の姉妹剣ではありませんよ。単に、聖光剣と形を似せただけのパチモンです〉

「はあ!?　国王はここに保管してるって言ってたぞ!?」

〈だから、国王を始めとする有う象ぞう無む象ぞう共は、ここにある剣がパチモンだとも知らずに保管してるんですよ〉

「おいおい……」

〈だいたい、アイリス達が持ってる姉妹剣はオーソドックスな剣の形してますけど、姉妹剣の中には変わった形の剣もあるんですよ？　剣の形じゃないヤツもありますし〉

「剣の形じゃない？　姉妹剣なのに？」

〈それぞれが固有の能力を有していますからね。場合によっては、武器ですらありません〉

「そうか……。君の嫌な予感ってのは、この事だったのか」

〈はい。私は神剣の姉妹剣の位置と、姉妹剣を扱う素養の持ち主は解わかります。ですから、姉妹剣所有者が、あの三人以外に不在、という点に違和感を覚えました〉

「どうして？」

〈私を扱う素養の持ち主は、数百年に一人しか産まれませんが、姉妹剣に関して言えば、十年に一人か二人程度の割合でしょう。いいえ。人口が三千万にまで増えているのなら、同時代に何十、何百と産まれている筈はずです。にも拘かかわらず、三人しか所有者が現れていないのは不自然です〉

「なるほどね。実際は十二本の内、九本も行方不明になってた訳か」

　俺はいつまでも薄暗い地下室にいる事に息苦しさを覚えたが、そのまま留とどまる事にした。

　神しん剣けんに宿る精せい霊れいであるホリーは、シオンと俺にしか見えない。

　城内でホリーと話していると、シオン以外の人間からは独り言を言っている危ないヤツ扱いを受ける。

　人気の無い地下室は、ホリーと話し合う俺にとって好都合だった。

「なあ、ホリー。これまで勇者が魔王と戦う時って、姉妹剣所有者は全員勢ぞろいしてたのか？　どうも仲間を十二人も連れてゾロゾロと魔王のいる城に侵入する絵面に違和感を覚えるんだけど」

〈いいえ。多くて四、五人。最悪の時は、二人しか確保できない事もありました〉

「へえ。じゃあ、今は三人いるから、最悪の事態って訳でも無いのかな？」

〈そうなんですけどね。あの三人が持ってる姉妹剣だけだと、バランスが悪いんですよねえ〉

「バランス？　何の話だ？」

〈あの三本、氷ひよう結けつ剣けん、爆ばく炎えん剣けん、雷らい鳴めい剣けんでしょ？　全部攻撃型です。回復型と補助型が全く無いってのは致命的ですよ〉

「……」

〈基本的にね、勇者、戦士、魔法使い、僧そう侶りよのパーティーが一番バランス良いでしょ？　今のままじゃ、勇者、魔法使い、魔法使い、魔法使いですよ。ダンジョンに入っても途中で魔力切れして全滅しますよ〉

「ごめん。何を言ってるのか全然わからない……」

〈要するに、姉妹剣所有者をもう少し増やして、メンバーの層を厚くしたいですねえ〉

「……へえ」

　俺は、その時、何な故ぜか悪寒が走った。

　ものすごく嫌な予感がする。

〈クロウ。私と一緒に、所在不明の姉妹剣所有者と、姉妹剣を探しませんか？〉

「嫌だ！」

　俺は即座に拒否した。

〈……クロウ。貴方あなた状況を解わかっているのですか？　確かにシオンは歴代の勇者の中でも飛び抜けた素養の持ち主です。今回の魔王が、これまで倒してきた魔王と同程度の力ならば、勝利する事は容易たやすいでしょう。しかし、歴代の勇者は例外無く魔王を相手に苦戦してるんです。私の勘では、今回の魔王もおそらくはシオンと同様に歴代最強。つまり、勇者の同行者である神しん剣けんの姉妹剣所有者が担うべき責任は重いのです。せっかく人口がアホみたいに増えてるんですから、姉妹剣所有者を出来る限り多く確保しておくべきだとは思いませんか〉

「ああそうだね！　そりゃごもっともな話ですよ！　でも俺が探しに行くのは嫌だ！」

〈どうしてですか？〉

「どうしてですか？　どうしてですかって？　怖いからだよ！」

　俺は半泣きでホリーに熱く語った。

「俺が神剣をシオンに届けただけの事で、一体何回死にかけたと思う？　窃せつ盗とう、不法侵入、放火、国家反逆の罪状で殺されかけたじゃないか！」

〈……いや、それに関してはほとんど貴方あなたの手段を選ばないやり方が原因でしたけど〉

「俺は手段を選べないんだよ！　特殊能力とか一切無いから！」

〈そんな事を熱弁されてもねえ……〉

「いいかホリー。俺は本当に普通の人間だ。何ど処こにでもいるごく普通の人間。凡人の一般人のその他大勢だ。俺の本来の役割は、勇者一行を見かけた時に『やあ、こんにちは。ここは王都ペンドラゴンだよ』ってセリフを吐く事だけなんだよ！　それ以外に出来る事は一切無いね。まかり間違っても『勇者様！　是非俺も魔王討とう伐ばつの旅に加えてください』なんて言えねえの！　勇者に付いて行ったら即死するから！」

〈……貴方の発言も、割と意味不明ですよ……〉

「俺はシオンに神剣を届けるまでの過程で嫌という程実感した。身の丈に合わない事をすれば死ぬ。俺はこの件にこれ以上関かかわるつもりは無い」

　ホリーは半眼になりながら、俺を見つめる。

〈クロウ。シオンを探し出す時も言いましたが、私の姿を見れるのも、声を聞けるのも貴方だけですよ？　そして、姉妹剣の位置と、姉妹剣所有者の存在を感知できるのは私だけ。姉妹剣探しの旅は、私と貴方のどちらが欠けても不可能です〉

「はん！　もうそんなクソ理論には付き合えないね！　その発言が許されるのはシオンが見つかるまでの間だけだ！」

　俺は未いまだに半眼で俺を見つめるホリーに人差し指を突きつける。

「──今はシオンがいる。君の姿を見れて、声も聞ける正真正銘の勇者」

〈……へえ。貴方、私とシオンの二人で神剣の姉妹剣探しを行えと？〉

「それが普通だろ。勇者が神剣を携たずさえて、同じ運命を背負った一騎当千の仲間を集める旅に出る……。まさに普通の展開だ」

〈ふうん。十歳の女の子に、たった一人で旅に出ろと？〉

「うっ！」

　そこを突かれると痛い。

　確かに、今のシオンは十歳児で、しかも女の子。

　そんなシオンに一人で仲間探しの旅に出ろというのは酷だ。

　普通はそう思うだろう。

　しかし、現段階においても、シオンは俺の二千倍は強いと思う。

　俺が二千人いてもシオン一人で秒殺出来るだろう。

〈確かにシオンは今でも凄すごく強いですよ？　しかし、彼女が私の力を使っていられる時間には制限があります。現段階で一時間程度でしょう。その時間を過ぎれば、魔力が回復するまでの間は只ただの少女です〉

「……」

〈勇者を利用しようとする輩やからが多いと言ったのは貴方あなたではありませんかクロウ。あまり彼女をウロウロさせるのは考えものです〉

「……解わかった……」

〈やっと解ってくれましたか……〉

「カトレア教官かアイリスに頼んでシオンに同行してもらおう」

〈結局他人任せかい！〉

　ホリーは霊体で常に空中を浮遊している筈はずなのに、俺の目の前でずっこけた。

〈カトレアもアイリスも女でしょうが！　女に丸投げして恥ずかしくないんですか！〉

「全然。だってあの二人は大多数の男より強いじゃん」

〈このクズ野郎が……！〉

「クズで結構。俺はもう一生分の努力を終えた。もうこれ以上頑張る事は生涯に渡って無い！」

〈……何でそんな最低な発言をドヤ顔で言えるのか全く理解できません〉

　ホリーは顎あごに手を当てて、しばらく考え込むそぶりを見せた。

　そして、数十秒ほど呻うめき声ごえを上げると、

〈ちょっと付いてきてくれます？〉

　なんて言いながら、俺に手招きしてきた。




　ホリーの先導で地下室から出た俺は、王城内にある中庭を見下ろせる位置にあるバルコニーにいた。

　中庭にシオンがいた。

　シオンは、丸太にしか見えない程に太い木製の剣を、滝のような汗を流しながら振り回している。

〈見てくださいクロウ。シオンは毎日、休む事無く修しゆう練れんを積んでいます〉

「……」

〈私が憑ひよう依いすれば、一時間だけとはいえ、無敵の存在になれる程の素養の持ち主。本来であれば、一切の修行は必要ないかもしれない。単に、年齢を重ね、体が成長して魔力量が増えるだけでも十分なパワーアップを果たせるでしょう。にも拘かかわらず、飽くなき向上心を持って修練に励んでいるのです〉

「……」

〈しかも、神しん剣けんを使うと勝手に身体能力を増強されて修行にならないと言いだして、あんな大きな木剣を用意して素振りを行っているのです〉

「……」

〈それが何な故ぜか解わかりますか？　彼女が天才だからでも、勇者だからでもない。敬愛する貴方あなたが、修行を決してサボるなと言いつけたからです。私が言ったからでも、周りの人間の期待に応こたえる為ためでもない。ただひたすら、貴方の言いつけに従っているのです〉

「……」

〈あんな小さな体で、一いち途ずに努力する少女を見て、貴方はどう思いますか？〉

「凄すごいね」












〈…………え!?　それだけ!?〉

　ホリーは思い切りのけ反りながら驚きよう愕がくしていた。

〈え!?　ええ!?　何ですかその薄っぺらいリアクション！　貴方あなた目が死んでますよクロウ！〉

「いや、だから凄すごいって言っただろ。心から尊敬するよ。本当に凄いね」

〈棒読みはよせ！　貴方性根から腐くさってますよ！〉

「あのなホリー。何の取り柄も無いその他大勢はこんなもんだよ。強いヤツが鍛えてる所を見ても、賢いヤツが勉強してる所を見ても、何の感かん慨がいも湧わかないんだよ」

〈ゴミ野郎が……！〉

「違うって。只ただの一般論だ。人間は、優れた才能を持ってる他人に対して嫉しつ妬としたり、足を引っ張る事はあっても、少しでも見習って近づこうとするヤツはいない。いたら、世の中少しはマシになってるさ。微み塵じんも他人に嫉妬しない分、俺なんか超善良だぜ？」

〈だぜ？　じゃねえよクズが〉

「ゴミでもクズでも結構」

　俺はホリーを無視してバルコニーから自分の私室に向かって歩き始める。

　すると、何な故ぜかホリーも付いてくる。まだ説得する気なのだろうか？

　しつこい女だ。




　俺は豪ごう華か絢けん爛らんな私室に戻ると、置いてあった酒瓶を持ち、グラスにワインを注つぐ。

　そのグラスを持ちながら、俺は窓辺に近づく。

　城下町より高い位置にある王城の特性上、窓からは王都が一望できる。

　その絶景を見下ろしながら、只で最高級の美酒を飲み、美食を堪能する。

　先日までの俺には考えられなかった境きよう遇ぐうだ。

「俺はなホリー。そこまで強欲じゃないんだ」

〈はあ？〉

　説得に失敗した所せ為いで、ホリーは機嫌が悪そうだ。

　返事に刺とげ々とげしい響きがある。

　そんなに俺が気に食わないなら、俺から離れれば良いのに。

「俺は、出世したいとか、誰だれかに認められたいなんて思った事は無いんだ。只、必要最低限の努力で、最大限の評価を受けたかっただけなんだよ」

〈それは最大限に強欲な発想じゃないですか！〉

「シオンに神しん剣けんを届けるという役目を終えた事で、俺は一生働かなくても生活できるようになった。俺にはこれだけで十分なんだ」

〈う～わ～。本当に最低だ～コイツ〉

「これ以上頑張って、周囲の評価がさらに上がっても困るだろ？」

〈お前はどんだけ頑張っても評価されるような人間じゃねえよ。役立たずが〉

「おいおい。俺が本気出したら、この国の最高権力者になっちゃうよ？」

〈うぬぼれも大概にしてください〉

「ま、冗談はさておき、俺はもう生きるか死ぬかの瀬戸際を歩くのは嫌なんでね。姉妹剣探しの件は他の人間に任せるよ」

　言いながら、俺はグラスのワインを飲む。

〈貴方あなたがそういう態度とるなら、私もう魔王と戦いませんよ〉

「ブヒイイ！」

　ホリーの一言で、俺は異様にダサい悲鳴を上げながらワインを噴き出した。

「はあ!?　何言いだすんだよ！」

〈だって貴方が私の言う事聞かないなら、私も貴方の言う事聞く必要ないでしょ〉

　ホリーは頬ほおを膨らませながら腕を組んでそっぽを向いていた。

「俺が言うから世界を救う訳じゃないだろ！　君とシオンが魔王と戦わなかったら人類はどうなるんだよ！」

〈まあ、滅亡するでしょうね〉

「でしょうね……じゃねえよ！」

　シオンが勇者である事を証明して、連日連夜のんびりとしていた俺は、久々に慌てふためいた。

〈私、基本的に勇者以外の人間がどうなっても別にどうでも良いんですよね。貴方は知らないでしょうけど、歴代の勇者って結構な比率でその他大勢のクソ人間に足を引っ張られてたんですよ。権力志向の強い連中からしたら、圧倒的に優れた個人は邪魔ですからね〉

「……」

〈歴代の勇者は例外無く無欲でしたから、人間に対して牙きばを剥むいたり支配しようとした事はありませんが、それを良い事に歴代の勇者は何度人間から恩を仇あだで返された事か〉

　どうでも良いけど、コイツは勇者自身も人間だという事を忘れてないだろうか。

　完全に「勇者」と「人類」を別のカテゴリーにしてる気がする。

　まあ、シオン見てると勇者が人間離れしてるのは解わかるけど。

〈そんな優しい優しい勇者が守りたいと言うから、私も人間共を魔王やその配下から守ってやりましたけど、今回の勇者はあのメスガキですからねえ……。ちょっとモチベーションが上がりませんねえ〉

「……本当に、これまで世界を守ってきた精せい霊れいの発言とは思えないな……」

〈貴方が私と一緒に姉妹剣を探してくれないなら、もう人類には滅びてもらうしかありませんねえ……。貴方と一緒にいる事だけが、今の私の楽しみなんですけど？〉

　ホリーは霊体だから本音と建前の使いわけが出来ない。

　コレが全部本気だから怖い。

「……ホリー……」

〈何です？〉

「一緒に姉妹剣探しの旅に出よう」

〈え!?　本当!?〉

　ホリーは輝く笑顔を俺に向けてくる。

　元々造形的には美人なので、非常に美しい笑顔だ。

「俺が姉妹剣を全部見つける。残り九本全部……」

〈ああ……クロウ……やっぱりなんだかんだ言っても頼もしすぎる……！〉

　霊体ではあるのだが、瞬間的に実体化して世界に干渉出来るホリーが、俺に抱きついてくる。

　胸と股まただけをガードするという訳の解わからない鎧よろいを着ているので、女特有の柔らかさをこれでもかと感じたけど、日ひ頃ごろの悪態が酷ひどすぎる所せ為いで、何の感かん慨がいも湧わかない。

「今度はシオンを探しに行った時みたいに、君の直感に頼る訳にはいかない。また街道から外れて獣道歩かされるのは御免だ。効率的に姉妹剣を集める。君は俺の指示に従うんだ」

〈はい！　何ど処こまでも付いていきますクロウ！　貴方あなたの命が尽きるまで！〉

　ホリーの熱烈な告白はどうでも良いが、こうなったら腹を括くくるしかない。

　俺が怠惰だった所為で神しん剣けんの精せい霊れいが魔王を倒す気が失うせました、なんて理由で人類が滅びるなんて結末は酷すぎる。

　ビビりまくった凡人の本気を見せてやる。

　まあ、今回は王家の許可も下りるだろうし、神剣を盗み出した時のようにはならないだろ。多分……いやきっと。




「ううむ……。しかし、姉妹剣探しに奔走するのは良いんだけど、その間、シオンはどうしようか？」

〈この城に放置しとけば良いでしょ〉

「……君さあ。本気でシオンと一緒に魔王を倒す気あるの？　まさか俺と二人きりになりたいから言ってるんじゃないよな？」

〈べ、別に貴方と二人きりになりたいという理由だけでシオンを放置する訳ではありません〉

「二人きりになりたいという理由は否定しないのね……」

〈前に、三人で旅をしていた時に感じましたが、やはり子供を連れての旅は、ペースが落ちます〉

「そうかなあ……。シオンも十分に健脚だと思うけど」

〈それに、先ほども言いましたが、勇者であるシオンがウロウロと行動するのは危険だと思います。今の彼女は戦闘力だけが異常に肥大化した子供です。接してくる他人の影響次第で、どんな被害を引き起こす事か〉

「ううん……」

　ホリーの言っている事も解わかる。

　現に、俺が処刑寸前にまで追い詰められた際、俺が死んだと勘違いしたシオンは、誰だれの静止も聞かずに、王都を半壊させた。

　一歩間違えれば、死傷者が出ていた事態だ。

　世界を救う勇者が、自分の力の強大さを自覚せずに行動するのは危険だ。

　これまで幾度も世界を魔王の脅威から救ってきた存在ではあるのだが、その実、勇者の危険性は魔王と同程度なのだ。

〈姉妹剣探しの旅と言っても、一つか二つ手に入れば十分です。九本全すべて回収する必要もありませんしね〉

「そうなんだ？　どうせなら全種類見てみたい気もしたけどな」

〈貴方あなたが知っている三本は、偶然ですが、揃そろいも揃ってかなり完成度の高い姉妹剣です。聖せい光こう剣けんである私の能力を、そのまま縮小したようなものですから〉

　確かにそうだ。

　形状は似ているし、最大出力に大きな差があるが、憑ひよう依いという掛け声で身体能力を強化し、放出という掛け声で特殊能力を発揮する点は同じだ。

　シオンが持つエクスキャリバーは全てを薙なぎ払はらう光の刃。

　アイリスが持つアロンダイトは様々な形状の氷。

　カトレア教官のガラティーンは爆風や炎を産み出す。

　ヒース王子のクラレントは雷撃を放つ。

　他の九本も、似通ったものだと思っていたが、先程のホリーの口ぶりでは違うらしい。

「そう言えば、探すって決めたのは良いけど、具体的にどうやって探すんだよ。君って勇者のシオンを見つけた時みたいに、神しん剣けんの姉妹剣の位置を探れたりするの？」

〈そんな事が出来るなら、わざわざ地下に置いてあったパチモンを本物かどうか確認する必要はないでしょ？　直接視認しないとさすがに……〉

「……それ、目め茶ちや苦く茶ちや難易度高くないか……。シオンの時は方角が解ったけど、闇やみ雲くもに探しまわるにはこの大陸広すぎるよ？」

〈そうでもありませんよ。姉妹剣の所有者が、姉妹剣の機能……例えば憑依や放出の類たぐいを使用している気配は感知出来ます。ある程度近づく必要はありますけど〉

「んん？　って事は、神剣の姉妹剣を探すには、所有者が姉妹剣を使っている最中に君が近づく必要があるの？　あんまり難易度下がってないような……」

〈……他の姉妹剣を探しまわるのにおあつらえ向きの姉妹剣があるんです。天てん馬ま剣けんというのですが、その姉妹剣だけは例外的に所有者不在の状態でも気配を感じ取れます。それを優先的に探し出して、その後に他の姉妹剣を……〉

　ホリーは腕を組んで、何やら真剣に考え込み始めた。

　やっぱり、神しん剣けんの姉妹剣を探し出すのは簡単ではなさそうだ。

「まあ、姉妹剣の能力に関しては後でゆっくり聞くよ……シオンを王都に置いて行くとすれば、君も王都から離れられないんじゃないの？　まさかわざわざ俺と一緒にいる為ために、聖せい光こう剣けんを持ち運べとは言わないよな？」

　ホリーは、シオンが持っている聖光剣に宿る精せい霊れいだ。

　今は所有者であるシオンの魔力を供給された事で、聖光剣本体からかなり離れた位置にまで移動できるようになったが、それでも王都から出るような事は出来ない筈はずだ。

〈まさか。勇者と聖光剣を別々にしておく危険性は嫌と言う程知っています〉

「じゃあ、どうするんだよ」

〈いい方法があるんですよ。シオンが聖光剣を手元に置いておきながら、剣の精霊である私が離れた位置に移動する方法が〉

「方法って？」

〈とりあえず、シオンのところに行っちゃいましょう〉




　俺は自分の部屋から出ると、再び中庭にまで戻った。

　しかし、先ほどまで素振りしていた筈のシオンは、もうそこにいなかった。

　俺がホリーと話している間に、訓練を終えたのかもしれない。

　そう思った俺は、シオンの部屋に行く事にした。

　最初、シオンは俺と同じ部屋が良いと駄だ々だをこねた。

　聖光剣をシオンに渡した後、王都に戻るまでの間、散々一緒に寝泊まりしたのだから、俺としては別にどちらでも構わなかったが、血相を変えたアイリスと、カトレア教官の反対で、別々の部屋を与えられる事になった。

　その時の、殺気に近いオーラをアイリス達に向けたシオンと、俺を変質者のように扱うアイリスの表情が、今でも忘れられない。

　だが、俺は幼女に興奮するような変態ではない。

　実際、一カ月近くシオンと一緒に行動したが、変な気は一切起こさなかった。

　どうして人間という存在は、爽さわやかな好青年である俺に無邪気に懐なつく少女、というごくごく当たり前で自然な光景を、変質者と幼女、というニュアンスで事の成り行きを見るのだろうか。

　全くもって理解出来ない話だ。

　そんな事を考えながら城内を歩いている内に、シオンの私室にまで辿たどりつく。

　爽さわやか好青年の俺は、無む雑ぞう作さに扉を開けたりしない。

　ちゃんとノックして、相手の了承を得てから扉を開ける。

　訓練で汗まみれになっていたシオンは、ひょっとすると着替えの最中かもしれない。

　そんな最中、ノックもせずに部屋の扉を無雑作に開けて、

『キャ────！』

『うわ！　ごめん！』

　なんてバカな展開にはならない。

　俺はちゃんと扉をコンコンとノックする。

　扉の向こうから、

「だあれ？」

　というシオンの声が返ってくる。

「クロウだ。ちょっと話があるんだけど、良いかな？」

「あ、お兄ちゃん？　入っていいよ」

　俺は完かん璧ぺきに問題の無い行動をとりながら、部屋の扉を開けて、

「「ちょっ！」」

「あ」

　今まさに、着替えの真っ最中だったシオンと、アイリスと、カトレア教官を見てしまった。

　そこから先の事は語るまい。

　悲鳴を上げたアイリスと、怒号を上げたカトレア教官が、大人げなく神しん剣けんの姉妹剣を使って俺を殺そうとして、シオンが泣きそうになったとか、ホリーに憑ひよう依いされて身体能力をちょっと強化できるおかげで、何とか命拾いしたとか、そんな話はどうでもいいさ。

　俺は全く悪くない。俺には全く非が無い。

　それでも、女の裸を見ちゃった男は、死にそうになるものさ。

　そういうお約束で、恒例行事と思えばいいじゃないの。




　ちなみに、俺としてはどうでもいい話だが、何でアイリスとカトレア教官が、シオンと同じ部屋で着替えていたのか、だが。

　王立士官学校は、先日卒業式を迎えた。

　三年の修学期間を終えた俺とアイリスは当然卒業した。

　卒業生の多くは軍人として、各地に派遣され、在校生も一時的に里帰りする事になっている。

　本来なら、士官学校を首席で卒業し、神しん剣けんの姉妹剣まで所有しているアイリスは、他の卒業生とは別格の扱いで、即軍部の主戦力になる筈はずだったし、長年姉妹剣を扱い、士官学校の教官としても優秀だったカトレア教官は、新入生の入学を教官として待つ筈だった。

　しかし、姉妹剣使い本来の役割は、勇者の補助。

　そこで、アイリスとカトレア教官は、勇者であるシオンの世話役、兼、指導役に任命される事になった。

　結果的に、三人はよく一緒に行動するようになった。

　というよりも、城下町を半壊させた件で、国中にいる人間は、シオンに対してビビりまくっている為ため、他に一緒にいる相手なんかいない。

　そして、日課の訓練を終えたシオンが、汗まみれになっているのを見て、

　──どうせなら王城の地下にある巨大浴場で汗を流そうじゃないか。

　それなら三人一緒に入ろうじゃないか。

　だったらシオンの部屋で三人一緒に、湯着に着替えようじゃないか。

　なんて展開になったらしい。

　そのタイミングで俺が部屋の扉をノック。

　シオンは俺に裸を見られる事に何の抵抗も無いので、入って良いよと言う。

　アイリスとカトレア教官は「「ちょっと待って！」」と言おうとするも、俺は既に扉を開けてしまった、という事だ。

　……俺に一体何の非があるというのだ。








第二章　真しん空くう剣けんクルタナ




「やだ！」

　アイリス、カトレア教官との入浴を終え、ホリーから、今後の姉妹剣捜そう索さくに関する計画を聞いたシオンの第一声がそれだった。

　奇くしくも、俺がホリーに姉妹剣捜索を提案された時と同じリアクションだ。

　要するに、これから俺とホリーが城から頻ひん繁ぱんに外出する事になるが、その間、シオンは城に残っていなさい、という提案に対して、シオンは拒絶したのだ。

　ちなみに、シオンがホリーと会話する際、シオンの独り言にしか見えないアイリスとカトレア教官はリアクションに困るのか、さっさと自分の部屋に戻ってしまった。

〈ワガママを言わないでくださいシオン。貴方あなたには訓練を積む、という重大な役目があるでしょう〉

「そんなの何ど処こでも出来るもん！　私もお兄ちゃんと一緒に行く！」

〈今の貴方が同行しても、クロウの足手まといになるのですよ。同行は、もう少し成長してからにしなさい〉

「私、足手まといにならないよ！」

　俺は、ホリーとシオンが会話している所を殆ほとんど見た事が無いので、無言で事の成り行きを見守る事にした。

　と言うより、本物の勇者と神しん剣けんに宿る精せい霊れいの会話、というものに興味があった。

　考えてみれば、歴代の勇者も、こうしてホリーと会話して、神剣の扱いを学んだ訳だが、両者の会話を聞ける者は一人もいなかった筈はずだ。

　俺は歴史上、初めて勇者とホリーの会話を聞けるという訳だ。

　勇者が魔王を倒すまでの過程は物語として語り継がれるようになるらしいけど、今回の勇者の物語って、俺が語り継ぐ事になるんじゃないだろうか。

「ホリーの嘘うそつき！　お兄ちゃんと二人きりになりたいだけなんでしょ！」

〈んな訳ねえだろうが！　寝言は寝て言え！〉

「口だけしか出せない癖に偉そうにしないでよ！　お兄ちゃんを守れるのは私だけだもん！」

〈ああ!?　テメエ今なんつったこのメスガキが！　私が常つね日ひ頃ごろどれだけクロウを献身的に守ってると思ってやがる!?〉

「お兄ちゃんは凄すごく弱いから私が離れたらすぐに死んじゃうんだもん！　私は絶対にお兄ちゃんから離れないからね！」

〈テメエ如ごときが一緒にいてもクロウは守れねえんだよ！　コイツは五秒目を離しただけで暗殺される雑ざ魚こだからな！〉

「お兄ちゃんの事を雑魚なんて言わないで！　いくら何の役にも立たなくても、お兄ちゃんは私を助けてくれた人なんだから！」

〈何の役にも立たねえ奴だあ？　その役立たず野郎がいなかったらテメエはロリコン野郎の奴ど隷れいだったろうが！　身の程弁わきまえて大人しくしてろ！〉

　何でコイツら二人の口論で、俺に対する罵ば倒とうの嵐あらしが起きるのだ。

「ホリー。ちょっと落ち着いて話せよ。シオンも話聞いてくれないか？　これは君の為ためにする事だから」

　何い時つまで経たっても口論が終わらないので、俺が一言だけ口を挟む。

〈……シオン。少し落ち着きましょう〉

「……いいよ」

　基本的に、俺の言葉にはある程度耳を貸すんだよな。

　普通に二人で仲良くすれば良いのに。

〈私達が姉妹剣を探し出すのは、貴方あなたの負担を少しでも軽くする為なんですよ？　貴方の為に行動しようとするクロウの邪魔をするつもりですか？〉

「……ホリーは私がどれだけ苦労しても別にどうでもいいと思ってるでしょ？　魔王さえ倒せれば死んでも良いんじゃないの？」

〈まあ、そうですけどね〉

　コイツ否定しねえのかよ！

　俺は思わず口元を押さえながら絶句していた。

　霊体であるホリーは本音と建前の使い分けが全く出来ない。

　よく言えば、嘘うそをつけない。

　悪く言えば、空気が読めない。

「このクソババア！　魔王を倒したらホリーなんか下水道に捨ててやる！」

〈何だとクソガキが！　誰だれのおかげで最強になれたと思ってやがる！〉

　俺は二人の会話を聞いている内に、めまいを覚えてしまった。




　再び罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐が起きたので、俺は二人を放置して一人で部屋を出た。

　もう知らん。

　あの二人が仲良く一致団結し、魔王との戦いに挑む場面が全く想像できない。

　少なくとも、今の会話を後世の人々に語り継ぐような事はしない。

　しかし、このまま不仲の状態で放置し続ける訳にもいくまい。

　何とか、あの二人の関係を良好にする方法を考えなければ。

　まあ、あまりにも仲良くなった挙あげ句くに、二人揃そろって俺を放置するようになれば、俺の命は風前の灯ともしびなのだろうが、ものには限度というものがある。

　今の状態は、最低の最悪だ。

「……」

　だが、俺は女心などというものは全く解わからない。

　学生時代、女子生徒と殆ほとんど話した事は無いし。

　女が誰だれかと仲良くなる方法なんか想像も出来ない。

　例外的に親しくしていた相手はアイリスだが、アイツと俺の関係はあまり参考にならない。

　何な故ぜなら、アイリスは全生徒に対して優しく接する超絶優等生だ。

　俺に対しても優しいが、他の誰に対しても優しい。

　卒業前には、全生徒を友人にして、全後輩に慕したわれる先輩になっていた気がする。

「……となると、アイリスの意見を参考にすればいいのか？」

　そういう結論に達した俺は、アイリスを訪ねる事にした。

　アイリスが王城内で与えられた部屋は、シオンの部屋の隣なので、好都合だ。

　俺はアイリスの部屋の扉をノックする。

「アイリス。俺だ」

「クロウ？」

「入って良いか？」

「良いわよ別に」

「本当に入って良いんだな？」

「良いって言ってるでしょ」

「そう言いながら、扉を開けた瞬間に殺されるような事にはならないな？」

「ならないわよ！　私を何だと思ってるの！」

　前回の反省を踏まえて行動する俺に対して、アイリスは何故かキレ気味だ。

　だから女の事はよく解らんのだ。




　アイリスの私室に入った俺は、彼女が淹いれてくれた紅茶を啜すすっていた。

「ねえクロウ。さっきから隣の部屋でシオンが独り言を大声で言ってるんだけど、大丈夫なの？」

「アレは独り言じゃなくて、神しん剣けんと話してるんだよ」

「ああ……。聖せい光こう剣けんに宿る精せい霊れいの、ホリーさんだっけ？」

「そう。そいつと今、喧けん嘩かしてる」

「貴方あなたには、そのホリーさんの姿が見えて、声が聞こえるのよね？」

「まあな。一応、確認しとくけど、お前って本当にホリーの姿が見えない訳？」

「見えないし、声も聞こえないわ」

「ふうん。何で俺には見えるんだろうなあ。神しん剣けんを扱う才能っていうなら、お前とかカトレア教官の方が上だろうに」

「でも……本当に傍はたから見れば独り言を言う変人だわ。これまでの勇者も全員が大変だったでしょうね」

「これまでの勇者は全員が男だったから問題なかったんだとさ。毎度、ホリーは勇者に惚ほれて、献身的に支えてたらしい。今回は相手が異性じゃないから、どう接したら良いのか解わからんらしい」

「へえ……」

　俺とテーブルを挟んで向かい合うように座り、紅茶を飲んでいたアイリスは興味深そうに俺の話を聞いている。

「なあ、アイリス。お前って友達多いよな？」

「まあ、普通だと思うけど」

「女同士ってどうやったら仲良くなる訳？　なんかあの二人が仲良くなる方法に心当たり無いか？」

「無いわね」

「……はあ？　何で即答？　ちょっとは意見とか無いの？」

「人間は仲良くした方が良いに決まってるでしょ？　なのに仲が悪い子同士の気持ちなんか私には解らないわ」

「それを言ったら話が終わっちまうよ」

「あのね、クロウ。友達になるっていうのは、お互いにとって一緒にいるのが心地良いとか、単に都合が良いとかの打算的な関係の場合もあるけど、全すべては当事者同士の問題でしょ？　第三者が仲良くするように仕向けるって、傲ごう慢まんだと思わない？」

「う、うん……」

　なんだか、もの凄すごい正論を言われた気がする。

「そもそも、友達もいないクロウが、女の子の友達作りに関かかわろうとする事自体がおこがましいような気がするんだけど」

「うるさいな！　ほっとけよ！」

「学生時代、ずっと学食で一人で食べてたわよね、貴方あなた」

「一人じゃねえよ！　カトレア教官と一緒に食ってたよ！」

「あれは教官が同情して仕方なく……」

「うるさいうるさい！　もう何も言うな！」

　俺が半泣きで両耳を塞ふさいでいると、アイリスは呆あきれ気ぎ味みに溜ため息いきを吐ついた。

「用が無いなら、そろそろ出て行ってくれないかしら。私も色々と準備があるんだけど」

「準備？」

「この前、緊急任務を与えられたの。戦況が悪化してる戦地に派遣される事になったわ」

「へえ。神しん剣けんの姉妹剣を持ってるお前を、わざわざ別の場所にやるのか？」

　今のアイリスはシオンの傍そばにいて、将来の魔王討とう伐ばつに備えて訓練とか、連携強化に励むべきだろうに。

　カトレア教官の事もそうだけど、この国の権力者って、姉妹剣所有者の事を「優秀な戦力」としか思ってないのかな。

「ええ……。何でも、領主の手を焼かせる反乱軍がいるらしいんだけど、それを討伐する部隊の指揮を任されたわ」

「はあ？　マジかよ。危なくねえの？」

「……貴方あなた、一応は士官学校の卒業生でしょ？　戦地に送られるのを躊ちゆう躇ちよしてどうするのよ？」

「俺は平和主義者だからな」

「授業サボりまくってただけの癖に……」

「反乱軍ってのは、一体どういう連中なんだ？」

「それこそ色々よ。単純に盗賊まがいの事してるだけのヤツらとか、王家を打倒して身分の無い世界を作るってのたまう思想犯もいるわ。まあ、そういう連中は湧わいてくる度たびにカトレア教官が殲せん滅めつしてたらしいけどね」

「それで、教官と同じで神剣の姉妹剣持ってるお前に出番が回ってきたのか。まあ、お前なら大丈夫だろうけど、気をつけろよ？」

「そうね。ありがと」

　アイリスはそっけなく答えると、俺に部屋から出るように手を振り、促した。

　それはもう、虫を追い払うかのように、雑な仕草だった。

「……」

　そこでふと、俺は気になる事が出来た。

　確かにアイリスは優秀だ。

　士官学校を首席で卒業できる成績。

　ずば抜けて高い身体能力。

　おまけに、十二本しかない姉妹剣のうちの一本の所有者。

　学生時代、神剣の能力抜きで授業や課題に取り組んでいたにも拘かかわらず、どんな事でもそつなくこなす超優等生だった。

　ていうか、俺なんか普通に徒競争で負けたし、模擬格闘戦でフルボッコにされた。

　しかし、アイリスは優秀すぎる所せ為いか、他人に仕事を任せるのがド下手だった。

　その所為で後輩を率いてオリエンテーリングをした際、一度だけ俺に負けた事もある。

　オリエンテーリングでは、地図を貰もらって、いくつかのチェックポイントを回って、各チェックポイントで出される課題をクリアしていき、ゴールするまでのタイムを競う。

　その時、アイリスは地図も磁石も全部自分で管理して、課題も全部自分一人でクリアしようとしたらしい。

　優秀極まりないアイリスは、それを難無くこなしたが、タイムは俺に劣った。

　俺は地図を見て、磁石を使用し、ルートを決めて課題をクリアしていく、なんて全すべて不可能なくらいに出来が悪かったから、後輩に丸投げしただけなんだけど。

　その結果、クラス内の最高タイムを叩たたき出だしたんだから、世の中解わからない。

　まあ、全然自慢にならないけど。

「なあ、アイリス。指揮官だからって、全部の仕事を一人で終わらせようとするなよ」

「……貴方あなたみたいに丸投げするヤツにはなりたくないけどね」

「はは。そりゃそうだ」

　俺はアイリスの皮肉を笑い飛ばして部屋を出た。

　まあ、神しん剣けんの姉妹剣使いはシオンほどでないにしても、異常な強さだ。

　そんじょそこらの連中に負ける筈はずも無いのだが。

　だからこそ、厄介な反乱軍を鎮ちん圧あつする為ための部隊を任せられるんだろう。

　ただ、出来れば実戦経験があるらしいカトレア教官に任せた方が良いのではないか、とも思えたが。




　その日の夜。

　豪勢な夕食を食べ終えた俺は、一人で私室のベッドで横になっていた。

　やる事が何も無い。退屈な時間。

　働かずに生きる事が出来るって最高だな、と俺は微妙にゲスな考えが浮かぶ。

　このまま、一生左ひだり団扇うちわが続けばいいのに、そうはいかないような状況になりそうだ。

〈クロウ～。もう寝ました～？〉

　そんな事を一人でグダグダと考えていると、ホリーが壁を通り抜けて、俺の部屋に入ってきた。

〈ねえねえ。寝る前にアレやりません？〉

「……」

〈軽く一発ヤリましょうよ。一回やってスッキリした方が安眠できますよ～〉

　なんて事を言いながら、空中を漂うホリーは、ベッドの上で仰あお向むけになっている俺の体の上に、自分の体を重ねてくる。

「……良いよ」

〈わお！　じゃあ、さっそく始めましょうか〉




〈チェックメイト〉

「……」

　俺とホリーは、窓辺からの月明かりを頼りに、チェスに勤いそしんでいた。

　ホリーはやたらめったら、この手のボードゲームが強い。

　生身の人間ではあり得ない程に、計算能力が高く、しかも、考えるのが早い。

　子供の頃ころから、大人を相手にチェスをよくやっていた俺でも、手も足も出ないくらいに強い。

　はっきり言って、人間離れした異常なレベルの強さだ。

　まあ、人間離れも何も、ホリーは精せい霊れいであって人間ではないのだが。

〈しかしクロウ。貴方あなたも相当強いですよね〉

　俺とホリーは、話しながらチェスの駒こまを動かし続ける。

　他の人間にはホリーが見えないので、独り言を言う俺が、独りでに動く駒を相手に対局している、という奇妙な光景になっている。

「そうかな。一回も勝てないけど」

〈いえいえ。私がこれまで戦った人間の中では、一番強いですよ〉

「君って、俺以外の誰だれかとチェスした事あるの？」












〈勇者ですよ〉

「ああ、そりゃそうか」

　ホリーは勇者以外の人間には見えないのだから。

　歴代の勇者達も、こうしてホリーとコミュニケーションをとっていたのだろうか。

「俺程度で一番強いってさあ。これまでの勇者はチェスがあんまり得意じゃなかったのか？」

〈いいえ？　貴方あなたが異様に強いだけですよ。これまで私と対局した勇者達は、皆私とチェスをするのが嫌になって止やめてしまいましたし〉

「手加減してやれよ……」

　言いながら、俺は歴代の勇者ではなく、ホリーの方に同情してしまった。

　結局、こうして連日遊び相手になる事もしてもらえなかったのだ。

　一緒に魔王を倒すパートナーにさえも。

「シオン相手にやってみれば？」

〈あのガキはチェスが出来ません。出来てもやりませんけど〉

「ちょっとは仲良くしろよ、と余計なひと言を言いたくなるよ。俺は」

〈ふふふ。しかし、貴方は何の才能も無いのに、こういう事は異様に強い〉

「いや、子供の頃ころからよくやってただけだよ」

〈ひょっとすると、貴方には何の力もありませんが、他人の力を利用する力だけはあるのかもしれませんねえ〉

「はあ？　何で？」

〈チェスは駒こまの持つ能力を把握して、それぞれを上う手まく活用しないと勝てないでしょ？　動かしやすいからってクイーンでガンガン攻めてもあっさりとられるだけです〉

　ホリーは自分が動かす駒を、指先で器用に回転させながら呟つぶやく。

〈それが上手く出来るって事は、他人の能力を見抜く能力と、他人の力を利用する力があるんじゃないかと〉

「……あんまり関係無いと思うけどなあ。チェス強いからって、実際に戦争に強い軍人って訳じゃないだろうし」

〈カトレアとかいう教官が、シオンを相手にしみじみ語っていましたよ。貴方は馬術や後輩を率いさせた時の成績は見るべきモノがあったと〉

「ふうん」

　何の力も無いが、他人の力を利用する力はある……か。

　いや、結局それは無能という事ではなかろうか。

〈同じ人間とこんな回数、チェスで対局したのは初めてですよ〉

　そんな事を言いながら、ホリーは駒を動かす。

　まだ、ほんの数十回しか対局してないのに。

　多分、勇者も強すぎるホリーとの対局に根を上げたんだろうな。

　という事は、俺でも、これまでの勇者が出来なかった事に挑戦出来る訳だ。

「なあ、ホリー」

〈なんですか？〉

「俺は死ぬまで君と対局し続けるよ。何万回、何十万回負けたって」

〈……へ？〉

　ホリーはきょとんとした。

〈それ、愛の告白ですか？〉

「違う……」

〈いやあ、でも死ぬまで私と一緒にいるって事でしょう？　まあ、私もそんな事言われるのはまんざらでもありませんけど〉

「だから違うって。いつか君を負かしてやるって話。チェスなら何回負けても死なないしね」

〈うふふ……生身の頭で私に勝つのは難し……〉

　そこで突然、笑顔だったホリーの表情が曇くもった。

　チェスの盤ではなく、部屋の窓辺の方を凝視している。

〈……姉妹剣所有者の気配……〉

「は？」

〈神しん剣けんの姉妹剣所有者が、能力を使用しながらこちらに近づいてきています〉

「アイリスか、カトレア教官だろ？」

　あの二人が、こんな深夜に俺の部屋を訪ねる理由は無い筈はずだが。

〈いえ、あの二人とは別の気配です〉

「ヒースか？」

〈違います。この速度は……〉

　瞬間、唐突に窓が開いた。

「う？」

　窓から、何かが侵入してきている。

　そう、何者かではなく、何かだ。

　そいつは、人間に見えなかった。

　シルエットは人間と同じだが、その全身が半透明なのだ。

　半透明の何かが、窓を開けて、俺のいる部屋に侵入している。

「な、何だあの半透明のヤツは……」

〈え？　クロウ。貴方あなた、相手の姿が見えるのですか？〉

「いや、見えてないよ。なんか透明人間みたいなヤツがいるのは解わかるけど」

〈ほう……〉

　ホリーは俺に対して、興味深そうな表情を向ける。

〈あの半透明の姿は、真しん空くう剣けんクルタナの能力ですよ。自身の体を、相手の視覚、聴覚から認識出来なくする能力〉

「何？　真空剣？」

　俺がそう呟つぶやいた瞬間、半透明になっていた侵入者は、

「へえ……こいつ相手には無意味なんだ……」

　などと小さく呟きながら、唐突に姿を露あらわにする。

　どうやら、所有する姉妹剣の能力を解除したらしい。

　侵入者は、小柄な少女だった。

　全身を黒くろ装しよう束ぞくで覆い、顔も覆面で隠しているので、年齢も、顔立ちも、髪の色も解らないが、体のラインが女性的だった。

　しかし、この侵入者も姉妹剣所有者だとすると、どうでも良い話だが、姉妹剣所有者の女子率が高すぎるような気がする。

　判明している四本の内、三本の所有者が女とは。

　まあ、聖せい光こう剣けんの神しん剣けんの所有者である勇者も女なんだが。

「それで、君は一体俺に何の用？　こんな深夜に」

　おそらく、彼女は神剣の姉妹剣所有者として、現代の勇者の下に馳はせ参さんじたのだろう。

「アンタを殺しに来た」

　違った。

　俺を殺しに来たらしい。

「はあ!?」

　何な故ぜ、と聞く前に、彼女は短刀を構え、俺に対して肉薄する。

　普通はそれに対処し、避けるか、反撃に転じるべきだろうけど、

「うひい！」

　俺にはものすごくダサい悲鳴を上げて萎い縮しゆくし、その場で縮みあがる以外の行動が取れなかった。

　本来なら、一瞬で首筋を斬きられて殺されていただろう。

　だが、この場にホリーがいたのは幸いだった。

　ホリーは俺の体に憑ひよう依いし、暗殺を企てる少女の短刀をあっさりと回避してくれる。

　──憑依。

　神剣に宿る精せい霊れいであるホリーを体内に取り込む事で、限界を超えた身体能力を引き出す技法。

　シオンのような聖せい光こう剣けんの神しん剣けんに所有者と認められた勇者と、アイリスやカトレア教官のように神剣の姉妹剣に所有者と認められた者達が使用する技法。

　俺は何な故ぜか、常人では不可能である筈はずのソレを行える。

　効力は本来の勇者であるシオンとは比べようも無いが、そこらへんにいるオッサンに殴られただけで負けてしまうヘタレ野郎の俺をして、姉妹剣所有者である筈の暗殺者を相手に、五分に近い近接戦を行える。

　首筋、心臓、手首、急所という急所を狙ねらって短刀を振り回す暗殺者の斬ざん撃げきを、俺は悉ことごとく回避していた。

「っち！　また暗殺者ですか」

　俺に憑ひよう依いしたホリーが、俺の口を動かして忌々しげに呟つぶやく。

（はあ？　ちょっと待て！　今、またって言った？　俺が暗殺者に狙われるのって、今回が初めてじゃないの？）

　自分の体の主導権を完全に委ねていた俺は、心の中でホリーに語りかける。

「寝込みを襲われた事は何度かあります。貴方あなたは毎晩熟睡していましたが、私は貴方が襲われる度たびに、相手を返り討ちにしていたのですよ？」

（何でそんな大事な事を言わないんだよ！）

「いや、普通は気付くと思いますけど……」

　俺と心の中で会話しながらも、ホリーは室内を所狭しと動き回り、鋭い攻撃を加えてくる暗殺者の攻撃を避よけ続けていた。

　その回避運動は見事としか言いようがないが、この状況は不ま味ずい。

　俺は以前にも姉妹剣所有者と戦った事がある。

　誤解を招いてしまったアイリスとだ。

　おそらく、聖光剣に宿るホリーと、他の姉妹剣とでは、出力に大きな差があるのだろう。

　凡人である筈の俺が、天才のアイリス相手に善戦出来た。

　しかし、所詮は善戦止まりだ。

　本気を出した姉妹剣所有者を相手にしては、俺は逆立ちしても敵かなわない。

（ホリー！　このまま続けると殺される！　大声出して助けを呼ぼう！）

　今この城には、アイリスがいない。

　彼女は俺と話した後、任地に向けて出発してしまった。

　しかし、幸いな事にカトレア教官は残っているし、何といっても本物の勇者であるシオンがいるのだ。

　彼女達がこの事態を把握すれば、絶対に助かる。

　女性陣の力を当てにするのは情けない事この上ないが、仕方が無い。

「……」

（ホリー！　どうした!?）

「悪くない……」

（は？）

「貴方あなたの体……前に使った時より悪くない……」

　ホリーは俺の顔をニヤリと歪ゆがめさせると、胸元に向けて短刀を突き刺してくる暗殺者の右腕を、両腕を絡めてがっちりと掴つかむ。

「!?」

「ぜああ！」

　すると、そのまま部屋の壁に向けて暗殺者を投げ飛ばしてしまう。

「甘い。甘いですねえ。貴方は姉妹剣を完全には使いこなしていないようです」

「……!?」

　投げ飛ばされた暗殺者は、驚きよう愕がくの面持ちで俺を見つめている。

「……やるねえ！　士官学校の成績最下位の男だって聞いたのに！」

　合ってるよ。俺、成績ビリだったよ。

「勇者を籠ろう絡らくして、利用している極悪人らしいけど、甘く見ちゃったかな」

　まあ、それも間違ってはいないけど。

「もう、油断はしないよ！」

　叫んだ暗殺者は、腰からもう一本の短剣を抜き放ち、両手に短剣を持ちながら前傾姿勢になる。

　すると、唐突に暗殺者の姿が半透明になる。

　そして、そのまま俺の背後に回り込もうと動く。

「見えてるんだよ！」

　怒号を上げながら、ホリーは俺の体を思い切り伸ばして、渾こん身しんの蹴けりを暗殺者の鳩尾みぞおちに向けて叩たたきこむ。

「がは！」

「姉妹剣如ごときが聖せい光こう剣けんに逆らってんじゃねえ！」

　普段の俺なら絶対に出さないような声色で、俺の体は暗殺者の胸倉を掴んで持ち上げて見せる。

　そして、そのまま相手の首を締めあげて、失神するまで離さなかった。




　とりあえず、俺は暗殺者の少女を、室内にあった紐ひもを使って拘束した。

　ホリーは、殺せば？　なんて物騒な事を言ってくるが、俺は無視する。

　たしかに俺は自分の命を狙ねらった相手でも許して見逃す程の博愛主義者、という訳ではない。自分を殺そうとするヤツが、どんな死に方をしようが知った事ではない。

　しかし、気絶して無力化している少女を殺せるような度胸は無い。

　それ以前に、そう簡単に姉妹剣所有者の数を目減りさせて良いとも思えない。

　少女を拘束した俺は、夜間も城内の見回りをしている生真面目な城兵に声をかけて、カトレア教官を呼んでくれるように頼んだ。

　とにかく、カトレア教官に相談しなければならないだろう。

　顔の広いカトレア教官なら、神しん剣けんの姉妹剣を使用した暗殺者の事も知っているかもしれない。

　そう考えて、カトレア教官がこの部屋に来るのを待っていた俺に対して、

〈ねえクロウ。コイツ殺した方が良いですって〉

「うるさい。カトレア教官が来るのを待つ」

〈こんなヤツ生かしておいてどうするんですか？　あ！　解わかった！　凌りよう辱じよくしてから殺すんですね！〉

「しねえよ！」

〈じゃあ、こんな小娘に一体どんな使い道が？〉

「神剣の姉妹剣所有者なんだろ？　仲間にした方が良いんじゃないの？」

〈姉妹剣所有者なんか、シオンと違って代わりはいくらでもいますよ〉

「え？　そうなの？」

〈そりゃ、姉妹剣それぞれに好みがありますけど、基本的に、適合すれば姉妹剣所有者の交替は可能です。殺してしまえば、次の所有者も決めやすいですしね〉

「それでも、適合者が現れないと、姉妹剣は所有者不在になるんだろ？」

〈まあね。ですが、鬼き神じん剣けんと羅ら刹せつ剣けん以外の二本は、結構簡単に所有者を見つけられますよ〉

　そこでホリーは、気になる単語を口にした。

　鬼神剣と羅刹剣？

　何という物騒な響きだ。

「鬼神剣と羅刹剣って何？」

〈最高ランクの姉妹剣ですよ。ま、はっきり言って失敗作ですけどね。歴代の使い手が極端に少ない上に、使ったヤツは皆早死にしました。なにぶん、バランスが悪すぎるんでね〉

「バランス？」

〈尖とがりすぎた性能の武器は、役に立たないって事ですよ〉

　どうでも良さそうにホリーは話す。

　まあ、その二本の姉妹剣の性能については、後でゆっくり聞くとしよう。

「それよりホリー。さっき暗殺者に襲われたのは初めてじゃないって言ってたよな？」

〈ええ。貴方あなたが熟睡している最中に、結構な回数襲われましたけど？〉

「何でそんな大事な事を言わないんだよ！」

〈この城ではポピュラーな事なのかなって〉

「寝込み襲われるのがポピュラーな城なんかねえよ！　いや知らんけど！」

〈へえ。そうだったんですか〉

　ホリーは本当に、どうでも良さげだった。

「俺が暗殺者に襲われまくってる事に関してリアクションが薄すぎだろうが！　もっと危機感を持ってくれよ！」

〈勇者が野宿の最中に魔物や盗賊の襲撃を受けるのは良くある事ですよ〉

「俺は勇者じゃねえんですけど!?」

　これ以上コイツと話してもらちが明かない。

　俺は落ち着かなくなってきたので、自室をウロウロと歩いた。

「何でだ？　何で俺が暗殺者に狙ねらわれる？　それも頻ひん繁ぱんに」

〈殺したくなるくらいに言動が不愉快なんじゃないですか？〉

「言動が不愉快なだけで暗殺されるヤツはいねえよ！」

　暗殺者に襲われるなんてのは本当に想定外だった。

　しかも、神しん剣けんの姉妹剣を持ってるヤツに。

「……」

　俺は、紐ひもで拘束した暗殺者が持っていた神剣の姉妹剣を手に持ち、眺めてみた。

　アイリス達が持っている姉妹剣に比べて、だいぶ小ぶりだ。

　二刀一対の短剣で、剣というより大型ナイフに近い。

　一本は赤紫色。もう一本は青紫色の刀身だった。

　暗殺には適しているように見えるが、戦場で使用する武器としてはリーチが短い気がする。

「この姉妹剣……」

〈それは真しん空くう剣けんクルタナ。隠おん密みつ行動と、速度を生かした奇襲を目的に作られた姉妹剣です〉

「暗殺者が持つには、うってつけな訳だ」

〈ええ。二本それぞれに個別の能力がある、全姉妹剣の中で唯一、二刀一対の双剣です〉

「へえ。個別の能力？　って事は、二種類の力があるんだ？」

〈青紫が音を消す魔術。赤紫の方は姿を消す魔術が使用できます〉

「音を消す？　姿を消すのは便利そうだけど、音を消す能力は何に使えば良いんだ？」

〈姿を消しながら足音も消せるって事ですよ〉

　なるほど。そういう事か。

　本当に暗殺者向けの姉妹剣だ。

〈身体能力の強化力も、アイリスやカトレアが使用する姉妹剣よりも強力ですよ。まあ、普通に戦えば、この姉妹剣であの二人に勝利するのは難しいでしょうが〉

「何で？　姿消して不意打ちすれば、結構手ごわいんじゃ？」

〈姉妹剣使い同士は、相手の魔力を感じ取る事が出来るようになるんですよ。姉妹剣の特殊能力を使用して近づけば、相手に位置が勘繰られます。そして、クルタナの特殊能力には攻撃魔術が無いんです〉

「……じゃあ、もし仮に、アイリスか、カトレア教官と戦えば……」

〈氷漬けになるか、焼け死ぬかですよ〉

　つまり、対人戦においては圧倒的に優位ではあるが、姉妹剣所有者同士の戦いにおいては、不利になるという事か。

「……！」

　そこまで考えた所で、俺は嫌な予感に襲われた。

　お気楽思考で姉妹剣探しに出かけようとしていたが、よく考えると、それも危険な行為だ。

　今、俺は何を考えていた？

　姉妹剣所有者同士が戦う事を想定していたではないか。

　本来、魔王を討とう伐ばつする勇者の補助を目的に制作された十二本の姉妹剣。

　それは、世界の危機を救う為ための武器。

　俺は単純に、そう考えていた。

　歴史上、姉妹剣所有者同士は協力して勇者を助けていた筈はずだ。

　勇者程ではないにしても、歴代の姉妹剣所有者達も、全員が立派な英雄だったのだ。

　──だからこそ、俺は考えもしなかった。

　もしかしたら、強力極まりない神しん剣けんの姉妹剣を、自分の都合で使っているヤツがいるかもしれないと。

　私利私欲の為に使用し、悪用している輩やからがいてもおかしくはないと。

　姉妹剣十二本を全すべて揃そろえても、一本の聖せい光こう剣けんに及ばない。

　それでも、姉妹剣は十分に脅威だ。

　その使い手の一人が、俺を暗殺しに来た。

　それはつまり、これから出会う姉妹剣所有者が、俺の敵に回る可能性があるという事だ。

「……なんてこった……」

　傍はたから見れば、俺は最強の勇者であるシオンを利用して、世界を支配しようとしている悪人なのかもしれない。

　俺は臆おく病びようで面倒臭がりだから、そんな事は微み塵じんも考えていなかったが、他の権力亡者にそんな事が解わかってたまるか。

　ヤツらは、自分達の尺度でしか他人を見られない。

　そんな連中、もしくは、それに雇われたヤツらの中に、強力な姉妹剣を持つ者がいれば、俺はそいつらと戦う羽目になる。

　ヤバい。ヤバすぎる。

　常々、主人公とか主役になりたがっていた罰が当たったのだろうか。

　境きよう遇ぐうだけ見れば、超主人公っぽくなってきたぞ、俺の近況。

　だって、世界に十二人しかいない姉妹剣所有者達と協力したり、敵対したりしてるんだから。

　だが、俺は超弱い。

　今だって、ホリーがいなければ絶対に殺されていた。

　姉妹剣所有者を集め、シオンの魔王討とう伐ばつを円滑に進めようとしているホリーの計画は、俺にとっては危険極まりない綱渡りだ。

「んあ～。クロウ～。来たぞ～」

　そんな事を考えている間に、眠そうな声音のカトレア教官の声が、部屋の外から聞こえてくる。

「カトレア教官ですか？　とりあえず入ってください」

「んあ～。なんだってんだよこんな時間によう～」

「実は教官……」

　俺は部屋に入ってきたカトレア教官に事情を説明しようと口を開いた時、口を半開きにしたまま固まってしまった。












　カトレア教官は、眠そうに目を半開きにしながら欠伸あくびをして、鞘さやに収められた爆ばく炎えん剣けんを携たずさえて部屋にやってきたのだが、問題はその服装だ。

　赤いネグリジェを着ていた。

　それも、極薄で殆ほとんど裸体を隠せていないような。

　それが原因で、パンツがモロに見えている。

　カトレア教官は結構な年齢の大人であるから、どんな服装で寝ようが構わないはずだが、見た目が俺より年下に見える程の童顔で小柄な為ため、その服装はものすごく倒とう錯さく的な雰囲気を醸かもしだしていた。

「……」

「あん？　呼びだした用件はなんだよ～。早く話せよ～。眠いんだよ私は～」

　眉み間けんに皺しわを寄せている俺に対して、カトレア教官は自分の服装を全く気にする素振りを見せない。

　つい先日、裸を見た事を咎とがめられたが、今のカトレア教官の服装は裸よりも卑ひ猥わいな筈はずなのに、全く気にしていないのだろうか。

　それとも、眠気に負けて冷静な判断力を失っているのだろうか。

　どちらにせよ、俺は何も指摘しない方が良さそうだ。

「教官。実は、この女の子が俺の部屋に侵入してきて、俺を殺そうとしてきました」

「ああん？　なんだと？」

　その時、カトレア教官は目をパチリと開いて、拘束されている暗殺者をしげしげと見つめる。

「しかも教官。この子は姉妹剣所有者です。コレを持っていました」

「……」

　カトレア教官は、俺が持っている真しん空くう剣けんクルタナ、という名の姉妹剣と、暗殺者の少女を交互に見つめる。

「どうしましょう教官」

「殺せ」

「え？　ええ!?」

　俺の質問に対して、カトレア教官は耳を疑うような言葉を口にする。

　なんという物騒な即答だろう。

　結局、ホリーの提案と同じだし。

「お前が殺やりづれえってんなら、アタシが殺してやんよ」

「いやいやいや！　ちょっと待ってくださいよ！」

　カトレア教官は爆炎剣を鞘から抜いて、暗殺者の少女を有無を言わさず殺そうとする。

　暗殺者の少女は、カトレア教官を無表情に見つめる。

　俺はカトレア教官と暗殺者の少女の間に立って止める。

「教官待ってください」

「ああん？　テメエ何考えてんだ？　殺す前に痛め付けるってんならアタシが承知しねえぞ。敵でも、相手が女ってんなら、余計な事はせずにさっさと殺してやんのが情けだろうが」

「痛め付ける気なんかありませんよ！　何で殺すの前提に話してるんですか！」

「そんなもん当たり前だろうが！　敵は殺される前に殺せって授業でも教えただろ！」

「ええ!?　で、でも、こうして無力化出来た訳ですし、捕虜にするなり、説得して味方にするなり、色々と試してみるべき事があるのでは……」

「甘い事言ってんじゃねえぞクロウ！　敵は殺せる時に殺せ！　誰だれに頼まれたのか知らねえが、お前を暗殺しようとしたヤツに情けをかける必要はねえんだよ！」

「教官……」

　おかしい。敵とはいえ、姉妹剣所有者のような希少な存在を、そう簡単に殺せ、殺せと連呼するのは不自然だ。

　強力な敵は、味方に回せば頼りになるのは当然の事。

　少しは自分達側に降る可能性を考慮するのが、正しい軍人としての性さがではなかろうか。

　にも拘かかわらず、殺すという結論の一点張り。

「……！」

　まさか、カトレア教官はワザと悪役を買って出ているのではなかろうか。

　自分は殺すように動き、俺が止めに入る事によって、相手に死の恐怖を感じさせる。それと同時に、殺す事を良しとしない存在に対して、安心感や情けをかけられた事に感謝の念を抱かせようとしているのでは。

　そうすれば、味方にする為ための説得も楽になるが。

「どけクロウ！　今すぐソイツをブチ殺す！」

　違った。本気で殺すと即断即決してるだけだった。

「教官待ってください！」

　俺は本気で慌て始めた。

　既に爆ばく炎えん剣けんを振り上げているカトレア教官を、必死に止める。

「テメエ何で止めるんだクロウ！　ソイツが可愛かわいいからエロい事してから殺す気か！」

「違いますよ！　ていうか覆面してるから可愛いかどうかも解わからんでしょうが！」

「じゃあ何で止めるんだよ！」

「彼女は姉妹剣所有者です！　味方にすれば頼もしいでしょう！」

「テメエが頼もしいと思うのはアタシだけで十分だろうが！」

「ええ!?」

　アイリスとヒースは？　というツッコミを入れる余裕も無い。

　刀身から炎が噴き出している爆ばく炎えん剣けんを、カトレア教官は室内で振り回そうとしている。

　俺はカトレア教官の両手首を掴つかんで必死に止める。

「教官！　とりあえず落ち着いてください！」

「姉妹剣所有者を味方にしようなんて甘いんだよクロウ！　厄介なだけじゃねえか！　さっさとブチ殺して姉妹剣だけ奪えば良いんだよ！　どうせ次の所有者はすぐに見つかる！」

「……！」

　それも、ホリーの提案と同じだった。

　やはり俺の考えは甘すぎるようだ。

　それでも、やはり無抵抗の少女を殺す事は許容しがたい。

　仮に、コレが凶悪そうな屈強な野郎だった場合、同じように止めに入ったかどうかは微妙だが。

　男は女には甘い。それが命取りになるとしても、後味の悪い事はしないに限る。

「解わかりました教官！　彼女を味方にしようとするのは諦あきらめました！」

「じゃあ、さっさと放せよ」

「教官、少し話があります。部屋の外へ」

　そう言いながら、俺はカトレア教官の手を引いて、部屋の外にまで引っ張る。

　そうしてしばらく廊下を歩き、少し部屋から距離を取る。

「おい！　何であの女を一人で放置するんだよ！　暗殺者だぞ？　縄抜けのスキルがあったら逃げられるぞ」

「逃がしましょう」

「ああ!?」

「暗殺を失敗して、姉妹剣まで奪われた暗殺者が、雇い主の所にまで戻ればどうなると思いますか？」

「ああ？　そりゃあ、口封じと見せしめの為ために……」

　そこまで言った所で、カトレア教官は口をつぐむ。

「そうです。十中八九、彼女は雇い主に殺される」

「そりゃあ、全部がお前の予想通りに事が運べばな。だが、そりゃあ考えが甘すぎるんじゃねえのか？」

「ただ逃がすつもりはありません。逃げた彼女を、俺達で尾行するんです」

「……」

「暗殺しに来た実行犯を殺しても、あまり意味はありません。雇い主を把握して、そいつを殺す事の方が重要です」

「……」

「教官。今から彼女を逃がして尾行して、雇い主を探す手伝いをしてください。一緒に彼女を尾行しましょう」

「……良いぜ」

　俺の言葉を無言で聞いていたカトレア教官は、口元をニヤリと歪ゆがませた。




　ネグリジェから着替える為ために、カトレア教官は自分の部屋にまで戻った。

〈クロウ。尾行するというのなら、私の力が必要不可欠ですよね？〉

　二人きりになった時、ホリーが話しかけてくる。

「ああ、出来れば君に先行して尾行してもらった方が、相手に気付かれにくいと思う」

〈しかし、私は今、シオンが持っている神しん剣けんからそれほど離れられません。かといって、神剣そのものをシオンから離すと、私自身の力が弱まってしまいます。そうなると、万が一の時に貴方あなたに対して憑ひよう依いしても、先ほどのような身体能力強化は行えません〉

「……可哀かわいそうだけど、シオンも起こして一緒に……」

〈その必要はありません。今からシオンの部屋にまで行きましょう〉

「……？」

〈前にも言ったでしょ？　シオンの手元に聖せい光こう剣けんを置きながら、私が離れた場所に行く、良い方法があると〉

　暗殺者の少女が逃げ出すんじゃないかと気が気ではなかったが、俺はホリーの提案に従った。




　そうして、ホリーの言う通りにシオンのいる部屋にまで行った俺は、再び口を半開きにしていた。

　室内のベッドで、シオンは眠っていた。

　それは構わないのだが、シオンは寝ぐせが悪いのか、掛け布団を床に落とし、ベッドの上で大の字になって豪快に眠っていた。

　そして、パンツ丸見えの状態で両足を広げていた。

　俺は溜ため息いきを吐つきながら思う。

　この子は既に、他の誰だれよりも大物だな、と。

　俺はシオンに掛け布団をかけてやる。

〈クロウ。神剣の柄つか尻じりにある宝玉が見えますか？〉

「ん？　ああ」

　ホリーの言う通り、シオンの枕まくらもとに置かれていた神剣の柄尻には、大きな宝玉があった。

〈実はコレが、私の本体なんですよね〉

　言いながら、ホリーは神しん剣けんの柄つか尻じりから宝玉を外してしまう。

「おいおい。そんな事して良いのか？」

〈大丈夫ですよ。分離は私の手でしか行えませんし〉

　言いながら、ホリーは神剣の柄尻にあった宝玉を俺に手渡してくる。

〈これは、勇者が遠く離れた相手を守りたい時の為ための機能です。私の目を、守りたい相手の傍そばに置く為のね〉

「へえ。この宝玉を俺が持っていれば、君はシオンと神剣から離れても力を失わないのか」

〈その通りです。肌身離さず持ち歩いてください。そうすれば、何い時つでも私が貴方あなたに憑ひよう依い出来ますから、いざという時も安心でしょ？〉

　俺は、スヤスヤを眠っているシオンを見つめた。

「こんな事したら、シオンが襲われた時に危ないんじゃ……」

〈大丈夫ですよ。宝玉と神剣のある場所がどれだけ離れても、私は一瞬で行き来できますし、今のシオンなら、私抜きで聖せい光こう剣けんの性能を半分は引き出せますよ。他の神剣を使う連中が、精せい霊れいがいないのに能力を使えるのと同じです〉

　シオンの力を半減させて良いのか、とも思ったが、以前の、城と城下町を半壊させた暴れっぷりを思い出すと、半分でも十分な気もする。

　危なくなったら、ホリーが一瞬で駆けつける事も出来るみたいだし。

　いや、待てよ？

「ホリー。前に聖光剣を盗んでシオンを探しに行った時さ、この宝玉だけ持ち運べば、あそこまで大事にならなかったんじゃ……」

〈それは無理です。分離は、勇者と聖光剣が同じ位置にいないと出来ない特殊機能です。大体、刀身が発光するかどうか確認するのに、肝心の剣を持ち運ばないでどうします〉

「そりゃそうか……」

〈多くの場合、その宝玉は勇者の恋人に送られていました。初代の勇者が恋人を魔王に奪われ、人質にされた時から、そういう使われ方をしてきましたね〉

「……」

　なんだか、急に重苦しい話になったものだ。

「その……初代勇者の恋人は、どうなった？」

〈魔王が殺された直後に、勇者と子作りしました〉

　俺はその場でずっこけた。

「……お兄ちゃん……」

　その音で、シオンが目を覚ましたようだ。

　悪い事をしてしまったな。

「お兄ちゃん……背中掻かいて……」

　違った。寝言だった。

　しかも、夢の中で俺をパシリ扱いしてた。




「……ったく。本当に尾行出来てんのか、コレ」

　深夜。城を抜け出して城下町を歩いている俺の隣で、赤い燕えん尾び服ふくに着替えたカトレア教官がぼやく。

　徹夜させる羽目になって申し訳ないが、俺一人で暗殺者の尾行、なんて真ま似ねはしたくなかった。

　俺が想定した通り、暗殺者の少女は、部屋の中で放置している間に、自分の体を拘束している紐ひもを外し、城を脱出したようだ。

　ホリーがその少女を尾行し、俺はホリーを遠目に見て確認しながら、深夜の城下町を歩く。

　これなら、俺とカトレア教官の尾行が気付かれる可能性は低い。

　俺がホリーを見失ったとしても関係無い。

　ホリーなら、暗殺者の行き先を把握した後に、俺を案内する事も可能だろう。

　それに、夜目が利く俺にとっては、深夜の城下町こそホームグラウンドだ。

「しかしまあクロウ。アタシらも腐くされ縁だよなあ。ええ？」

　カトレア教官は暇なのか、俺に話しかけ続ける。

　俺達と暗殺者は距離がかなり離れているとはいえ、夜間は思いのほか声が遠くまで響く。

　あまり雑談する事は好ましくないのだが。

「腐れ縁って、どういう事です？」

「アタシはこれまで結構な人数の学生を卒業させたんだぜ？　いろんな生徒と関かかわってきたが、お前が一番印象深い教え子だよ」

「そうですかあ？　俺って割とキャラが薄い方だと思いますけど」

「いや、確かに武術も学問もからっきしで、おまけに友達もいないからな。普通は地味に見えただろうさ。いや、むしろ可哀かわいそうなヤツに見えるだろ」

「……可哀そうなヤツに見えませんでした？」

「全然。周りの連中に何を言われてもふてぶてしくしてたし、何より、お前って年上のアタシから見ても割と話しやすかったしな。いろんな身分の学生がいたが、お前は弁が立つ方だろ？　変なヤツだと思ったよ」

「弁、ですか」

　自分の口が上う手まい方だとは思った事は無かったが。

「そんな印象深いお前と、卒業した後もこうしてつるむ事になるとはな。縁があるんだろうぜ」

「そうですかね」

「前から聞きたかったんだが、お前って王立士官学校に来る前は何してたんだ？　里帰りの許可が下りて、学校の生徒が出払った時も、お前は絶対に実家に帰らなかったよな？」

「……」

「今でもそうだ。名誉貴族に加えられたってのに、何で親しん戚せきを呼ばねえんだ？」

「……」

　まあ、隠す程の事でもないし。

　そんなに劇的な身の上話がある訳でもないが。

「俺に親戚はいません。天てん涯がい孤こ独どくです」

「あ？　そりゃどういう事だ？　孤児に王立士官学校の学費が払える訳ねえだろ？」

「酒場の店主をやってた人が、俺の育ての親だったんですけど、その人が店を売り払った時の金を入学金にしたんです。その人も死にました」

「……な、なんか悪かったな。お前も結構複雑な人生送ってたんだな」

「いえ、別に。結局、育ての親の期待にも応こたえられなかったような気がします。その人は俺に将来性があるから、王立士官学校を卒業して、良い軍人になれって言ってくれたんですけど、俺には無理でしたし」

「本当の親とは、死別したのか？」

「さあ。物心ついた頃ころには、酒場で働いて、酔っ払いの相手を毎日してましたから。親の事は何も知りません」

「そ、そうか……」

　カトレア教官は、なんだか申し訳なさそうな態度になってきた。

「教官。俺、別に苦労人じゃありませんよ？　下町の酒場だったんですけど、結構客の入りが良かったんで金には困りませんでしたし、客は山さん賊ぞく上がりの傭よう兵へいとか、娼しよう婦ふばっかりでしたけど、皆俺を可愛かわいがってくれました」

「……なるほどな。お前は……ある意味アタシより大人だった訳だ」

「いや、俺は教官より年下ですよ。ていうか、教官って今何歳なんです？」

「聞かねえ方が良いんじゃねえの？　つうか、女の年齢を気軽に聞くんじゃねえよ」

「それは失礼。なにぶん若輩者ですので」

「……はっはっは！」

「教官声デカイですって！」




　尾行を続けた俺と教官は、想定外の事態に陥った。

　暗殺者の少女は、町はずれにある森の奥深くに入りこむと、隠れ家らしき場所に入って、そのまま出て来なくなった。

　俺とカトレア教官は、木の陰から暗殺者の入っていった小屋を眺めていた。

　てっきり、暗殺者が所属する大きな組織の秘密基地か、どこかの貴族の住む屋敷に戻って、雇い主に報告をするものとばかり思っていたが、まさか町はずれにある小屋で一人暮らしをしている、個人営業的な暗殺者だったとは。

　何な故ぜ、こんな場所に一人でいる暗殺者に、神しん剣けんの姉妹剣が手に入ったのだろう。

「クソ。もう面倒くせえよ。ここから小屋ごと燃やしちまおうぜ？」

「駄目ですよ。俺を狙ねらう雇い主と、神剣の姉妹剣を入手したルートの手掛かりが消えるじゃないですか」

「じゃあ、もう小屋に乗り込んで拷問しに行こうぜ？」

「行きませんよ！　何で教官はいちいち物騒な事を言うんですか？」

「お前が平和ボケしすぎてるだけだろうがよ。何でこんな面倒臭い思いして相手の動向掴つかむ必要があるんだよ。敵は全部殺して燃やせばそれで終わりだろうが」

「……教官、俺は貴方あなたが時々恐ろしくなりますよ」

「面倒くせえなあ。とりあえず、神剣の姉妹剣は手に入ったし、あの暗殺者の根城は掴めたんだ。殺しに行く気ねえなら、もう帰っても良いんじゃね？」

「ううん。そうですね。神剣の姉妹剣無しじゃ、そんな脅威でもないですし、しばらく放置しておきましょうか」

「そうだそうだ。さっさと帰ろうぜ。アタシは眠ねみいよ」

「はは。付き合わせてすいません。帰りましょうか」








第三章　天てん馬ま剣けんラムレイ




　神しん剣けんの姉妹剣を所有した暗殺者の少女に襲われた一件から一カ月が経過した。

　シオンは毎日のように訓練に明け暮れ、カトレア教官はそんなシオンを上機嫌に鍛えていた。

　俺にとっては退屈極まり無い状況だったが、気になるのはここにいないアイリスの事だ。

　北陸地方で勃ぼつ発ぱつした大規模な反乱軍を鎮ちん圧あつさせる為ために出陣していったきり、音おと沙さ汰たが無いのである。

　まあ、訃ふ報ほうも聞かないが、これだけ連絡が取れないと、さすがに心配になってくる。

　まさか、神剣の姉妹剣を持つアイリスが戦場で不覚を取る事などあり得ないと思うが、問題はアイリス自身の性格だ。

　仕事を他人に任せず、全すべて自分で行おうとするのは美徳に思えるが、それは仕事を任せても大丈夫な他人と、任せてはいけない他人の見分けがつかない事を意味する。

　結果的に、アイリスは地位が上がって部下の人数が増えるにつれて、出来る事が減るという事態になる。

　まあ、俺がそんな心配をしても、余計な御お世せ話わなんだろうが。

「お兄ちゃん、訓練終わったよ～」

　そんな事を考えている時、俺の部屋にシオンが入ってくる。

「ああ、お疲れさん」

「お兄ちゃん、足洗って」

　言いながら、シオンは靴を脱いで裸足はだしになり、俺の使っているベッドの上に座る。

「……」

　シオンは訓練を終える度たびに俺の部屋を訪れて、足の裏を俺に洗わせるようになった。

　初めて出会った時、泥だらけだったシオンの足を、水みず桶おけに浸つけて洗ってやった事があるのだが、どうもその時から妙な癖をシオンにつけてしまったような気がする。

　まあ、別に良いけど。

　こんな事を毎日されて当たり前だと思うのはどうなんだろう。

　シオンが命令すれば、どんな事でもするという輩やからはいくらでもいるだろう。

　というより、シオンの命令に逆らえるヤツの方が少ないと思う。

　世界最強の力を持つ勇者だし。

　ただ、何で俺が毎日、幼女の足を水の入った桶おけに入れて、洗わなければならないんだろう。

「あ～。気持ちい～」

　水の入った桶おけに足を浸つけたシオンの足裏を、俺が両手で擦ると、シオンはそんな事を言ってくる。

　足裏って、全身にある汗かん腺せんに匹敵する量の汗腺があるから、ぶっちゃけ全身の中で一番汚いのだ。

　そんな部位を、何な故ぜ俺は毎日洗わされるのだろうか。

「なあ、シオン」

「なあに？」

「お前、他人に足の裏触られてくすぐったくないのか？　自分で洗った方が良いんじゃないのか？」

「お兄ちゃんが私の体の何ど処こを触っても全然くすぐったくないよ？」

　俺はお前の足の裏しか触った事ねえだろうが。

　誤解を招くような事を言うんじゃねえ。

「それに、お風ふ呂ろに入った時に試したんだけど、自分でやっても全然汚れ落ちないの。お兄ちゃんの指で洗われるのが一番だね。お兄ちゃんの指は凄すごいよ」

「ああ、そう」

　全然嬉うれしくねえ。

　幼女に指が凄いとか言われても。

「どうせなら全身洗ってくれれば良いのに。一緒にお風呂入ろうよ」

「それは駄目」

「どうして？」

「女の子はむやみに裸を見せないの」

「どうして？」

「大人になれば解わかるから、しばらく時間が経たつのを待っときなさい」

「でもホリーは殆ほとんど裸だよ」

「アレは女にカウントしなくて良い。他にあんな格好してるヤツは絶対にいない」

「ふうん」

「……ま、こんなもんか」

　俺はシオンの両足を水みず桶おけから出すと、布でふき取る。

　するとシオンは、俺のベッドの上をコロコロと転がる。

　汗まみれの状態で。

「……そう言えば、今日はホリーの姿が見えないな？　シオン知らないか？」

「あんなクソババアどうでも良い」

「……シオン、あのな……」

　俺はさすがに忠告せずにはいられない。

　他人の関係に口出しするのは余計な御お世せ話わだと、アイリスに指摘されたばかりだが。

「ホリーがいないと、お前は勇者になれないんだぞ？　お前にとって、シオンは大事な相棒じゃないか」

「別にいなくても良いもん」

「いや、良くないって」

「違う違う。本当にいなくても大丈夫だよ？」

　言いながら、シオンはベッドから降りて、壁に立てかけてある聖せい光こう剣けんを鞘さやから抜く。

「憑ひよう依い！」

　シオンがそう言った瞬間、彼女の体が目に見えて大きくなる。

　というより、急激に成長しているように見える。

「！」

　以前のように、十八歳前後のような全盛期までは成長していないが、十歳のシオンが、十四、五歳に見えるまで身長を伸ばす。

　その所せ為いで、着ていたワンピースがパツンパツンになっていた。

　しかもパンツ丸見えになってるし。

「ね？　アイツの力借りなくても、この剣の力、もう半分くらい使えるようになったもん」

「解わかった。解ったから元に戻れ」

「……？　うん」

　しかし、何という発育の良さだ。

　出る所は出て、くびれる所はくびれている。

　露出した両足はすらりと長いし、異様に肌も滑らかだ。

　以前に、全盛期まで成長した時は、ホリーのヤツが霞かすむくらいの巨乳美人になってたし。

　シオンは、戦闘力だけでなく、美び貌ぼうにおいても将来性抜群らしい。

　十歳児の姿に戻ったシオンは、俺にピタリと抱きついてきた。

「ねえ。お兄ちゃんは、いつも寝る前にホリーと何かしてない？」

「ん？　ああ、チェスしてるだけだよ」

「チェスってなあに？」

「……」

　そうか。俺がシオンにチェスのルールを教えれば良かったんだ。

　そうすれば、ホリーもきまぐれにシオンと対局するだろう。

　二人で何度か対局すれば、仲良くなるきっかけになるかも。

「……」

　しかし、俺はシオンとホリーがチェスで対局する所を想像すると、気が重くなった。

　どう考えてもホリーはシオンを相手に手加減などしない。

　ルールを覚えたての子供相手でも、容赦無く、徹底的に叩たたきのめすだろう。

　いや、むしろ、相手が素人同然なのを良い事に、さっさとチェックメイトしないで、キング以外の駒こまを全すべてとり、いたぶるように対局を長引かせる可能性もある。

　こんな幼い女の子を泣かせる程、大人気ない事をするヤツなんか滅めつ多たにいないだろうけど、その滅多にいないヤツの筆頭がホリーだし。

「お兄ちゃん。チェスってなあに？　教えて」

「……良いよ。だけど、上達するまでホリーと対局しないようにな？」

「……？　ホリーとなんか、何もしないよ？　お兄ちゃんとだけしたいなあ」

「ああ、そう……」

　俺は再び、気が重くなった。

　とりあえず、俺は基本的なルールをシオンに教えた。

　要するに、能力の違う五種類の駒を使いこなして、キングを守る、という初歩的な事から教えた。

　いつもホリーと対局する時に使うチェス盤を使い、駒の動きをシオンに教える。

「ふうん。クイーンが一番強くて、一個しかないんだね？」

「そうそう。貴重な最強戦力だから、不用意に動かしてとられないようにな。駒の重要度は、キング、クイーン、ルーク、ビショップ、ナイト、ポーンの順に低くなっていく。強い駒程、とられた時に不利になるから……」

　言ってる間に、駒を守る優先度、なんて話はまだ早いような気がしてきた。

　チェスなんて、駒の動きを覚えたら、まずは対局を繰り返すのが、上達の早道だ。

「クイーンって、女王でしょ？　何で一番強いの？」

　何でと言われましても。そういうルールとしか言えないんだけど。

　しかし、よく考えると、兵士とか騎士とかよりも女王が圧倒的に強いのはおかしい。

　女王が飛びぬけて強すぎるだろ。

「えへへ。キングがお兄ちゃんで、私がクイーンみたいだね」

「ああ、うん……」

　俺はキングじゃないけど、シオンはガチでクイーンくらい強いしな。

　その後、俺は指導を兼ねてシオンとチェスで対局してみる。

　始めたばかりのシオンは、かなり変わった手を打ってくるが、これはこれで中々面白い。

　そんな事を考えながら、手加減しつつ相手をしていると、シオンの背後からホリーが唐突に現れた。

　俺の傍そばにもシオンの傍にもいないで何ど処こに行ってたんだろ？

　シオンと聖せい光こう剣けんが同じ場所にいる限り、ホリーの移動範囲はかなり広くなってはいたけど。

〈……〉

　ホリーは俺とシオンの対局を浮遊しながら眺めて、ニヤニヤと笑っている。

　俺がシオンと対局している事を、微笑ほほえましいと思うようなヤツじゃないのは解わかってるけど、何で笑ってるんだろ。

〈ぷ……ぷぷぷ……下手クソすぎて笑えるんですけど……！〉

「……！」

　やっぱりこういうヤツだよ！

　子供が初めての事に挑戦している最中に下手クソなんて言うのは大人として最悪だ。

　まあ、大人なんてレベルの年齢じゃないけど。

〈クロウが手加減してるのも解らないかなあ。頭悪すぎて可哀かわいそう……〉

「……」

　シオンは、背後で悪態をつき続けるホリーに一切視線を向けず、無表情になった。

　怖！　無表情のシオンって怖！

　ていうか、ホリーは本当にシオンと一緒に魔王と戦う気があるんだろうか？

　パートナーシップが微み塵じんも感じられない。

　ホリーは無表情になったシオンを放置して、俺ににじり寄ってくる。

〈ねえねえクロウ。こんなつまんないガキと遊んでないで、私と一緒に来てくださいよ。新しい姉妹剣を……〉

「……消えろ」

　瞬間、何か言いかけていたホリーが消えた。

「って!?　ええ!?」

　シオンが消えろって言ったら、マジでホリーが消えたぞ!?

「わあ、お兄ちゃんって強いんだねえ？　すごいねえ」

　ホリーがいきなり消えた事に関して、シオンは一切リアクションしないでチェスの駒こまを動かしていた。

「待て待て待て！　シオン！　ホリーが消えたぞ!?」

「別に良いよ」

「良くねえよ！　アイツは何ど処こに行った!?」

「聖せい光こう剣けんの中に戻っただけだもん」

「へ？」

「私が許可しないと、ホリーは聖光剣から出られないの。だからしばらく出してあげない」

「……」

　すげえ。勇者と神しん剣けんの間にはそんな力関係があったのか。

　というか、歴代の勇者も、プライバシーを侵害されたくない時はそうしてたのかもな。

　特に、恋人と一緒にいる時とか、あんな嫉しつ妬と深い毒舌家が一緒にいても困るだろうし。

　シオンは、チェス盤を置いたテーブルに立てかけていた聖せい光こう剣けんを見つめる。

「ていうか、ずっと出られないようにしてあげようかな……。泣いて謝るまで」

「いやいやいや！　許してやろうよ！　アイツは口悪いけど、そんな悪気は……あるかもしれないけど、まあ、許してやろう！　可哀かわいそうだし！」

「お兄ちゃんがそう言うなら許してあげるけど、今は駄目。チェスの邪魔。うるさいし」

「……」

　なんてこった。

　チェスを好むホリーと、仲良くなるきっかけになれば良いな、とか思って始めた事なのに、余計に関係を悪化させてしまった。

　まあ、ホリーの自業自得に見えなくも無いけど、精せい霊れいのホリーは嘘うそをつけないからなあ。

　下手な手を打つヤツがいれば、口に出すのは仕方無いんだよな。

　そんな事を考えていると、部屋の扉がノックされる音が聞こえた。

「クロウ様。よろしいでしょうか？」

　聞き覚えのある声だ。

　俺やシオンの身の回りの世話をしているメイドの一人だろう。

「陛下がお呼びです。謁えつ見けんの間にまでご足労願えるでしょうか？」

　なんて事を言われて、シオンは不機嫌になる。

「……後にして……」

「いや駄目だから！　緊急を要する用事かもしれないから！」

「じゃあ、一緒に行って良い？」

　シオンは、実に可愛かわいらしく小首を傾かしげながら、俺に懇願してくるが、さっきの無表情が怖すぎたので、その愛らしい相そう貌ぼうも怖い。

　俺は、無言で頷うなずく事しか出来なかった。




　国王からお呼びがかかる。

　以前の俺では、考えられない境きよう遇ぐうだったが、今の俺は数日に一度、国王であるダリアに呼びだしをくらう。

　大概は、学生時代はどんな過ごし方をしていたかとか、学校でのヒースの様子だったり、勇者であるシオンがどんな待遇を求めているのかなど、当たり障りの無いような話だ。

　はっきり言って、この国の最高権力者に呼びだしを食らって、高い地位の官僚が居並ぶ謁見の間で話しても、緊張するだけで、嬉うれしくも何ともない。

　だが、面倒だからと断る訳にはいかないし。




「……陛下。クロウです。お召しにより参上しました」

　俺はそんな事を口にしながら、謁えつ見けんの間に入る。

　目上の人間との会話、特に王族や貴族を相手にしたマナーなど、俺が知る筈はずも無い。

　礼儀や作法など、全すべて適当にやるしかない。

　だから、できるだけ国王などと話したくないのだ。

「良く来たなクロウ」

　玉座に座っていたダリア国王は、そんな言葉を俺にかけたが、俺の傍かたわらにシオンがいる事に気付くと、

「うお!?　ゆ、勇者殿もご一緒でしたか！」

　なんか、日ひ頃ごろの俺みたいなリアクションでビビっていた。

　シオンは、焦りまくっているダリア国王を半眼で見つめると、

「……さっきお兄ちゃんの事、呼び捨てにしなかった？　何でそんな偉そうにしてるの？」

「も、申し訳ない！」

　素で、この国の最高権力者を脅していた。

　段々と、俺に暗殺者を差し向けたヤツらの気持ちが解わかってきたぞ。

　常日頃、シオンは国王を始めとする権力者に対して、こんな対応をしていたのか。

　目め茶ちや苦く茶ちや、高圧的な態度じゃないか。

「シ、シオン……もう止やめとけって。そんな態度取っちゃ駄目だよ……！」

「お兄ちゃん。やっぱりコイツほっとくとすぐに調子に乗るよ？　跡形も無く消して、お兄ちゃんが王様になった方が良いよ」

「そういう事は言っちゃ駄目だから！　絶対に駄目！」

「……」

　シオンは不満そうに口をとがらせるが、視線を俺から国王に向けると、

「で？　お兄ちゃんに何の用？」

　相変わらず、偉そうな態度で国王に話しかけた。

　ていうか、偉そうじゃなくて偉いんだけどね。最強だから。

「はっ！　ほ、本日は、勇者発見の最大功労者であられるクロウ殿に、贈り物を渡す為ためにお呼びしました！　お二人のお時間を邪魔して申し訳ありません！」

　ダリア国王は、見てると可哀かわいそうになるくらい、シオンに対して萎い縮しゆくしていた。

　しかし当のシオンは、俺に贈り物を渡したい、という発言を聞いて、表情を明るくした。

「え？　お兄ちゃんに何かくれるの？」

「はっ！　そうであります！」

「わあい。良かったねお兄ちゃん。国王も偉いね。お兄ちゃんにプレゼントくれるなんて」

「ありがとうございます！　恐縮です！」

「……」

　俺は、国王と、当代の勇者の会話を聞いて、もうこの国は終わったかもしれないと思った。

　一国の最高権力者が、一個人にプレゼントして、褒められる事に恐縮するって……。

　これから権力者は、俺に貢みつぎ物ものをするかどうかで、勇者の機嫌を取れるかが決まる。

　絶対に俺を暗殺しようとするヤツ減らねえよ。

　俺はダリア国王に近づいて、ボソボソと小声で話しかける。

「すいません陛下。後で注意しますから」

「いや、そなたを冤えん罪ざいで処刑しようとした報いだろう。命があるだけでありがたい話だ」

　そこまで萎い縮しゆくしなくても良いだろうに。

「ところで、贈り物ってなんですか？」

「うむ。実はな」

　気を取り直したのか、ダリア国王は俺に与えようとしている褒ほう美びの話を始めた。

「先日、近隣住民を恐れさせる黒い暴れ馬を、軍を使って捕らえたのだが、これがまた見事な馬でな。手て懐なずければ良い軍馬になると考えたのだが、誰だれも乗りこなせん」

「……」

「聞けば、そなたは馬術の達人だとか。是非、その黒馬を乗りこなしてくれぬか？」

　それは、褒美とか贈り物じゃなくて、厄介払いなんじゃないの。

　大体、馬術が得意と言っても、何の取り柄も無い俺にしては、珍しく人並みにこなせる事もあったんだな、という程度の実力なのに。

　国王が誰も乗りこなせない、と判断したという事は、軍部の中で馬術が得意だった連中が軒並み乗りこなす事に失敗したという事だ。

　そんな馬、おっかなくて乗りたくないなあ。

「お兄ちゃんって、馬に乗るのも得意なんだ？　すごいなあ。乗ってる所みたいなあ」

「では、さっそく試してみようか。その馬は、中庭に繋つないであるのだ」

　勇者と国王の両方から、俺は無む茶ちや振りされる羽目になった。




　護衛を数人連れている国王に伴われ、俺とシオンは城の中庭にまで行った。

　いつもシオンが訓練に励んでいる場所だ。

　そこに、その馬がいた。

　大きな黒馬だった。

　見るからに、乗り手を選ぶよ、と言いたげだ。

　こういう威圧感のある馬は、大概、英雄や豪傑と呼ばれる人種に乗られたいと思うものだろう。

　何でよりによって俺に渡そうとするのかなあ。

　俺はそんな事を考えながら、既に鞍くらを乗せて手た綱づなを付けられた黒馬に近づく。

　馬にとっては不愉快極まりない行為に当たる、背後からの接近、なんてバカな真ま似ねはしていないが、黒馬は俺が近づくだけで鼻息を荒くし、睨にらみつけてくる。

　怖こええ馬だなおい。

　気が付くと、周囲にいた連中が全員、俺と馬から離れている。

　これで馬が暴れだしたら、誰だれにも止められないという事だ。

「……」

　これ、俺が落馬して、死ねば良いとか思われてるんじゃなかろうか。

　まあ、別に馬には慣れてるから、死ぬような形で落馬する事は無いと思うけど。

　俺は乗る前に、黒馬の首筋を撫なでた。

　乗って良いかな、と心の中で語りかけながら。

　すると、乗れば殺すと言いたげな視線を向けられた。

　嫌だなあ。乗りたくないなあ、と俺は思ったが、国王が見ている前で、騎乗を試みない訳にはいかないだろう。

　俺は落馬覚悟で、黒馬に飛び乗った。

「……！」

　すると、一瞬で黒馬は棹さお立だちになる。

　俺は太ふと股ももで黒馬を締め上げ、落馬しないように捕まる。

　黒馬は信じられないような跳躍力で中庭を暴れまくる。

　俺は馬上で耐え抜いていたが、とても乗りこなせるような気がしない。

　しかし、黒馬は唐突に暴れるのを止やめて大人しくなる。

　どうしたんだろう？

　気が変わったのかな？

「わあい。お兄ちゃんすご～い！」

　遠くから、シオンが満面の笑みで近づいてくる。

　すると、離れた位置から中庭にいる俺を眺めていたダリア国王も、護衛の兵士が止めるのも聞かずに、俺に近づいてくる。

「見事だクロウ！　やはりお前は他の者とは違うようだな！　約束通り、その馬くれてやろう！」

　なんて事を言ってくる国王に対して、俺は馬上で苦笑した。




　国王が護衛と共に去った後、俺とシオンは、二人で黒馬を眺めていた。

　俺がこの黒馬に乗れると解わかった瞬間に、さっさと戻って放置するんだから、反応に困る。

　とりあえず、良い馬を貰もらったとだけ思えば良いのかな。

　そう考えていると、シオンの肩に担がれていた聖せい光こう剣けんが、カタカタと震えている。

　多分、聖光剣の中にいるホリーが騒いでいるんだ。

「……シオン。いい加減に、ホリーを出してやれよ……」

「ううん。どうしようかなあ」

「頼むって。さっき何か言いかけてたし」

「良いよ。お兄ちゃんがそう言うなら出してあげる」

　瞬間、俺達二人の眼前にホリーが現れた。

〈テメエ舐なめ腐くさった事してくれやがったなクソガキが！〉

　現れたホリーの第一声がそれだった。

「なに？　また閉じ込めてほしいの？　二度と出さないよ？」

〈な……！〉

「聖光剣の中にいても、外の様子は解わかるんだよね？」

　シオンは、俺の体にピッタリと密着しながら、ホリーに笑いかける。

「私とお兄ちゃんが仲良く遊んでるのを、ず～と見せてあげようかなあ？　楽しいよねえお兄ちゃん。ホリーの悪口が聞こえないと思うと」

〈メスガキがあ……！　泣かす！　絶対に泣かす！〉

「お兄ちゃん。ホリーが虐いじめるから怖いよう……」

〈カマトトも大概にしろや！〉

「……」

　この二人は、会話する時間が増える程関係が悪化するね。

「ホリー。さっき何か言いかけてなかった？　新しい姉妹剣がなんとか……」

　喧けん嘩かを止める為ため、俺は話題を逸そらす事にした。

〈……そうでした！　姉妹剣がこの城に運び込まれたから、知らせに来たんですよ！〉

「この城に？　姉妹剣が？」

〈その黒馬ですよ！〉

「はあ!?」

〈天てん馬ま剣けんラムレイ。全十二本の姉妹剣の中で、唯一勇者専用の姉妹剣です〉

　俺は、顔を痙けい攣れんさせながら、さっき自分が乗った黒馬を見つめた。

「神しん剣けんの姉妹剣は剣とは限らないって聞いたけどさあ。まさか武器どころか、物体ですら無いってどういう事だよ」

〈だから勇者が乗る為の馬ですって。魔王の住んでいる城は、空中に現れる時もありますしね。そんな時、コイツがいないと、魔王の下に辿たどりつけないんですよ。見つかって良かった〉












「空中!?　魔王がいる城って空中にあんの!?」

〈そういう事もあります……〉

「ちょっと待って。そういう事もある？　魔王って、復活する度たびに、城ごと出現するのか？」

〈ええ。魔王って、城や迷宮、そして人間を襲う魔物を無む尽じん蔵ぞうに作れますから〉

「おっかねえなあ」

　迷宮のような建築物と、魔物のような生物を無尽蔵に産み出す力。

　まるで神のような力だ。

　そんなヤツに対抗できる勇者というのも、トンデモ無い存在だな。

「空中に城が現れた時も辿たどりつけるって事は、この馬は空を飛べるのか？」

〈はい。勇者を乗せてね。カッコいいですよ。この馬に跨またがって空を駆ける勇者は〉

「今回はシオンだけどな」

〈……っち！〉

「いや、そんなあからさまに嫌がるなよ」

　俺は目の前に佇たたずむ黒馬、天てん馬ま剣けんラムレイと、先日手に入れてから、肌身離さず持っている真しん空くう剣けんクルタナを交互に眺めた。

　姉妹剣探しの旅に出てみよう、と決心してから、ほんの一カ月程で二つも発見してしまった。元々俺が把握している姉妹剣は三つだから、これで半数近くの姉妹剣を集めた事になる。

「……」

　ここまで来ると、なんだか薄気味悪いような気がしてくる。

　世界に十二本しか存在しない姉妹剣が、あちこちに散らばって所在不明になっていると知ってから、これだけ短い期間に次から次に俺の目の前に現れるとは。

　都合が良すぎる気もするけど、この状況はおそらく、神しん剣けんの姉妹剣の形状が剣であるとは限らない、という事実と、馬の形状をした神剣まで存在するという荒こう唐とう無む稽けいな事実をホリーから教えられている事に起因する。

　もし、ホリーがいなければ、俺はラムレイが姉妹剣である事に気付かなかっただろう。

　俺は、ラムレイの首筋を撫なでる。

〈しかしクロウ。貴方あなたは妙な才能がありますね〉

「何が？」

〈ラムレイは全姉妹剣の中で唯一、勇者専用の存在です。だから、勇者以外が乗れば蹴けり殺される筈はずなのに〉

「何だって!?　俺さっき乗ったぞ!?」

〈勇者であるシオンが近くにいると気付いて大人しくなりましたけど、その前に暴れてたでしょ？　よくあれで死にませんでしたね。普通は皆落馬して、その後蹴り殺されます〉

「そういう事はもうちょっと早く言ってくんねえかな！　姉妹剣の中に勇者専用のヤツがあって、絶対に乗っちゃいけないとかさあ！」

　危なかった。馬術得意だから若干耐えられたけど。

　勇者以外が乗れば蹴り殺される馬。

　やはり、先ほど俺にこの馬に乗れるかどうか試したダリア国王達は、俺が死んでも構わないと思っていたのではないのか。

「……」

　暗殺者にまで襲われたし、このままこの城にいるのは危険かもしれない。

　しかし、闇やみ雲くもに姉妹剣探しの旅に出るのは、もっと危険だろう。

　行くも地獄。留とどまるも地獄だ。

　どうしてこんな事になってしまったんだろう。

　これ以上、状況が悪くならなければ良いのだが。

「シオン。この黒馬は君専用なんだってさ。さっそく乗ってみるか？」

　俺は、天てん馬ま剣けん本来の所有者であるシオンを、さっそく天馬剣に乗せてみようとした。

「……いらない。その馬お兄ちゃんにあげる」

「……はい？」

　しかし、当のシオンがあまり乗り気じゃなかった。

「見るのは良いけど乗るのは嫌。怖いもん」

「いや、君が乗っても暴れたりしないって。聖せい光こう剣けんと一緒で、君にしか扱えないんだよ」

「いらないよ。本当はホリーもいらないのに」

〈なんだとクソガキがあ！〉

「……私もう部屋に帰る」

　シオンは不機嫌そうにそっぽを向くと、小走りに中庭から去ってしまった。

「……シオン？　どうしたんだろ？」

〈けっ！　私と貴方あなたが会話してる時は、いつもああですよ。嫉しつ妬と深いガキです〉

「ええ……」

　なんか、根本的にシオンとホリーの仲が良くならない原因って俺なのかな。

　まあ、とりあえず、姉妹剣を探すと決めてから、既に二本も手に入った訳か。

　幸さい先さきが良いし。案外すぐに全すべて集められるかも。

　そんな事を考えていると、ホリーが俺を凝視してきた。

〈……クロウ？　貴方が持っているクルタナの様子がおかしいですよ？〉

「は？」

　ホリーにそんな指摘をされたので、俺は持っていた双剣クルタナを眺める。

　すると、クルタナの刀身が紫色に発光している事に気付く。

　アイリスがアロンダイトを使用した際に刀身が青く発光した時や、カトレア教官がガラティーンを使用した際に刀身が赤く発光した時と同じだ。

　だが、今この姉妹剣は所有者の手元に無い筈はずなのに。

「……うお!?」

　しげしげと発光するクルタナを眺めていた俺は、独りでに動きだしたクルタナに、顔面を突き刺されそうになった。

　慌ててクルタナを離し、のけ反って避よける。

　するとクルタナは空中を浮遊し、中庭を飛び回り、そのまま二本とも吹き抜けになっている天井を飛び去ってしまった。

　これは、まさか……

〈持ち主の下に帰りましたね〉

「展開か……」

　神しん剣けんを扱う際の基本技能、憑ひよう依い、放出、展開の内の一つだ。

　身体能力を上げる憑依。

　特殊能力を使用する放出。

　そして、離れた位置にある神剣を手元に戻す展開。

　おそらく、先日の暗殺者がその展開と呼ばれる技能を使って、自身の神剣を回収したのだ。

〈迂う闊かつでしたねクロウ。まさか展開を使用出来る程の使い手とは〉

「しかし……何で今まで手元に戻さなかったんだ。俺が寝てる時間帯に戻せば、翌日まで気付かれなかったろうに」

〈今はそんな事はどうでも良いでしょう。飛び去ったクルタナを追いましょう。ちょうど追いかけるのにおあつらえ向きの姉妹剣が手に入りましたしね〉

「……え？」

　まさかとは思うが、これは俺がラムレイに乗って、今飛び去ったクルタナを追いかける展開になっているのだろうか。

「シオンでなくても乗れるのか？」

〈さっき乗れたでしょ？　当のシオンが譲じよう渡とすると言ってるんだから大丈夫でしょ。飛ばすには私かシオンがいないと駄目でしょうけど〉




「……うげ！　その馬は！」

　さっさと追いかけろと怒鳴るホリーを無視し、俺は城内にいたカトレア教官を探しだし、ラムレイをつないである中庭に連れてきた。

　ラムレイを見たカトレア教官の第一声がそれだった。

「教官、コイツが何なのか知ってたんですか？」

「いや、知ってるも何も、乗ろうとしたヤツが全員死んだ凶馬だよ。そのくせ、馬草を与えてないのに死なねえから、魔物とか悪魔なんじゃねえかって噂うわさになってたぜ」

「……はあ」

　やっぱり、この馬を与えようとした連中は、俺を殺す気だったらしい。

　国王本人がそう考えていたかどうかは微妙だが。

「教官。この前手に入れた神しん剣けんの姉妹剣が、展開で持ち主の下に帰って行きました」

「何い？　だから持ち主を殺しとけって言ったんだ。せっかく姉妹剣が一本手に入ったのに、無駄骨になったじゃねえか」

「だから、今からこの馬で追いかけますから、教官も一緒に来てください」

「……はあ!?」

「俺が手た綱づなを握りますから、教官は後ろに乗ってください。俺一人で行くのは怖いんで」

「ふざけんな！　アタシの話を聞いてたのか！　コイツは乗ったヤツを全員殺した凶馬だって言っただろうが！」

「大丈夫です。俺を信じてください」

「は、はあ？　何を言ってんだおま、え？　え？」

　文句を言い続けるカトレア教官を無視して、俺はラムレイに跨またがって騎乗する。

「うお!?　え？　な、何でお前乗っても大丈夫なんだ？　ちょ、ちょっと待て……」

　尚なおも戸惑う教官を、俺は馬上から手を伸ばし、腕を掴つかんで無む理り矢や理りラムレイに乗せた。

　カトレア教官は小柄だったから、片手で簡単に乗せれた。

　とりあえず、俺の後ろに乗せた。

「え？　え？　ちょっとクロウ、お前……うきゃあああああ！」

　ラムレイが走り始めた時、俺はカトレア教官が少女のような悲鳴を上げるのを初めて聞いた。




「……」

　これまで起きた、非現実的で荒こう唐とう無む稽けいな現実に直面し続けた所せ為いで、俺の神経はおかしくなってきた。

　目の前で起きている状況に、全くリアクション出来ない。

　ラムレイは、まさに天馬だった。

　地上を走るのではなく、空を駆ける天馬。

　俺とカトレア教官を乗せたまま、ラムレイは空中を飛び回り、クルタナが飛び去った方向に向かって飛ひ翔しようする。

　その速度は尋常じゃない。

　城を飛び出し、城下町を見渡せる程の高度で、周囲の景色が目まぐるしく変化する程の速度で飛び続ける。

　俺の後ろでラムレイに跨またがっていたカトレア教官は、涙目になって悲鳴を上げていた。

　想定外の事態にさらされ、若干パニックになっているようだ。

　まあ、今まさに聞いている悲鳴は聞かなかった事にして、他言無用にしよう。

　なんだが可哀かわいそうだし。

「なあ、ホリー」

〈なんですか？〉

　俺達と同等の速度で飛んでいたホリーに、俺は馬上から話しかける。

「この馬便利だけどさ、この馬で勇者が飛んだら、他の仲間は置いてけぼりだな。魔王の城が空中にあった場合、勇者は一人か二人で乗り込む事になるのか？」

〈いいえ？　ラムレイの本領はこんなものではありませんよ〉

「へえ？」

〈クルタナを取り戻したら、詳しく説明しましょう。今はこの件に集中してくださいクロウ〉

「ああ、まあ、どうせ教官に任せる事になるだろうけど」

　俺はそのまま、ラムレイに跨って、空中を飛んでいった。




　先日、俺を暗殺しようとした少女が根城にしていたと思われる小屋がある森にまで辿たどりつくと、ラムレイは地上に降り立った。

　空中にいた時から見えていたが、少女がいた小屋は燃えていた。

　周囲に、もうもうと煙が充満している。

「……」

　俺はラムレイから降り立つと、ホリーと一緒に周囲を見回してみる。

　燃えてしまった小屋の周辺に、例の暗殺者の姿は無い。

　しかし、奇妙な状況だ。

　火事による煙の臭におい以外に、血のような臭いも漂ってくる。

　これは、ただならぬ雰囲気だ。

「教官、なんだか危険な状況です。気をつけてください」

　俺はカトレア教官に声をかけるが、返事が無い。

「教官？」

　見ると、カトレア教官は、未いまだにラムレイの上に跨またがって固まっていた。

　どうやら、いきなり乗せられた馬が空中を駆け抜けた、という展開に付いていけなかったようだ。

　おかしいな。

　この人は俺の百倍は修羅場を潜くぐっている人だから、この程度の事で動揺する筈はずは無いのだが。

「教官？　大丈夫ですか？」

　俺はラムレイの上にいるカトレア教官を両手で抱えて、地面に下ろす。

　瞬間、教官は俺を半泣きで見上げながら、両手をグーの形にしてポカポカ殴ってくる。

「お前！　おま、お前！　お前なあ！」

「はあ、どうしたんですか教官」

「どうしたんですかじゃねえよバカ！　ビックリするだろうがバカ！　いきなりこんな事……バカ！　とにかくバカ！」

「……」

　なんだか、後で冷静になった時に羞しゆう恥ち心しんで怒り狂う事になりそうなくらい、今のカトレア教官は混乱していた。

「教官、落ち着いてください。この馬は凶馬ではなく、姉妹剣の内の一本です。俺はホリーにそう聞いていましたから、乗っても平気だったんです」

「うるせえよ！　どうでも良いよそんな事！　あらかじめ飛ぶって言えよ！　もうちょっとでアタシ！　う、うわああ！」












「はあ、すいませんでした。次から気をつけます」

　俺の背後にいたホリーが、そんな様子を半眼で見つめていた。




「……で？　この近くにこの前の暗殺者がいるってか？」

「ええ。そうみたいですね」

　ひとしきり俺を殴って、怒鳴り続けたカトレア教官は、いつもの教官に戻った。

　やはり、今日の事は誰だれにも言わないでおこう。

「今度こそ殺してやるぜ。止めるなよクロウ」

「時と場合によりますけどね。多分、修羅場になるのは避けられないでしょうね」

　俺とカトレア教官は、二人で燃え続けている小屋の周囲を歩きまわった。

「この燃えてる小屋、あの暗殺者が住んでた場所ですよね？　何で燃えてるんでしょう？」

「焼き討ちにでもあったんじゃねえの？　まさか自分で火をつける訳もねえし。焦げ臭くせえ臭においに血なまぐさい臭い。アタシからしたら嗅かぎ慣れた臭いだけどよ」

「へえ、さっきから血みたいな臭いしてますけど、やっぱり気の所せ為いじゃなかったんですね」

「……あ？　お前、血の臭いとか嗅いだ事あるのか？」

「別に。養父に拾われる前に住んでた所は、腐ふ乱らんした死体があちこちで放置されてるような場所だったんで」

「へえ……」

　物心が付く前の事はあまり良く覚えてないけど。

　俺はカトレア教官としばらく無言で小屋周辺の捜そう索さくを続ける。

　同行していたホリーは、俺の背後で無言を貫いている。

　ホリーの姿が見えるのは俺だけなので、人前でホリーと会話していると、俺は独り言を言う危ないヤツに見える。

　それを防ぐため、ホリーには人前に限っては、必要最低限の会話しかしないようにしてくれ、とあらかじめ頼んでおいたのだ。

　まあ、その所せ為いで夜間に死ぬほど話しかけられるし、寝る前にチェスで対局する事が日課になったが。

　しばらく、無言で小屋の周辺を調査し、徐々に調査範囲を広げてみる。

　すると、小屋から少し離れた場所に、血ち塗まみれの状態で倒れている者を数名発見した。

「……」

「……死んでるな。この連中」

　倒れていた者達は、既に絶命していた。

　それに、各々が剣や弓矢の類たぐいを所持している。明らかに、一般人の類じゃない。

　周辺に、数体の死体がある状態で、たいして動揺しない所を見ると、やはりカトレア教官はどれだけあどけない容よう貌ぼうの女性だろうと、軍人として命のやり取りを何度も繰り返してきた事が良く解わかる。

「コイツら、全員斬きり傷で死んでるな？」

「いや、俺にそんな事聞かないでくださいよ。死体見て死因なんか解りませんよ」

「っは。つくづくお前は優秀なのか無能なのか解らねえよ。どれだけ腕っ節の強い男連中もな、死体が転がってるのを見たり、負傷したりするとガタガタ震えて使い物にならなくなりやがる。アタシは士官学校の卒業生の中で、特に優秀だとされてる連中を連れて戦場に行った事があるんだが、半分以上のヤツが、怪け我が一つしてねえのに再起不能になったよ」

「普通はそうでしょ。誰だれだって死にたくないし、殺したくもないでしょうし」

「死なねえように殺すのが軍人なんだよ。それが解ってねえのに、士官学校で軍人目指すか？」

「いや、まあ、適当な場所守るだけで、出来れば戦場には行きたくないなあ、と思ってましたけど」

「アタシの予想じゃ、お前はこっち側に向いてるよ。戦場じゃ、気力、体力に加えて一番大事なのが、どれだけ危ない目に遭っても平常心を保つ事だからな」

「絶対に向いてません。俺は憶おく病びようなんです」

「臆おく病びようじゃねえヤツはすぐに無む茶ちやして死ぬんだよ」

「……」

　俺は若干、カトレア教官との会話に苦痛を感じてきた。

　この人はさっきから何を言いたいんだろう。

「それより教官。暗殺者が住んでいた小屋が燃やされていて、その周辺に死体が数体転がっている。この状況を鑑かんがみるに、おそらく例の暗殺者が仕事を失敗した事を理由に、同僚、もしくは雇い主から制裁を受けたのかもしれません」

「……それで？」

「さっき、俺が持っていたクルタナがこっちの方角に向けて飛んで行ったのは、持ち主が危機に陥ったからではないかと」

「なるほど。つまり、ついさっきまでここでは暗殺者同士の死闘があった訳だ」

「ご名答。良い勘をしてるねえ」

「「!?」」

　何ど処こからともなく、唐突に、第三者の声が聞こえてきた。

　声がした方角を見ると、例の透明化能力を使用している者が、森の奥から、こちらに向かって歩いてくる。

　クルタナの能力は、自分の姿を消し、足音を消す能力。

　それを使用しているにも拘かかわらず、足音が聞こえて声も聞こえるという事は、あえて音だけは漏らしているという事だ。

　つまり、神しん剣けんの姉妹剣を扱う能力が以前より増している。

　カトレア教官は、俺を庇かばうように立ち、腰に差してある爆ばく炎えん剣けんの柄に手をかける。

「ちょっと待ってよ。ウチはもうアンタ等に手を出すつもりは無いんだ」

「ああ？」

「今さっき、アンタ等も言ってたよね。暗殺者同士で殺し合ってたって。その通りだよ。ウチは暗殺を失敗した制裁で身内に命を狙ねらわれてるの」

「っは！　暗殺者が殺しに失敗したらそうなるに決まってるだろうが。人殺しで金貰もらってたヤツにはお似合いの末路だよ」

「だよねえ。自分でもそう思うよ」

　その時、暗殺者はいきなり透明化を解除する。

　やはり、若い女だった。

　以前は覆面で顔を隠していたが、今は素顔を晒さらしている。

　紫色に見える黒髪をショートカットにしているが、癖が強いのでクシャクシャとした印象の髪型だ。

　体格も、小柄だし、表情にもあどけなさが残る。












　明らかに、現在十八歳である俺やアイリスよりも年下に見える。

「ウチはさ。生きていく為ために殺しの依頼を受けるようになった。ウチには殺し屋になるか、泥棒になるか、はたまた娼しよう婦ふにでもなるしか選択肢が無かったよ。で、一番向いてた殺しで生計立ててたんだけどさ、一回失敗したら、昨日まで同僚だった連中に命狙ねらわれるんだよね。嫌になっちゃうよ」

「知るかよ。自業自得だろ。今からアタシが引導を渡してやるぜ」

「だ～か～ら～。ウチはもうアンタ等に関かかわる気は無いんだってば。只ただでさえ命狙われて大変なのにさあ。今さらそこにいる男を暗殺する気は無いんだわ。それに、その男は勇者を利用して世界を征服しようとする最低最悪のクソ野郎だし、弱いから殺すの楽勝って聞いてたのに、全然違うんだもん」

「ああ？」

「護身術の達人で、しかも勇者に懐なつかれてるのに利用する気ゼロ。聞いてた話と違いすぎて腹立っちゃうね」

　その時、カトレア教官は振り返って俺に小声で話しかける。

「おい、コイツ何言ってんだ？」

「全部勘違いです。俺は護身術なんか使えません」

　なんて会話をしていると、暗殺者だった少女は、視線をカトレア教官から俺に移す。

「ねえ、この前アンタ、ウチの事見逃してくれたよね？　それに、出来れば仲間にしたいって言ってなかった？」

「え？」

「まだその気はある？　ウチ、今路頭に迷ってるから困ってんの。雇ってくんない？」

「ああ!?　調子良い事言ってんじゃねえぞ！」

　俺の代わりに、カトレア教官が返事をする。

「金で殺し請け負うようなヤツを信用できるか！　いつ寝首を掻かかれるか解わかんねえだろうが！」

「教官待ってください。彼女を仲間に加えましょう」

「ふざけんな！　コイツの持ってる姉妹剣は危険すぎる！」

「でも、彼女が真しん空くう剣けんの能力を使っても、俺の目には半透明になっているようにしか見えませんし、剣の精せい霊れいであるホリーには位置が掌しよう握あくされてます。裏切っても俺にはすぐに解ります」

「ああ？　そ、それでも、コイツはお前を……」

「彼女の透明化はかなり使えます。味方にした方が良い。敵に回すと、教官の言う通り危険すぎます」

　俺がそう言うと、暗殺者の少女はパチパチと拍手をしながら近づいてくる。

「良いね。交渉成立。ウチに衣食住を提供してくれるなら、絶対に裏切らないと誓うよ」

　カトレア教官は、そんな事を言いながら近づいてくる暗殺者の少女を尚なおも睨にらみ続けるが、俺は教官を押しのけて、少女と向かい合う。

「……」

　解る。

　愛らしい容よう貌ぼうと、あどけなさが残る年齢。

　そして、年齢相応に見える小柄な体たい躯く。

　その全身から、異様な雰囲気を発している。

　目を見れば解る。

　他人の命を幾度も幾度も奪い続け、それに何の感かん慨がいも湧わかなかった日々と、浴び続けた返り血が纏まとわりつき、こびり付いているのが解る。

　今もきっと、同僚だった連中に命を狙ねらわれて、返り討ちにしたばかりの筈はず。

　それに関して、何も感じていない。

　無邪気に、残忍で、残ざん酷こくな行為をし続けてきた少女なのだ。

　見ているだけで、震えそうになる。

　腕自慢の軍人や、傭よう兵へいのように、「俺は強いんだぞ」という自負も無い。

　淡々と、無む雑ぞう作さに、自分は尋常な人間ではないと畏怖の念を与えてくる。

「ウチ、サフランっていうんだ。よろしくね」

「クロウだ」

　サフラン、と名乗る少女と、俺は握手した。

　仮に、手の平に毒針でも仕込まれていたら即死だろうが、そんな事は無かった。

「殺したいヤツがいたら、遠慮無く言ってよ。いくらでも殺したげる」

「……俺は君に暗殺を頼む事は無いよ」

「え？　じゃあ、ウチに何させる気？」

　サフランは俺の手を掴つかんだまま、きょとんとする。

「多分、斥せつ候こうとか偵てい察さつとか情報収集かな。君の透明化能力を使えば楽勝だろ」

「殺しは？」

「しなくても良い。俺は頼まない」

「何で？　偵察しなきゃいけない相手なんか殺せば良いのに」

「俺は君に殺しを頼まない」

「だから何で？　ウチが言う事じゃないけど、アンタの命狙ねらってるヤツって多いっぽいよ？　多分、これからも殺し屋に狙われるよ？　ウチに殺し依頼したヤツとか殺さなくて良いの？」

「いつか、俺は殺し合いに関かかわる事になるかもしれない。でも、俺は君に殺しを頼まない」

「だ～か～ら～、何でって聞いてるでしょ？」

「君に殺しを依頼したヤツと同じになりたくない」

「……」

　サフランは、再びきょとんとした。

　どうでも良いが、この子はいつになったら俺の手を離すのだ。

　握手が長すぎて、お互いの手汗が滲にじんでベタベタになってきた。

　さりとて、握力は相手の方が強いので離せないし。

「じゃあ、ウチはアンタの何なの？」

「仲間だよ」

「じゃなくて、身分は何になるの？」

　身分？　立場的なものか。

　俺が個人的に雇う、私兵のようなものだし、隠おん密みつ的な事を頼みたいと思うが、世を忍ぶ仮の身分も必要かもしれない。

　なにせ、情報収集を頼み、報告を受ける以上、彼女は俺のいる所に頻ひん繁ぱんに現れても不自然ではない人間である必要がある。

「……俺の身の回りの世話をする、メイドとか？」

「え？　ウチってアンタの性奴ど隷れいになるの？」

「違ちげえよ！　何言ってんだ!?」

「でも、若いメイドって主人に手を出されるじゃん。ウチ十四歳だもん。食べごろでしょ」

「知るか！　普通のメイドはそんな仕事はしてねえ！　ていうか、いい加減に手を離してくれ！」

　兎とにも角かくにも、神しん剣けんの姉妹剣を持つ新たな知人が出来た。

〈クロウ。やっぱり彼女に手を出す為ために……〉

「テメエ、やっぱり愛人を増やす為に……」

「教官。増やすも何も、俺に愛人なんかいません。誤解を招くような事言わないでください」

　背後にいたホリーとカトレア教官からは、非ひ難なん轟ごう々ごうだったが。

「……」

　もう知らん。女性陣からは軒並み不評という事は、今はこの場にいないシオンやアイリスからも批難される事になるだろうが、もうどうでも良い。

　消音と透明化能力を持つ、真しん空くう剣けんクルタナを持つサフラン。

　彼女が本当に味方になるというなら、別に構わない。

　サフランの加入は、俺にとってはかなり大きい。

　彼女は王家や貴族といった権力者が、把握していない姉妹剣使いである可能性がある。

　俺を暗殺しようとしている連中は、俺に関する情報をある程度掴つかんでいるだろう。

　そして、同級生であるアイリスと、恩師であるカトレア教官が、俺に対して協力的な事も知っている筈はずだ。

　そうなると、当然アイリスとカトレア教官に対して警戒を持ち、二人と俺の居場所を分断するような策を立てるかも知れない。

　しかし、サフランなら、俺の傍そばにい続けても誰だれも怪しまない。

「……」

　だが、問題がある。

　カトレア教官が懸け念ねんしている通り、彼女が信頼に値するかどうか解わからない点だ。

　サフランの持つ姉妹剣の力は、対人戦において有効すぎる。

　敵に回せば恐ろしい。

　裏切られた場合の損害が大きすぎる。

　それでも、俺に選択肢は無い。

　俺には、何の能力も無い。

　だから、どれだけ危険な相手だろうと、能力のある他人の手を借りる以外に、修羅場を乗り切る手段は無いのだ。








第四章　反乱討とう伐ばつ




　常々思うのだ。

　俺は、嫌な予感だけがよく当たると。

　新たな仲間として加入したサフランを、俺は自分の身の回りを世話するメイドにしようとした。

　その時、シオンがこの世の終わりを見たかのような表情で、

「お兄ちゃん？」

　というので、俺は即座にサフランを身の回りに置く事を断念した。

　どうやら、俺が身の回りに若いメイドを置こうとした事に関して、ホリーやカトレア教官と同じ見解を示したらしい。

　愛人にするとかなんとか。

　ヤバかった。シオンがキレるまで気が付かなかった場合、俺は跡形も無く消滅していた可能性があった。

　とりあえず、サフランはシオンの身の回りを世話するメイドにする事にした。

　既にシオンの世話係を担当するメイドは、城内に無数にいるので、あまり意味のある行為ではなかったが。

　サフランは、メイドとしての役割を、割と淡々と覚えていった。

　暗殺用の装束から、メイド服に着替えていたが、周囲に馴な染じむ服装になった為ため、余計に年齢相応のあどけなさが目立った。

　世話を焼く対象であるシオンとの関係も悪くは無いように見える。

　なにぶん、女同士の関係は俺には解わからないので何とも言えないが。

　元暗殺者の少女に、シオンの身の回りの世話を任せるのは危険ではないかとカトレア教官は指摘したが、

「クロウ、近くで見ると勇者ってすごいねえ。ウチの百倍は強いんじゃない？　いや、ウチが百人いても負けるだろうけど」

　なんて事を言うサフランを見て、カトレア教官の警戒心も若干薄れたようだった。

　姉妹剣とはいえ、同じ神しん剣けんを持つ者同士であるが故に、カトレア教官もアイリスも、シオンがどれほど非常識に強いかは、普通の人間よりも痛感している。

　理屈ではなく、感じるのだ。

　彼女の素養が、常人離れしている姉妹剣所有者達と比べてさえも、比較対象にならない程だと。

　グラスの大きさを比べる事は出来る。

　グラスよりも、桶おけの方が大きい事も解わかる。

　器と器の大きさは、見比べれば解る。

　しかし、大おお海うな原ばらそのものを見ても、大きいと感じる事すらおこがましいだろう。

　姉妹剣所有者達の目から見て、シオンはまさしく人外の天才だったようだ。




「なあサフラン。結局、君に俺を殺させようとした依頼主とは会った事が無いのか？」

「うん。ウチは個人営業の殺し屋だったからね。依頼主と直接会う事はないよ」

　時間が空いた時を見計らって、俺はサフランと中庭で雑談するようになった。

　一つは情報収集の為ため。

　もう一つは、少しでも彼女を知る為だ。

　仲間として、信頼出来る相手かどうかを知る為に。

「殺し屋もね、大きな組織に所属してるヤツもいるけど、ウチみたいに個人で勝手に仕事を受けるヤツもいるよ」

「個人でやってたのに、何で制裁なんか受けたんだ？」

「この国にいる殺し屋は、全員が暗殺ギルドから仕事の発注を受けるの。依頼主は暗殺ギルドに仕事を頼んで、暗殺ギルドが所属してる殺し屋の中で、仕事を達成できそうなヤツを選んで派遣する。だから、殺しの実行犯と依頼主は絶対に直接会わない」

「暗殺ギルドなんかあるのか。この国には」

「蛇の道は蛇という事だね。裏の道、闇やみの世界なんか、何ど処この国にもあると思うよ」

「そうすると、君はこれからも暗殺ギルドから命を狙ねらわれるのか？」

「多分、そうなるね。でも、暗殺ギルドも、金にもならない殺しに、殺し屋の数を目減りさせるのはアホらしいと思うだろうから、ウチが殺し屋を返り討ちにし続ければ諦あきらめるんじゃないの」

「前向きだなあ、君は」

「殺されても、その時はその時だしね。仕方無いよ。死にたくなくても死ぬ時は死ぬし、死なない人間は一人もいないし。どれだけ考え込んでも、絶対に助かる方法なんか見つからないし」

「……」

　当たり前の事だが、彼女のような暗殺者が口にすると、重みが違う。

　しかし、こんな当たり前のように会話出来る、ごく普通の女の子が、暗殺以外に収入源が無かった、というのが悲しい気がする。

　選択肢が無かった、とサフランは語っていた。

　つまり、生きる為に殺し続けていたのだろう。

　そんな世界でしか、生きる方法が無かったというのは、本当に悲しい事だ。

「ところでサフラン。君は神しん剣けんの姉妹剣をどうやって手に入れたんだ？」

「暗殺ギルドに保管してあったよ。いろんな暗器と一緒に。で、ウチが近づいたらなんかピカっと光ってね。適合者とか何とか呼ばれて、ギルドの連中がくれた」

「……」

　所在不明の、神剣の姉妹剣が、暗殺ギルドの下にあった。

　馬である天てん馬ま剣けんラムレイも、単なる暴れ馬だと思われていたし。

　しかし、裏の世界を生きる暗殺ギルドの連中が、姉妹剣を所有していたという事は、やはり今の王家は神剣の姉妹剣が所在不明になっている事に気付いていない。

　もしくは、姉妹剣が殆ほとんど所在不明な事に危機感とか、集める義務感が無いみたいだ。

　おそらく、残りの姉妹剣の大多数は、誰だれかに盗まれているのだ。

　それも、自分勝手な理由で使用しようとするような連中に。

　そんな姉妹剣を全すべて見つけるのは容易ではないだろう。

　おまけに、今回のサフランのように、簡単に協力してくれる相手が所有しているとは限らない。

　厳密に言えば、サフランも信用できるかは解わからないし。

　前途多難だ。

　やはりアイリスやカトレア教官程、信頼出来る姉妹剣所有者を見つける事は不可能かもしれない。

「なんか退屈だなあクロウ」

「は？」

「ウチ、こんなに長い時間、何もしなくても生きていけるの生まれて初めて」

「いや、まだ君がここに来て二、三日しか経たってないだろ？」

「二、三日も仕事しなくて良い生活初めてだし」

「今までが仕事しすぎだったんだよ。休める時は休みなよ」

「でも、退屈で死にそうになってきたなあ。何か仕事頂ちよう戴だいよう」

「人間は退屈で死んだりしない」

「はあ、なんかおっきい事件起きないかなあ」

「余計な事は言わないでくれよ。只ただでさえ、最近の俺はトラブルメイカーの気があるんだから」

「そうなの？　じゃあ、大きなトラブルを期待しとくよ」

「……」

　この子とは、全く気が合わないようだ。

　退屈で死にそうになる、などという人種は、死ぬまで退屈な思いで生活したい俺には理解出来ない。

「まあ、このメイド服は割と気に入ったよ。見た目より動きやすいし」

「そもそも、仕事着だしな」

「服と言えば、アンタは何でいっつも黒くろ装しよう束ぞく？　ウチよりよっぽど暗殺者っぽくない？」

　サフランに指摘されて、俺は自分の私服を見た。

　シャツもズボンもブーツも黒一色。確かに、黒装束だ。

　しかし、ズボンとブーツを黒にしているのは汚れを目立たせない為ため。

　シャツは、新しい服を買いに行くたびに、別の色を検討してみるが、結局、黒が一番無難だと思って選んでいる。

　そもそも、俺は何を着てもカッコ良くはならないし、いちいち服装を選ぶ際に悩むのが面倒だから、黒オンリーで良いのだ。

「アンタってさあ。死にたがりだったりする？」

「はあ？　いきなり物騒な事言うなよ」

「だって、喪も服ふくとかなら解わかるけど、わざわざ私服を黒で統一する理由とかあるかな？」

「黒が一番無難だから選んでるだけだ。カラフルな服装は苦手なんだよ」

「それでも、黒が無難だって思うのはどうかと思うなあ。ウチが言う事じゃないけど、動物にも植物にも、自然界で生きてる存在に黒いヤツなんか滅めつ多たにいないよ。ウチから見れば、黒は死の象しよう徴ちよう。好き好んで身につけて良い色じゃない」

「……」

　コイツは妙な事に拘こだわる女のようだ。

　服装なんかどうでも良い。

　大体、黒い動物もいるじゃないか。カラスとか。

「クロウ様！」

　中庭で雑談していた俺とサフランの下に、血相を変えたメイドが一人近づいてくる。

「クロウ様！　陛下がお呼びです。至急円卓の間に。既にカトレア様もお待ちです」

　何かただならぬ事態が起きているようだ。

　俺の隣にいたサフランは、ニヤリと笑っている。

「本当だ。アンタってトラブルメイカーだね」

「……」

　本当に、嫌な予感だけ当たる。

　これは、多分……。




　円卓の間。

　謁えつ見けんの間ではなく、円卓の間。

　そこには、丸いテーブルが設置され、国王以下、国の重じゆう鎮ちん達が集まって会議を開く為の部屋。

　どう考えても、いきなり戦争が起きたり、政治的な問題が起きたりしなければ緊急に呼び出されたりしない部屋だ。

　そもそも、俺のようなポンコツ野郎の役立たずが呼びだしを食らう場所でもないのだが。

　俺は、嫌な予感を拭ぬぐいきれないまま、円卓の間に入った。

　一人ではない。

　何い時つも俺を背後から見守っているホリーは元より、透明化したサフランも勝手に付いてきた。

　表向きは只ただのメイドであるサフランが、円卓の間で行われる緊急会議に出席する事は出来ないだろうが、姿が見えず、足音も聞こえないなら、存在がばれる事も無いだろう。

「……」

　円卓の間には、国王以外にも、数人の大臣と、将軍らしき初老の男が数人と、カトレア教官もいた。

　全員が円卓の周りにある席に座っていたので、俺はカトレア教官の隣に座る。

　サフランは俺とカトレア教官の席の間あたりに立っていた。

　同じ姉妹剣所有者であるカトレア教官は、サフランの存在を感知して、一瞬表情を曇くもらせるが、すぐに無表情に戻って円卓の方に向き直った。

「急に呼びたててすまぬクロウ。容易ならぬ事態が起きたのだ」

　ダリア国王が、俺を真まっ直すぐ見つめて話しかけてくる。

「王都ペンドラゴンから東北に位置する領地、アッシュドラゴンにおいて、大規模な反乱が起きた事は聞いていよう。そこに派遣した神しん剣けんの姉妹剣所有者、アイリスからの連絡が完全に途絶えた。今、アイリスは消息不明だ」

「……」

　俺が想像していた事態の中で、最もあり得ないと考えていた事態が起きていた。

　反乱を鎮ちん圧あつする部隊を指揮していたアイリスが、消息不明。

　そんな事は起きなければ良いな、と思っていたし、まさか、あの優秀なアイリスが、戦場で不覚をとるような事は起きないだろう、と高を括くくっていたが、やはりそうなったか、という気もしてくる。

　アイリスは優秀だ。

　神剣の姉妹剣を持っているから、普通の人間にどうこうできる存在じゃない。

　それでも、俺は心の片隅に、アイリスはあまり総司令官に向いていないのではないかと思っていた。

　誰だれに対しても優しく、他人に仕事を任せる事を良しとしない、潔癖症の気がある完かん璧ぺき主義者。

　与えられる権限と、率いる将兵の人数が増えれば増える程、彼女は自分の優秀な能力を発揮出来ないのではないかと思った。

「今現在、反乱を鎮ちん圧あつする為ために編成された正規軍は、総司令官不在の状況だ」

　俺は、黙ったまま話を聞いていた。

　今回の件、明らかに俺に出来る事は何も無い。

　今までの、神しん剣けんに関かかわる話とは訳が違う。

　これは戦争だ。

　人と命のやり取りをするという事態だ。

　知略、武勇共に並以下である俺が、この件で口出し出来る事は何も無い。

「これまで、王都から派遣された指揮官は、悉ことごとく戦死した。だからこそ、満を持して神剣の姉妹剣を所有するアイリスを派遣したのだ」

「今考えれば、経験不足の女を派遣したのは間違いでしたかな」

「やはり、カトレア教官殿を派遣すべきでしたか」

「いやいや、ヒース殿下が怪け我がで動けない、という事態も不ま味ずかったですな」

　国王の周囲にいる初老の男達は、他ひ人と事ごとのようにそんな事を言ってくる。

　それから、しばらく同じような事ばかり連呼して、ああでもないこうでもないと不毛な会話を繰り返していた。

「……」

　俺はそんな、この国の最高権力者と、その側近と思おぼしき連中の会話を観察していたが、とてもじゃないが、国の人事を左右出来る力がある連中には見えない。

　ここにいる連中は、殆ほとんど全員が王立士官学校を首席で卒業して、軍人になったヤツばかりの筈はずだが。

　その連中を見て、俺が端的に思った事は一つだ。

　この国で一番優秀とされてるヤツらとは、この程度なのか、と。

　俺はチラリと隣の席に座るカトレア教官の様子を窺うかがう。

　腕を組み、足も組み、瞳ひとみを閉じたまま微動だにしない。

　ソレを見て、俺は気付いた。

　これ以上無いくらい、教官はイラついていらっしゃる。

「一つ良いですか？」

　俺は、手を上げてダリア国王に疑問をぶつける事にした。

「そもそも、反乱軍の目的は何なのです。こちらが派遣した総司令官を全すべて戦死させたと仰おつしやいましたが、そこまで戦況を有利に進めている連中が、何な故ぜ王都まで攻め上がらないのです？　アッシュドラゴンの領地を完全に掌しよう握あくしてから、そこを橋きよう頭とう堡ほにする気なのでしょうか？」

「……おそらく、王家の影響力を低下させる事が目的なのだ。それは、全すべての領主達にとって好都合だからな。この反乱を裏で糸を引いているのは民衆ではなく、地方領主だろう」

「どういう事です？」

「国内が安定しなければ、各地に派遣せねばならない兵士の数は減らせんし、各領主が軍事力を拡大する事を止める事も出来ぬ。しかし、反乱鎮ちん圧あつを名目に地方領主の独立軍を増強させれば、王家の影響力は更に低下する。この反乱を単なる王家に対する嫌がらせとして放置していても、混乱は増すばかりだ。だからこそ、人外の力を持つ姉妹剣所有者に事態を好転させてほしかったのだ」

「……」

　ヤバい雲行きになってきた。

　本格的に、俺にどうこう出来る問題じゃない。

　その時、カトレア教官が唐突に円卓を叩たたいた。

「陛下！　アタシに反乱を鎮圧させてください！　アタシが現地に行きます！」

　それが無難な選択だろう、と俺も思った。

　カトレア教官は、王立士官学校の教官を務める前には、姉妹剣所有者としての戦闘力を如何いかん無く発揮し、盗賊団や反乱軍の類たぐいを相手に、連戦連勝の指揮官として活躍していた、と聞いた事がある。

　客観的に見て、この国にいる軍人の中で、最も高い戦闘力を持つ、経験豊富な存在だろう。

　この事態を解決するにあたり、カトレア教官程の適任はいない筈はずだ。

「……」

　しかし、俺に解わからなかったのが、カトレア教官がさっきから苛いら立だっている事だ。

　アイリスの安否を気遣っているのは解る。

　俺も内心、アイツがどうなっているのか気が気では無い。

　しかし、俺の知っているカトレア教官は、自分の教え子が危機に陥っていると知って、大人しくするような人じゃない。

　こんな所で不毛な会議に参加する間も惜しんで、すぐさま現地に行く筈だ。

　それが、在校中も特別に目をかけ、同じ姉妹剣所有者となった同性のアイリスなら尚なお更さらだ。

　だから解らない。

　どうしてカトレア教官が、こんな所で大人しくしているのかが。

「何度も言わせるなカトレア。お前の出撃は許可出来ない」

「!?」

　俺はその時、本気で自分の耳を疑った。

　カトレア教官の出撃を許可しない、とダリア国王は言った。

　それも、何度も言わせるなと付け加えて。

　つまり、カトレア教官はとっくの昔に出撃許可を求めていたのだ。

　それを、許可されずに苛いら立だっていたというのか。

「陛下、何な故ぜです？　カトレア教官が最も適任だと思います」

　思わず俺がダリア国王に問いかけると、

「現在、ヒースが負傷して動けぬ。アイリスは消息不明。つまり、この王都に動ける姉妹剣所有者はカトレアしかいない。これ以上、戦力を王都から失う訳にはいかぬ」

　なんて答えが返ってきた。

「この王都では、少なくとも一人は姉妹剣所有者を確保しておかなければならぬ。現在、各地に所在不明になっている姉妹剣を所有している者がいる、という情報がある。王都に姉妹剣所有者が不在、と判明すれば、ここに攻め上がる可能性がある」

「へ、陛下は、姉妹剣の多くが所在不明な事に気付いていたのですか？」

「当然だ。そういうお前も、やはり気付いておったか」

「あ、いや、それは……」

　しまった。俺の持つ、数少ない情報をわざわざ洩もらしてしまった。

「神しん剣けんに宿る意志に教えられました。この城にある大多数の姉妹剣は、偽物だと」

「そうか。さすがだな」

「あ、あの……陛下……。一体どういう経緯で神剣の姉妹剣が所在不明になったんですか？　俺はてっきり、全部の姉妹剣を王家が管理していると思っていました」

「うむ……」

　その時、ダリア国王は円卓に両肘ひじを突き、両手を握りしめながら苦く悶もんの表情を浮かべた。

「元々、聖せい光こう剣けん以外の神剣は全すべて所在不明であった」

「え!?」

　俺は思わず、周囲に王国の権力者がいる事を忘れ、素で大声を出してしまった。

「神剣の姉妹剣を所有して使いこなす者が王家に仇あだをなし、反乱を企てるというのは懸け念ねんではない。実際に何度も起きた事だ」

「そ、そうだったんですか……」

「十数年前、故郷に保管されていた爆ばく炎えん剣けんを携たずさえ、王家に献上しに来た少女がいた。そこにいるカトレアだ」

「ええ!?」

　俺は再び間抜けな声を出し、思わず隣に座っているカトレア教官を見つめた。

「我々はカトレアに爆炎剣の所有権を与えた。まあ、与えるも何も、扱えるのがカトレアだけだったからな。そして、特例として王立士官学校に入学させた」

「……入学料を免除してもらってな。アタシも孤児だったから金なんか無かったよ」

　カトレア教官は、苦笑しながら俺にボソリと話しかけた。

「その後、数年を経ずして氷ひよう結けつ剣けんと雷らい鳴めい剣けんの使い手が、それぞれその力を身勝手に行使し、地方の領主や軍隊を殲せん滅めつし、勝手に領主を名乗るという事態が起きた。神しん剣けんの姉妹剣を扱う者達の力は絶大だ。軍隊など、文字通り鎧がい袖しゆう一いつ触しよくだった」

「……」

　そりゃそうだろう。

　神剣の姉妹剣は、聖せい光こう剣けんほどではないにしても、絶大な力を持つ。

　所有者は、本当に単独で大軍を殲滅出来るだけの力を手に入れるのだ。

　本来は、勇者の仲間として世界を守る為ための力なんだが。

「当時の我々には、爆ばく炎えん剣けんを持つカトレアに、反乱討とう伐ばつを委ねるしかなかった。ありったけの兵の指揮権を彼女に与え、反乱軍が占拠する城に向かわせた」

「……」

　話を聞いている内に、俺は生唾を飲んだ。

「結果は解わかるだろう。カトレアは氷結剣と雷鳴剣の使い手を打倒し、二本の姉妹剣を回収して凱がい旋せんしたのだ」

　すげえ。ガチですげえ人だったんだ。カトレア教官。

　なんてカッコ良い過去を持ってる人なんだろう。

　時々、幼児退行起こして泣きだすけど。

「言っとくが、二対一で勝った訳じゃねえぞ、クロウ。当時の姉妹剣使いは自分の力しか信じてなかったらしくてな。二人とも別々の領地を奪ってたから、各個撃破してやったんだ」

「それでもすごいですよ教官。氷結剣も雷鳴剣も、爆炎剣に引けを取らない性能でしょ？」

「まあ、相手があんまり使いこなしてなかったんだろ。アタシはコイツが何なのかも解らずに、ガキの頃ころから振り回して遊んでたからな。料理とか風ふ呂ろ焚だきとかに便利だったし」

「……はあ」

　俺は思わず口を半開きにさせた。

　なんていうか、この人本当にお伽とぎ噺ばなしの登場人物みたいだ。

「現状、我々はカトレアという戦力を王都から派遣する訳にはいかぬ。さりとて、反乱を放置する訳にもいかん。放置すれば、アッシュドラゴンは完全に独立勢力を形成してしまう。そうすれば、残りの領地も独立を画策するだろう」

「……」

　もしそうなれば、領主同士による武力を用いた権力争いが始まる事になる。

　いや、所在不明の姉妹剣を持っているヤツらが、暴れ出すかもしれない。

　最悪の事態だ。

　これから五年後に、シオンが魔王から守らねばならない世界は、あろう事か魔王に攻められる前に、人間同士の殺し合いが原因で人口を減らす事になる。

「そこで本題だクロウ。お前を呼びだしたのは他でもない。勇者の力を用いて、この反乱を鎮めてくれぬか」

「……！」

　それは、つまり、シオンに反乱軍を滅ぼさせる、という事だ。

「陛下、それは……」

「お前の言わんとする事は解わかる。しかし、今回は緊急を要する事態なのだ」

「……」

　簡単な話だ。俺が、シオンに頼めば良い。

　反乱軍を皆殺しにしろ、と。

　シオンがエクスキャリバーを使用すれば、如い何かなる大軍であろうと、どれ程堅けん牢ろうな城壁だろうと、跡形も無く蒸発させるだろう。

　仮に、反乱軍の中に姉妹剣の所有者がいたとしても関係無い。

　ただ全力疾走しただけで、王都を半壊させた少女だ。

　現段階で言っても、世界最強の存在。

　その力を、人に向けて使えと？

　魔王から人間を守る為ための力を、人間を殺す為に使えと？

　しかも、ソレを俺に命令させろと？

「このような事を勇者に頼むのは余も遺憾に思う。しかし、このような事態は二度と起こさぬ。コレ一度きりと約束しよう。今回に限って言えば、事態の解決は勇者の手に委ねる以外に手は無いのだ」

「……」

　嘘うそだ。コレ一度きりの筈はずが無い。

　この要求を飲めば、もう歯止めが効かなくなる。

　何か、武力を用いて解決せざる終えない事態に直面した時、安直にシオンを使おうとする考えに、歯止めが効かなくなる。

　そして、俺は何かある度たびに、シオンに人を殺すように命令するようになるのだ。

　王家に逆らう者はいなくなるだろう。

　大多数の人間や、巨大な建築物を一瞬で消滅させるような暴力に、逆らえる者はいない。

　俺が、シオンに頼めば良い。

　そうすれば、シオンはなんだってしてくれる。

　彼女より強い者は存在しない。

　つまり、俺は彼女と同じ力を持つに等しいのだ。

　だから、シオンに、人を殺せと命令すれば良い。

　要するに、そういう事なんだろう。




　誰だれがそんな命令をするものか。




「陛下。この件、俺に任せていただけますか？」

「おお！　つまり、勇者に頼んでくれるのだな？」

「いいえ。俺自身が反乱を鎮ちん圧あつして見せましょう」

　その時、円卓の間にいた者全員が、唖あ然ぜんとした。

「クロウ……！」

　俺の隣にいたカトレア教官が、笑顔とも、泣き顔とも形容出来ないような表情で、俺を見上げている。

　しかし、それ以外の者は全員が一様に、

（何を言ってるんだこのガキは？）

　と言いたげな表情だ。

「陛下。俺をアッシュドラゴンに派遣してください。必ず、反乱を治めてみせます」

「う、うむ……しかしだな……」

　ダリア国王は、何やら言い淀よどんでいる。

　国王以下、この国の重じゆう鎮ちん達の考えは、共通している。

　俺は、シオンに命令を下せる存在としては、利用価値がある。

　しかし、俺自身には何の価値も無いと思っている筈はずだ。

　それは構わない。その通りだからだ。

　俺には、何の力も才能も無い。出来る事は何も無い。

　それでも、絶対にしてはいけない事が何なのかは解わかる。

　シオンの力を、人殺しに使う事だけは、絶対にしない。

　反乱の鎮圧。戦争の終結。国家の安定。

　そんなものは全すべて人間の都合だ。

　ましてや、俺が死ぬかどうかの問題で、世界を守る為ための力を悪用する訳にはいかないのだ。

　まあ、既にホリーの力の一端を、自分の身を守る為に使いまくっているが、それはノーカウントという事にしておこう。

「反乱の鎮圧は俺にお任せください」

「うむ……しかしだな……」

「陛下。もし、シオンに反乱軍の殲せん滅めつを頼みたいのなら、俺が死んだ後にお願いします」

　俺がそう言った時、その場にいた連中が、

（コイツが勝手に死んだ方が好都合かも）

　と言いたげになったのを、俺は一生忘れないような気がした。




　指揮官として任命され、アイリスが派遣された戦地に赴おもむく事を許可された俺は、円卓の間を出た。

　まあ、許可されたというより、勝手に行って、勝手に死んでこいと言われているとしか思えないが。

「クロウ。お前どういうつもりだ？」

　城内の廊下で、俺に付いてくるカトレア教官が話しかけてくる。

　教官の隣には、透明化を解除したサフランもいる。

　カトレア教官は本気で心配そうにしていたが、サフランの方は俺を値踏みするかのような様子がある。

　二人に指摘される前から解わかっている。

　俺には、戦闘能力というものが皆無だ。

　さらに、軍隊を指揮した経験も一切無いし、才能があるとも思えない。

　つまり、戦地に赴いて出来る事など一切無いのだ。

　先陣を切る一兵士としても、部隊を指揮する指揮官としても、全軍の進退を決める大将としても能力が不足している。

　何も出来ない存在だ。

「クロウ。お前の男気は買うがな、はっきり言って無謀だよ。今回ばっかりは、神しん剣けんだの、勇者を探し出す冒険だのとは訳が違う。戦争だぞ。お前じゃ無理だ」

「そんな事は解ってますよ」

「じゃあ、ここはアタシに任せとけ。アタシは許可が下りなくても現地に行くぜ。絶対にアイリスを探し出して助けてやる」

「教官。とりあえず落ち着いてくださいよ」

「ああ!?」

　その時、俺の背後にいたカトレア教官は俺を追い越し、眼前に立つと、俺の胸倉を掴つかんで睨にらみつけてきた。

「落ち着ける訳ねえだろうが。ああ？　アイリスが行方不明なんだぞ？　もう死んでるかもしれねえ。よしんば生きてるとしても、反乱軍に捕まってるかもしれねえ。一刻も早く安否を確認してえんだよアタシは……！」

「それは俺も同意見です」

「ねえねえ」

　そこで、サフランが何の気なしに俺達の会話に割って入った。

「アイリスって人、名前からして女？」

「ああ」

「美人？」

「ああ」

「あ～あ～。可哀かわいそう。生きてたとしても、捕虜になってるんならどんな扱い受けてるか目に浮かぶねえ」

「黙れ！」

　あっさりと、俺達のアイリスに対する懸け念ねんを口にするサフランに、カトレア教官は怒鳴りつけた。

　そうだ。

　アイリスが生きているか死んでいるか、という事と同じくらい、アイリスの貞操が守られているのかどうかを、俺とカトレア教官は心配していた。

　特に、戦場で兵士が女に対してどういう行為に出るか、嫌という程知っているであろうカトレア教官は、尚なお更さらだったろう。

「アタシは今すぐに現地に行く！　絶対にアイリスを……！」

「教官……！」

　俺はカトレア教官の両肩を掴つかんだ。

「教官はここに残ってください、なんて事を俺が言う訳無いでしょう！」

「クロウ……」

「アイリスを助けるには、教官の助けが絶対に必要です。でも、まずは落ち着いてください。一刻も早く現地に行くのに必要なのはなんですか？　アイリスが生きているかどうか確認するにはどうすれば良いんですか？　アイリスの居場所を見つけて助け出す方法は？」

「……」

「それは教官が慌てて現地に行く事じゃないでしょう。俺がラムレイを使って教官を現地まで飛ばします。ホリーに頼んでアイリスを探します。そして、アイリスを助けましょう。絶対に、確実に、最速で助けましょう。だからまずは落ち着いてください。俺に出来る事は何もありません。だから、教官が助け出すんです」

「……クロウ……」

「俺は準備をしてきます。ラムレイをつないである馬小屋の前で集合しましょう」

「解わかった。アタシはお前に賭けるよ」

　そんな言葉を残して、カトレア教官は自分の私室に向かって走り去った。

　俺は事の成り行きを見守っていたサフランに声をかける。

「君はどうする？」

「そりゃ一緒に行くよ。暇だしね」

「……正直ありがたいよ。多分、今回の件で一番力を発揮するのは、君の能力だ」

「へえ？　暗殺以外にウチの使い道があるんだ？　どんな事をさせられるのか楽しみだね」




「ホリー！　ホリー！」

　サフランとも別れ、身支度を自室で行っていた俺は、常に傍かたわらにいる筈はずのホリーを呼ぶ。

〈……なんですか？〉

「今から戦場に行く事になった。ていうか、一緒にいたから知ってるよな。君も一緒に来てくれ。アイリスを探してほしいんだ」

〈別に構いませんけどねえ……〉

　その時、ホリーは何な故ぜかあまり乗り気じゃなかった。

「……？　どうしたんだよ？」

〈姉妹剣使いが、たかだか人間相手の戦争で行方不明になっていると聞いて、納得しかねるというか〉

「納得？」

〈人間を相手に後おくれをとる姉妹剣使い、なんてのは前代未聞ですよ。アイリスがその程度の力しか持っていなかったとは……〉

「ホリー。君には解わかってるだろ。アイリスは強い素養を持った姉妹剣所有者だ。人間を相手に不覚を取る事は有り得ない」

〈でも、現に……〉

「アイリスをどうにかした相手も、姉妹剣所有者だったんじゃないのか？」

〈……ああ、なるほど……〉

「姉妹剣を使って暗殺をするヤツもいたんだ。国家反逆に使うヤツがいてもおかしくない。それだと、姉妹剣同士の相性如何いかんによっては、アイリスでも負ける」

〈確かにね。彼女が持っている氷ひよう結けつ剣けんは、バランスが良い分、尖とがった性能を持つ姉妹剣には、遅れを取る事が多い。それに、彼女はカトレアとかいう童顔女よりも場数が少ないようですしね〉

　ホリーは顎あごに手を当てて、何やら考え込んでいる。

〈しかし、そうなると、姉妹剣使い同士が戦うという状況になったという事ですか。これはこれで前代未聞です。神しん剣けんの姉妹剣を、私利私欲で使う連中がいるとは〉

　俺としては、さっさと出発したいんだけどな。

〈いくら私ほど高度な人格を持っていないとはいえ、他の神剣は一体何を考えて所有者を決めているんだか〉

「……歴代の勇者に恋してる君が言ってもあんまり説得力ないような気がするけどなあ」

〈は？　どういう意味ですか？〉

「君はモロに好みかどうかで所有者決めてないのか？」

〈……勇者に恋をしていた事は否定しませんけど、好みかどうかで所有者決めれるなら、今回の勇者に関して説明がつきませんよ。誰だれが好き好んであんなメスガキを勇者にするものですか〉

「じゃあ、使いこなすだけの才能があるヤツを選んでるんだろ？　他の神しん剣けんもそうなんじゃないのか？」

〈使いこなせさえすれば、人格はどうでも良い、ですか……だとしても何な故ぜシオンが……〉

　ホリーは何やら複雑な表情を浮かべていた。

　当のホリーも、勇者や姉妹剣使いが選ばれている基準が曖昧だと思い始めたのかな。




　身支度を終えて、城内の馬を止めている馬小屋にまで行った時、

「遅おせえぞ！　何やってたんだ！」

「待ちくたびれたよ～」

　既に、カトレア教官とサフランが待っていた。

「すいません。ちょっとホリーと話していたんで」

〈クロウ。ラムレイを使って、複数人の人間を運ぶのなら、馬車を使いなさい〉

「え？　コイツを馬車に繋つないで空を飛ばせるのか？」

〈ラムレイの能力は重力制御。体に接触さえしているなら、総重量はいくら増えても無関係です〉

　なるほど。

　常識的に考えて、空飛ぶ天馬に馬車を繋いでも、無む理り矢や理り引っ張られた馬車がひっくり返り、馬車に乗った人間や荷物が落下するという怖い絵ズラしか思い浮かばないが、そういう事なら、遠慮無く城内の豪ごう華か絢けん爛らんな馬車を拝借しよう。

　俺はカトレア教官とサフランに手伝ってもらって、ラムレイに大きな馬車を取り付けた。

　そして、馬車の中で二人を乗せて、俺は御者台に座る。

　背後からは、

「おい、本当に大丈夫なんだろうな！」

「なんか、落っこちたり振り落とされるような気がする～」

　なんて文句が聞こえてくるが、俺はラムレイの手た綱づなを両手で強く握る。

「じゃあ、出発だ！」

　俺がそう叫んだ瞬間、ラムレイは馬車ごと宙に浮かび、そのまま城内にある馬車小屋の前から、大空に勢いよく飛びあがり、

「待って！」

　一瞬で地面に落下した。

「ぐぼう！」

　俺はダサい悲鳴を上げながら御者台から転げ落ち、馬車の中からカトレア教官とサフランの悲鳴も聞こえてくる。

　宙に浮かんだ天てん馬ま剣けんラムレイが、突然地面に落下した原因は一つ。

「お兄ちゃん何ど処こに行くの!?　私も連れて行って！」

　シオンが血相を変えて、俺達の出発に異論を唱えたからだ。

　ラムレイは、姉妹剣の中で唯一勇者専用の武器だ。

　ホリーが俺の傍そばにいる限り、俺の指図に従う筈はずなのだが、さすがに勇者本人であるシオンが「待て！」と叫べば、ラムレイは逆らえない。

　シオンは俺が城内からいなくなり、王都からも出て行こうとしている事に気付いて、慌てて俺を追いかけてきたようだ。

「お兄ちゃん。私も一緒に行くよ。私がいないとお兄ちゃんは何も出来ないんだから。また捕まって処刑されちゃうよ」

　馬車から転げ落ちて、地面でのたうち回っていた俺を見下ろしながら、シオンはそんな事を言ってくる。

　シオン。君の言っている事は事実なんだが、俺は今、君が原因で死にかけたよ。

　後ちょっと、シオンのラムレイに対する強制命令が遅かったら、もっと高い位置から俺達は落下していた訳だ。

　間違い無く即死だね。

「おいシオン。アタシが無断で王都を後にするのに、お前までいなくなっちまったら、後見人のクロウに迷惑がかかっちまうぜ？　お前はここに残るんだ」

　カトレア教官が、馬車から出てきながらそんな事を言うと、

「……黙ってて」

　シオンは突然無表情になり、淡々と、機械的に『黙れ』と口にした。

　瞬間、あのカトレア教官が気け圧おされて一歩後ずさる。

　百戦錬磨の強者であり、長年神しん剣けんの姉妹剣を使いこんでいた筈のカトレア教官が、異様な威圧感を出しているとはいえ、若干十歳に過ぎない少女に対してビビっていた。

　まあ、当然だろう。

　実力者は、相手の力量を見ただけで解わかるとか。

　俺は全く実力が無い所せ為いで感覚がマヒしているが、シオンは癇かん癪しやくを起こしてキレただけで、国を滅ぼせる程の力を持っているのだ。

　彼女が殺気を出せば、黙って従わざるをえない。

　ところが、そんな殺伐とした空気に慣れ親しんでいるらしいサフランが、ニヤニヤと笑いながら、

「シオン～。クロウはね～。貴方あなたの為ためを思って……」

「うるさい」

「……」

　シオンに話しかけたと思ったら、即座に沈黙し、カトレア教官の傍そばまで下がる。

　駄目だ。誰だれもシオンに逆らえない。

　俺は落下した時の痛みを噛かみ殺ころし、ヨロヨロと立ち上がってシオンを見下ろす。

　今回の件。

　つまり、アイリスが行方不明になり、彼女が討とう伐ばつする予定だった反乱軍の殲せん滅めつを命じられた件で、シオンの力を借りる事は出来ない。

　カトレア教官や、サフランなら良くて、シオンでは駄目な理由は無い。

　本当なら、誰の力も借りるべきではない。

　神しん剣けんは、聖せい光こう剣けんも姉妹剣も、魔王と戦う際にだけ使用すべきものだ。

　世界を守り、人類を守る為の力を、大勢の人間を殺す為に使用するのは、間違った行為だ。

　無力な俺がそう訴えかけた所で何の意味も無い。

　だから、姉妹剣所有者を集めて、悪用しないように行動を制限する必要がある。

　今、シオンに協力を要請すれば、話は簡単だ。

　彼女なら、簡単に反乱軍を消せる。

　アイリスもあっさり助けられるかもしれない。

　しかし、理屈ではない。

　他の誰でも無く、俺自身の直感が訴えかけてくる。

　シオンの力を、人間同士の争いで使ってはいけないと。

　だから今回、絶対にシオンは連れていけない。

「シオン。君はここに残るんだ」

「やだ！　お兄ちゃんは目を離すとすぐ死ぬもん！」

　そう言いながら、シオンはピョンと飛び上がり、両腕を俺の首に回し、両足で俺の胴体をガッチリと拘束する。

　ものすごく、熱烈に抱きつかれた。

「……」

　その時、俺は何となく理解した。

　シオンが俺に対して抱いている感情の正体を。

　これは、恋とか愛の類たぐいではない。












　子供なら、誰だれでも持っている感情。

　親に無視されたくないという願望だ。

　俺に親はいなかったが、親のいる子供は、理由も無く、親にくっつこうとする。

　両親にも、親しん戚せきにも見捨てられ、友人の類たぐいもいなかったシオンにとって、俺は初めて出会った信頼出来る他人だ。

　つまり、本来なら親に対して持つべき感情を、彼女は俺に対して抱いているらしい。

「なあ、シオン。俺が何の為ために、何ど処こに行くか知っているか？」

「知らない。どうでも良い。何処だろうが一緒に行く」

「じゃあ、シオンをここに残したい理由は？」

「知らない」

「じゃあ、教えるよ」

　俺は抱きついてくるシオンの後頭部を撫なでながら話す。

　シオンに対してビビり倒しているカトレア教官とサフランは、固唾かたずを飲んで見守っているし、ホリーは端はなから無言を貫いていた。

「どっちも、俺の都合なんだ。俺は行きたい所がある。でもそこに君を連れて行きたくないんだ」

「……どうして？」

「俺が、そうするべきと思ったからだよ。だから、別に君の為ためを思って残そうとしてる訳じゃない。来たければ、来れば良いよ？　でも、俺は君に来てほしくない」

「……」

「ついてくるなシオン。来ちゃだめだ。頼むから来るな」

「……お兄ちゃんは、私が邪魔なの？」

「そう思った事は一度たりとも無いよ。俺にとって、君は幸運の女神だよ。君がいなくなったら、俺はすぐに死ぬから」

　いや、こればかりはマジなんだが。

　だが、十歳児にそんな言葉を呟つぶやく俺に対して、女性陣は軒並みドン引きしていた。

「絶対に帰ってくるの？」

「帰ってきてほしいと思ってるのかい？」

「思ってるよ」

「じゃあ、帰ってくるよ」

「本当？」

「うん。君が帰ってきてほしいと思うなら、俺は絶対に帰ってくるよ」

　だってねえ。

　シオンが俺に対して無関心になれば、ホリーの助成も得られなくなるだろうから、俺の命を狙ねらう連中から身を守る手段が無くなるし。

　本当に、俺が生きるか死ぬかは、この子にかかってるよ。

「じゃあ、絶対に帰ってきてね？」

「うん。すぐに戻るよ」

「お兄ちゃんが死んだら、他の人間を皆殺すよ」

「……」

　マジかよコイツ。

　俺の生死に、全人類の命がかかっちゃってんのコレ？

　まあ、俺が死んだ後の事は、どうでも良いような気もするけど、さすがに俺が死んだ所せ為いで、シオンが大量殺さつ戮りく者しやになったりしたら、目覚めが悪いにも程があるよな。

　死んでるから目覚めないけど。

「解わかったよ。そんな事されたら困るから、絶対に帰ってくるよ」

「うん。待ってるね」

　そう言って、シオンは俺からパッと離れた。

　そして、俺はシオンを残してラムレイの手た綱づなを再び握る。

　俺の指図を受けて、ラムレイは馬車ごと空を飛ぶ。

　地上に残っていたシオンは、見えなくなるまで俺に対して手を振っていた。

　俺も、手を振り続けた。

　その間、

「ロリコン……」

「ロリコンだね～」

〈やっぱりそうだったんですか……〉

　なんて言葉を、馬車にいる女性陣から浴びせられていた。








第五章　姉妹剣使い達




　天てん馬ま剣けんラムレイを扱える俺は、常識を超えた速度で王都から、反乱を討とう伐ばつする為ための軍勢が駐ちゆう屯とんしている砦とりでに辿たどりついた。

　徒歩、もしくは普通の馬を使用していた場合、十日から一カ月は必要だっただろう。

　軍を動かす過程において、戦場で戦うのと同じくらいに重要でありながら、不毛で困難なのが、軍を移動させる行為……つまり行軍だ。




　千里先の戦地に、十万の兵を送った。

　物語において、簡単に描かれる描写だ。

　しかし、十万の兵士は全員が人間だ。

　人間であるが故に、歩けば疲れるし、腹も減る。喉のども渇く。

　軍勢というものは、移動するだけで人数分の食事を提供する必要がある。

　十万の兵士なら、十万人の食事を、毎日欠かさず用意しなければならない。

　それが、兵を指揮する者達に与えられた役割の一つだ。

　それを怠れば、兵士は只ただの飢うえた獣になる。

　無計画な行軍は、戦場周辺にいる民衆に対して、大量の略奪者を産み出す事になる。

　というより、戦争が起きる度たびに、略奪は必ず起きる。

　だから俺は、こんな件に関かかわりたくないし、シオンを関わらせる事もしたくないのだ。

　そういう煩わしさを知っている俺やカトレア教官の目から見れば、天てん馬ま剣けんラムレイの能力は、まさに画期的だ。

　砦とりでに辿たどりつき、そこで駐ちゆう屯とんしている兵士達に対して、国王から貰もらった総司令官に対する任命書を差し出した俺は、カトレア教官とサフランと共に、即座に総司令官用の会議室に通された。

　サフランは、会議室に入った瞬間には、

「ゴメンねえ。ウチ、初めて入る建物は、構造を調べないと気がすまないのよ。ちょっと見て回るね？」

　と言い残し、部屋を出て行ってしまう。

〈では、私もアイリスを探しに行くとしますか。一応、約束しましたからね。既に死んでいなければ、探し出せるでしょ〉

　縁起でもない事を言いながら、ホリーも壁を通り抜けて出て行く。

　とりあえず、最近の戦況を報告させる為ため、アイリス不在の間、軍を指揮していた者を会議室に呼んでおいた。

　その人物が来るまでの間、暇なのか、カトレア教官が話しかけてくる。

「なあ、クロウ。お前、あの空飛ぶ天馬をどう思った」

「戦闘力は皆無ですが、使い勝手は抜群ですね。勇者を乗せて飛び回る所しか想像できませんでしたけど、体に接触している物を全すべて浮遊させれる、というのは凄すごい」

「だよな。あんな天馬があったら、アタシも反乱軍を討とう伐ばつする時に楽出来たのによう」

「兵士を運ぶ時にも使えますけど、一番重要な兵ひよう糧ろうをいくらでも運べるってのが大きいですね。戦争に使えれば画期的でしょう」

　俺がそうしてカトレア教官と話し込んでいると、会議室の扉がノックされた。

　報告の為に呼んでおいた司令官がやってきたようだ。

　会議室に入ってきた司令官は、俺とカトレア教官を一いち瞥べつすると、

「私は、アイリス総司令官の副官を務めていた者です。カトレア教官。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　なんて事を言う。

　その後、会議室には次から次に反乱鎮ちん圧あつ軍の指揮官を務めていた者達が入ってくる。

　そいつらは、全員がカトレア教官に会釈し、名乗っていったのだが、俺の事を完かん璧ぺきにシカトしていた。

　一応、今は俺が最高司令官なんだが、軍を指揮している指揮官たちは、俺を放置したままカトレア教官に戦況を報告し始める。

「……」

　俺は会議室の椅い子すに座って、口をへの字に曲げながら、カトレア教官に語りかける指揮官達の戦況報告に耳を傾けていた。




「人間とは思えない兵士達……」

　甲かつ冑ちゆうを身につけ、一心不乱に攻めてきて、死を恐れずに戦う。

　それが反乱軍の特徴。

　当初、反乱軍の拠点である簡易な砦とりでを、討とう伐ばつ軍が攻め立てるような形だったらしい。

　それが、異様な勢いで反撃され、連戦連敗を繰り返した。

　結果、討伐軍が作成していた陣地を悉ことごとく奪われ、周辺にあった小さな城も落城してしまったらしい。

　今となっては、頑がん健けんな砦に立てこもり、王都からの援軍を願う以外に出来る事は無かった。

　その時、総司令官に任命されたのがアイリスだった訳だ。

　だが、虎とらの子である筈はずのアイリスですら、野戦の最中に消息不明になってしまったと。

「……」

　俺は報告の内容を吟味していく間、疑問が強くなる一方だった。

　予想では、アイリスを凌りよう駕がする姉妹剣所有者が、単独でアイリスを捕まえ、最悪の事態では殺してしまったと考えていたが、現地で戦い続けた者達の報告では、単独の強力な存在にアイリスが敗北した訳ではなく、いくら仲間が戦死しようが、一心不乱に戦闘を続ける敵の兵士達に取り囲まれ、アイリスは戦場で孤立無援となったらしい。

「ふむう……」

　俺は腕を組んで天井を見上げる。

　強いヤツが、単独、もしくは複数でアイリスに勝利した、という話は納得出来るのだが、まさかアイリスが物量で敗北していたとは。しかも、死を微み塵じんも恐れないような連中に。

　だが、俺から言わせればあり得ない集団だ。

　シオンのような勇者。

　そして、カトレア教官を筆頭にする姉妹剣所有者達を見知った俺にとって、一騎当千の力を持つ個人というのは理解できる。

　しかし、全員が、死を恐れずに一心不乱に戦い抜く、という千人の兵士が存在するなど信じられない。

　俺の主観では、人間という生物は、有利な状況では勇ゆう敢かんになり、不利な状況では憶おく病びようになるのだ。

　それが普通だし、そうでなければ死んでしまう。

　だが、アイリスのような存在を、複数人で取り囲み、仲間が何人殺されても向かって行く集団、なんてのは理解しがたいものがある。

　もし仮に、そんな集団が原因でアイリスが消息不明になっているのだとしたら、本格的に俺の出番はなさそうだ。

　常軌を逸して、士気の高い軍勢の相手など、俺に出来る訳が無い。

　まあ、元々相手が姉妹剣所有者だった場合でも、ホリーを通じて姉妹剣の特徴をカトレア教官に伝える、という程度の事しか出来ないが。

「……報告は以上です。カトレア教官」

「なるほどな。大分旗色が悪いみたいじゃねえか。お前らにだけ無理させて悪かったな。王都には、ここまで戦況が悪いなんて報告が届かなかったんだが、そんな事は言い訳にならねえ」

「滅相もございません。しかしカトレア教官。この砦とりで内は、すこぶる士気が低下しております。どうか兵士達に教官自らがお声掛けをしていただけないでしょうか？」

「そうだな。今出来るのはそれくらいのもんだ」

　指揮官達の懇願を受け、カトレア教官が腰を上げる。

「ここにいる兵共は、殆ほとんどが教官の教え子です。皆、士気を取り戻すでしょう」

「だと良いがなあ」

　なんて事を言いながら、カトレア教官は会議室を出て行く。

　俺はそれを黙って見送ったのだが、何な故ぜか、数人の指揮官が会議室に残った。

　そして、俺を睨にらみつけてくる。

「貴様が、司令官に抜ばつ擢てきされたクロウか？」

「ん？　まあ、一応は」

　俺がそう返事をすると、その場にいた連中は目に見えて不機嫌になる。

「貴様は姉妹剣所有者ではないようだな」

「違うねえ」

「では、士官学校を優秀な成績で卒業した？」

「いや、多分ビリに近いんじゃないかな。評価も受けずに特例で卒業しちゃったけど」

　瞬間、俺は指揮官の一人に胸倉を掴つかまれた。

「何故貴様のようなヤツがカトレア教官を差し置いて最高司令官なのだ！　王都は状況を解わかっているのか！」

「……」

　鬱うつ陶とうしい連中だなあ、コイツら。

　士官学校にいた頃ころ、俺の事を虐いじめた先輩と同級生にそっくりな雰囲気だよ。

　せっかく学校を卒業して、苦学から解放されたってのに、仕事してもこんな連中に絡まれるのかよ。

「断っておくが！　我々は貴様の指図は受けん！」

「そうだ！　我々はカトレア教官が最高司令官という認識で行動する！」

「兵の指揮権を得られたからと図に乗るのは止やめてもらおう！」

　うるせえ連中だな。始めからお前らに頼む事なんか何も無いっての。

　アイリスが行方不明になった時に何も出来なかった役立たずに頼める仕事なんか何も無いし。

　俺も役立たずだから、自分と同じくらい役に立たない連中に用は無いんだよなあ。

「総司令官殿は、精々後方で大人しくしている事だ！」

　そう吐き捨てて、指揮官達は俺を放置して会議室を出て行った。

　大した歓迎ぶりだね。

　俺が勇者であるシオンを探しに行った時、誰だれも手伝ってくれないし、見つけた直後も信用されなった時の事を思い出すよ。

　まあ、あの時よりは大分状況はマシだけど。

「ただいま～。んん？　カトレアは？」

　サフランが会議室に戻ってきた。

「……」

　今さらだが、コイツ、何で戦場にメイド服で来るんだ？

　私服で行動してる俺もどうかと思うけど。

「兵士の士気高こう揚ようの為ために、声をかけて回るんだと」

「あはは！　無駄だよ無駄！　ウチも砦とりで内の構造を調べるついでに、兵士の様子を見てたんよ。皆死体みたい。怪け我が人にんの山だし、軽症の連中もガタガタ震えてるのばっかりだしね。ここまでやる気の欠落した軍隊は初めて見るよ」

「それだけ敵は恐ろしいって事だろ。でなきゃ、只ただの反乱として討とう伐ばつ出来た筈はずだ」

「ところでクロウ。確認しとくけど、今回ウチは人を殺して良いよね？」

「……」

「ウチに人殺しをさせるつもりは無いって話だけど、戦場で人を殺すな、なんて命令、ウチに死ねって言うのと同じだよ？」

「確かにな。だけど、今回は尚なお更さら君に無む茶ちやをさせる訳にはいかないな」

　俺がそう言った時、サフランは目をすっと細めた。

　ただ見つめられただけなのに、背筋がぞっとする。

　こういう目で見られると、つくづくこの子が暗殺者なんだと再確認させられる。

　サフランは音も立てずに俺に近づくと、椅い子すに座ったままの俺の眼前で、身を屈かがめて顔を近づけてくる。

「ねえそれどういう意味？　ウチが戦場で後おくれを取るくらい弱いと思ってるの？　それとも、ウチが殺しまくる事を危き惧ぐしてるの？　どっちにしろ腹が立っちゃうなあ。頭にきちゃうなあ。キレて殺したくなっちゃうなあ」

「……」

　何でこういう時にホリーもカトレア教官もいないんだろ。

　まあ、これからもこういう場面は何回もあるんだろうけど。

「君の持ってる姉妹剣は、集団戦に向いてない」

「……」

「リーチが短い。飛び道具が無い」

「……」

「君の最大の武器はね。そこにいるのに、いると気付かせない事だろ。殺したら、殺されたヤツの周りにいる連中に気付かれる。違う？」

「違わないねえ」

「俺はね。俺の仲間の中に、透明人間がいる、なんて知られたくない。君の力は、誰だれにも認知されない事が望ましい。存在が明るみにならないように立ち回って、自分の手の内を誰にも明かさないようにするんだよサフラン。暗殺と同じだ」

「……あは！　この悪党」

　サフランは、俺の額を小突いた。

「要するに、クロウはウチが身内にいる事を、周りの連中に知られたくないんだね？　それだけ周りに敵が多いんだ？」

「さあ？　知ってるだろ？　俺は凄すごく善良な男なんだぜ？　他人の恨みなんか一回も買った事が無いんだ」

「あはは！　詐欺師以外にそういう事言うヤツ初めて見たよ」

　サフランはくるりと体を翻す。

　眼前にいた所せ為いで、思い切りスカートが俺に当たるんだが。

「まあ良いよ。ウチの食を保障してくれてる間は言う事聞いてあげる。精々頑張って長生きしてよね。あっさり死なれたら雇い主無くしちゃうよ」

　毎度のように、縁起でもない事を言ってから、サフランは会議室を出て行った。




「……やっと帰ってきたか……」

〈どうもお待たせしました〉

　砦とりで内で俺が与えられた個室に、ホリーが壁を通り抜けて入ってくる。

　結局、アイリスを探しに出かけたホリーは、深夜になるまで戻らなかった。

　カトレア教官は周りの兵士達の話相手に忙しく、サフランも綿密に砦とりでの構造を把握する事に余念が無かったようだが、俺は何もする事が無かったので、非常に退屈だった。

「遅かったじゃないか」

　結局、与えられた個室のベッドの上で、もんもんとアイリスの心配をするしか無かった。

　こんな軍事用の砦に、個室なんか殆ほとんど無かったが、そこは最高司令官特権というヤツだ。

　おかげでホリーと遠慮無く話せる。

　ちなみに、カトレア教官は雑ざ魚こ寝ねでも構わないとか言いそうだったが、サフランと二人で別の個室にいる。

〈なんですか？　私が半日いないだけで、寂しくて仕方無かったんですね？　世話が焼けるなあ。貴方あなたは私がいないと何も出来ないんだから〉

「そこは否定しないけど、ちょっと前まで君もそうだったじゃないか」

〈まあ！　私も貴方がいないと寂しくて仕方が無いと仰おつしやる？　まあ否定しませんけど〉

「そっちじゃないよ。何も出来ないって所だ」

〈は？　何ど処こが？　この超絶美人。超絶優秀な爆ばく裂れつ天使ホリーちゃんがどうして役立たずだと？〉

「爆裂天使って何だよ……」

　俺はベッドの上で顔に手を当てていた。

「それより、アイリスは見つかったの？」

〈いいえ〉

　俺はベッドの上から転げ落ちた。

「え!?　ええ!?　帰るのが遅いから、目星がつくまで頑張ってたんだと思ってたんだけど？」

〈……姉妹剣のある方向に目星は付けましたよ。ここから東南の方向です。でも、そこにアイリスがいるかは解わかりません〉

「どういう事？」

〈私、勇者の位置は何となく解りますし、姉妹剣使いの位置も把握出来ます。でも、姉妹剣と離れた場所にいる姉妹剣使いの位置は解りにくいんですよねえ。目の前にいる人間に、素養があるか無いかは解ります。でも、勇者に比べれば数多くいる姉妹剣使いになれる程度の素養の持ち主を、いちいち感知してたら、私の身が持ちません〉

「……えっと、つまり、君は姉妹剣を手放した姉妹剣使いの位置は解らなくなるって事？」

〈はい。多分、アイリスの手元に氷ひよう結けつ剣けんが無いからです〉

「……」

　それはつまり、アイリスが既に死亡しており、姉妹剣だけが奪われた、という可能性が高い事を示しているのか。

　しかし、それにしてはホリーが帰ってくるまでに時間がかかりすぎているように思えるが。

「……ホリー。ひょっとして、周囲を目め茶ちや苦く茶ちや頑張って調べてくれたのか？」

〈え？　えっと……はい……〉

　ホリーは俯うつむき加減になって、口元をもごもごさせる。

〈見つけられなくてごめんなさい……〉

「……いや、何を言ってるんだよ。姉妹剣のある方角を掴つかめただけでも収穫があったじゃないか。案外、その方角にアイリスがいるかもしれないしさ」

〈でも……〉

「ホリー。無む茶ちや振りしてるのは俺なんだよ？　何も成果が無かったとしても、俺は何も言わないよ。そんなに気を遣うなよ。らしくもない」

〈いえ、ですが、もの凄すごく気になる事がありまして……〉

「と言うと？」

〈姉妹剣の気配がするという事は、その姉妹剣は現在所有者の手元にあるという事です。神しん剣けんと所有者が一つ所にあるから、私に位置を察知されるんです。しかし、その反応は氷ひよう結けつ剣けんではありません〉

「……氷結剣とは別の姉妹剣を使うヤツがいるって事か」












　ますます、アイリスの安否が危ぶまれる事態になってきたようだ。

　高確率で、他の姉妹剣所有者に敗北して、その姉妹剣所有者に姉妹剣を奪われたのだ。

　もしそうだとすると、俺とホリーの計画である、「姉妹剣と姉妹剣使いを集めて戦力とする」を、既に別人が行おうとしているという事だ。

「うげ……」

　このまま争奪戦にでもなれば、カトレア教官の爆ばく炎えん剣けんや、サフランの真しん空くう剣けんも狙ねらわれる事になる。

　当然、近くにいる俺は超危険。

　その危険度は、近くにいる姉妹剣使いの人数が増えるにつれて増す。

　というか、よく考えずに姉妹剣使いを集めようとしたが、その計画が上う手まくいってしまうと、俺は権力亡者共からの警戒心や殺意を余計に助長する事にならないだろうか。

　まあ、既に俺は命を狙われまくっているが。

「う～ん」

　俺はしばらくベッドの上で胡坐あぐらをかき、考えをまとめてみる。

　異常に士気の高い死を恐れない軍勢に、姉妹剣の反応。

　アイリスの不在と、カトレア教官とサフランの加入。

　空を自由に舞う天てん馬ま剣けんラムレイが使用可能。

　この砦とりでにいる兵士たちは事実上、戦力にならない。

　戦況がここまで不利になっている原因は、十中八九、敵が姉妹剣使いだから。

　今、俺が取るべき行動。

　戦闘力皆無。陣頭指揮の経験無し。

　そんな俺が出来る事は、何も無い。

　自分で自分が笑えるくらい、俺自身に出来る事は何も無い。

　檻おりの中に入れられて、死刑宣告を待っていた時と同じくらい、俺に出来る事は何も無い。

　だからこそ、再び俺は他人の力に頼りきって状況を打破するのだ。

　シオンは不在。

　だが、現状の戦力は十分の筈はずだ。

「ホリー。情報を整理しよう。俺も気になる情報を聞いたんだ」

〈……？〉

　敵の戦力と、自分の戦力を完かん璧ぺきに把握する者に敗北は無い。

　兵法の基本だ。

　そして、俺にはホリーという最高の情報源がいる。

　彼女から得られる情報を使って、この状況を打破して見せる。

〈……なるほど、死を恐れぬ軍勢、ですか〉

「そう。その連中が圧倒的な物量でアイリスを追い詰めたらしい。ところが、俺の予想じゃ姉妹剣使いは姉妹剣使い以外には、絶対に負けないような気がする」

〈その予想、完かん璧ぺきに的中していますよ。アイリスは、他の姉妹剣使いに敗北したのです〉

　俺は眉まゆをひそめた。

　無数の兵士に囲まれて敗北したはずなのに、数が少ない姉妹剣使いに敗北した？

〈その無数にいる、死を恐れない軍勢というのは、ある姉妹剣によって操られた存在でしょう。そして、その姉妹剣とは、冥めい府ふ剣けんセクエンス〉

「そいつは、どういう能力を？」

〈死体を操れるんですよ。要するに、ゾンビ兵を使役する能力です。しかも、使役されたゾンビは腐敗が止まり、生前と同程度の力と、文字通り何も考えずに命令だけを果たす奴ど隷れいになる〉

「ゾンビを操る能力？　なんつう物騒な力だよ」

〈物騒という点では、他の姉妹剣も負けてないでしょ？〉

「いや、そういう意味じゃなくて、勇者の仲間が持つ武器っぽくないじゃないか？　どっちかと言うと、魔王の配下とかの能力っぽいだろ？」

　死体を操る能力。

　どれだけの数の死体を操れるのかは知らないが、墓場や戦場に行けば、いくらでも戦力を補充出来る訳だ。

　いや、それどころか、ゾンビ兵が殺した敵兵も、ゾンビ兵として使役出来る事になる。

　集団戦闘である戦争においては、最も有効的な能力かもしれない。

「しかし……死体を操る能力か……どう考えても悪役が持つ能力だ。何でそんな能力が勇者の仲間に必要なんだ？」

〈ものすごく役に立ちますよ。魔王が使役する魔物を殺した時に、その魔物を味方に出来ますから〉

「……味方って、それも結局死体なんだろ？　やっぱりおっかねえよ」

〈まあ、確かにおっかない姉妹剣ですけどね〉

「所有者本人はどの程度強くなるの？」

〈身体能力を強化する度合いは、サフランの持つクルタナと同程度です。つまり、筋力に限って言えば、アイリスやカトレア以上という事です〉

「手て強ごわいな……死体を使役出来る能力に、高い身体能力か……」

　その時、俺は心の底から恐ろしいと思える事実に気付く。

　操る死体の戦闘力が、生前と同程度？

「……え？　まさか、姉妹剣使いの死体を操ったり出来るの？」

〈あ、それは無理です。姉妹剣は所有者の魔力を吸収して能力を発揮しますから、生命力を失ったゾンビ状態の姉妹剣所有者は、姉妹剣を使用できません〉

　俺は思わずホッと溜ため息いきを吐ついた。

　もし、俺の最悪な予想が的中していたら、冥めい府ふ剣けんとやらを持っている姉妹剣使いは、他の姉妹剣使いを全員殺して、自分の言いなりであるゾンビ兵にしようとする筈はずだ。

　まったく、俺の予想は悪い方ばかり当たるからぞっとしたぜ。

　しかし、そうなると、アイリスが生きている可能性が出てくる。

　姉妹剣を強力な戦力と見なしてるヤツは、それを排除しようとするか、自分の身内にしようとする筈。

　もし後者なら、アイリスは捕虜にされて生きているかも。

「……明日、天てん馬ま剣けんで、姉妹剣使いの気配がする方向に行ってみるか」

〈え？　この砦とりでで、最高司令官するんじゃないんですか？〉

「それはカトレア教官に任せるよ……。どうせ誰だれも俺の言う事聞かないし」

　とりあえず、アイリスを見つけない事には話にならないし。




　翌日の朝。

　天馬剣を使って砦から飛び出した俺は、ホリーの案内で姉妹剣使いの気配がするという方位に向かった。

　砦からおよそ三十キロ飛んだ先には、反乱軍に攻められて落城したという城があった。

　もちろん、俺はその城に侵入するなんて無謀な真ま似ねはしない。

　ホリーは俺が持っている聖せい光こう剣けんの柄つか頭がしらにあった宝玉からあまり離れる事が出来ない。

　だから俺は城にギリギリまで近づいてから身を隠し、先にホリーを先行させた。

　こういうやり口は、貴族の屋敷からシオンを誘ゆう拐かいした時と似ているかもしれない。

　兎とにも角かくにも俺の安全を最優先に考えている所せ為いだけど。

　事前に潜入する場所に、アイリスがいるのかどうか。そして、敵はどの程度いるのか確認してからでなければ、絶対に動かない。

　俺は天馬剣と一緒に、城の近くにあった森に隠れて、先行させたホリーが戻ってくるのを待つ。

　すると、小一時間ほどでホリーが戻ってきた。

〈朗報ですよクロウ！　アイリスを見つけました！〉

「……ふう……」

　俺はその時、心の底から安あん堵どした。

　同級生の安否を心配していた、というのもあるけど、それと同じくらい、俺はカトレア教官の事が心配だった。

　アイリスが消息不明になった、という情報だけで、カトレア教官はあれだけ狼ろう狽ばいした。

　あの人は、俺なんかよりもずっと優しくて、情が深い人だ。

　そんな人に、どんな顔で「アイリスはもう死んでいました」なんて言えるだろう。

　そんな言葉を教官に言う羽目になるかもしれない、と思うだけで、気が重かった。

「……それで、アイリスはどんな様子だった？」

　あまり聞きたくないけど、アイリスが捕虜としてどんな扱いを受けているか、確認する必要がある。

　事と次第によっては、すぐさま引き返して、カトレア教官とサフランを連れてきて、アイリス救出作戦を実行しなければ。

〈それが妙なんですよねえ。軟禁されてますけど、城内にある豪華な部屋の一室にいるんですよ。特に怪け我がもしていませんし、拘束されている様子もない〉

「……」

　森の中で、俺はホリーの報告を聞き続ける。

〈おまけに、城内はゾンビ兵がごったがえしていましたよ。異常な光景でした〉

　という事は、やっぱり冥めい府ふ剣けんの使い手が、反乱の首謀者だったのか。

　そいつにアイリスは敗北して、捕虜になったという事だ。

「冥府剣の使い手はいたの？」

〈いましたよ。ですが、いくらなんでも城内にいたゾンビ兵の数が多すぎる気がするんですよね。あんな数のゾンビを使役出来るヤツは初めて見ました〉

「どんなヤツだった？」

〈二十歳はたち前後の女です〉

「また女？　姉妹剣使いの女子率高すぎないか？」

　今の所、男の姉妹剣使いはヒース王子だけだ。

「冥府剣の使い手以外に、どんなヤツがいた？」

〈城内で生きた人間は冥府剣の使い手とアイリスだけですよ。後は全部ゾンビ兵です〉

「はあ!?　じゃ、じゃあ、たった一人で反乱して、それがこんな大事になってたのか……」

〈そりゃそうでしょ。姉妹剣とはいえ、神しん剣けんを持つ者にとっては、普通の人間は何人いても足手まといです〉

「……まあ、そうだよな」

　とりあえず、アイリスが無事で、アイリスを拉ら致ちしている姉妹剣使いが女だ、という情報に、俺は何となく気が抜けた。

　多分、殺さず、傷付ける様子も無いのは、味方にしようとしているからだ。

　なら、もうしばらくは安全か。

「ホリー。確認したい事がある」

〈なんですか？〉

「その冥めい府ふ剣けんに出来る能力は、死体の使役と、筋力の強化だけなんだな？」

〈だけって……その二つが強力すぎるから、手て強ごわい相手なのですが。それに、所有者の技量によって、能力の精度も変わりますし〉

「じゃあ、もう一つ確認。爆ばく炎えん剣けんガラティーンと、真しん空くう剣けんクルタナが持つ能力に関して、詳しく教えてくれないか」

〈……？〉

　ホリーは小首を傾かしげて見せる。

　聖せい光こう剣けんの神しん剣けんに宿る精せい霊れいのホリーにとっては、姉妹剣の能力など微々たるものだろう。

　だが、この二つの姉妹剣が持つ能力。

　コレを完全に生かせれば、冥府剣セクエンスの使い手に勝利する事は容易たやすい筈はずだ。




　天てん馬ま剣けんを使って長距離移動できる俺は、即座に敵情視察から、砦とりでに戻った。

　戦争で使う砦と言っても、構造的には城に近い。

　敵の侵入を防ぐための壁が四方を覆い、その中心部に兵士が寝泊まりする為ための家屋がある。

　その家屋と、城壁のような壁の間にある敷地の一角に、俺はカトレア教官とサフランを呼び付けていた。

　三人で話し込む間、砦内にいた兵士達は、遠目から俺を睨にらんでくるが、まあそこは気にしないでおこう。

　アイツらはカトレア教官をリスペクトして、俺の事は激しく見下しているようだし。

「教官。ここから東南の方角にある城で、アイリスが捕まってます」

「なにい!?」

　予想通りの反応を、カトレア教官は見せた。

「即出発だ！　動ける兵士を総動員して東南に進軍してやる！」

　そう言って、カトレア教官がその場を飛び出して、砦に戻ろうとする。

　完全に予想通りだったので、俺は背後からカトレア教官を羽交い絞めにして移動できないようにする。

　カトレア教官は背が低いし、体も引き締まっているので、超軽かった。

「何すんだテメエ！　アタシを持ち上げてんじゃねえぞコラ！　お前に持ち上げられると腹立つんだよ！」

「まだ話は終わっていません。今からこの三人でアイリスを助ける算段を決めますから、大人しくしていてください」

「は、はあ？　三人？」

　俺に羽交い絞めにされた状態で、足を激しくバタつかせていた教官は、呆あつ気けにとられて俺を見上げる。

「教官は戦争して勝つ為ためにここに来たんですか？　それともアイリスを助ける為に来たんですか？」

「そ、そりゃあ、アイリスを助けに来たんだよ……」

「じゃあ、大勢でぞろぞろ移動して、敵に動きを気付かれるような真ま似ねはよしましょうよ。優先すべきはアイリスの救出でしょ。戦争なんてのは、それが終わってからゆっくりやってください。その段階で俺は王都に帰りますから」

「……」

　カトレア教官は、何な故ぜか口を半開きにしたまま、俺を凝視してきた。

　何で俺をそんな態度で見るのか意味が解わからなかったが、とりあえず大人しくなったので、羽交い絞め状態から解放する。

「良いですか。機動力抜群の天てん馬ま剣けんだって、あんまり大人数を乗せようとしたら目立つんですよ。だから、ここから東南に向けて出発するヤツは少人数の方が良い。その人選は、一騎当千の力を持つ姉妹剣所有者と、アイリスや他の姉妹剣の位置を感知するホリーと会話出来る俺が望ましいでしょ」

　カトレア教官は、尚なおも俺を驚きよう愕がくした表情で凝視し、サフランは値踏みするかのように、腕を組んで見つめてくる。

「まあ、そもそも天馬剣を飛ばせるのは俺だけなんで、俺は嫌でも行く羽目になりますけど……」

　俺は顎あごに手を当て、目を閉じながら話し始める。

「救出に先駆けて、二人には自分が持っている姉妹剣の、真骨頂ってヤツを認識してもらいたいんです」

「どういう意味だ？」

「俺は二人が持つ姉妹剣の特徴をホリーから聞きました。それを今から話します」

「ああ？　アタシはコレを十五年以上扱ってんだぞ？　それなのに、完全に使いこなせてねえってのか？」

「爆ばく炎えん剣けんガラティーンの持つ力は、爆発と火炎」

「知ってるよそんな事は」

「教官は、俺が知る限り、火炎しか扱ってません。爆発の方は使えますか？」

「爆発も火炎も同じだろうが！」

「……」

　やっぱり、俺が想像した通りだった。

　これまで、火炎を操る能力と、身体能力の増強だけで、戦闘には十分だったんだろう。

　その所せ為いで、爆発の能力を把握出来なかったのだ。

　俺は足元の地面をコンコンと蹴ける。

「教官。爆ばく炎えん剣けんの切っ先で、地面を突いてください」

「……？」

　カトレア教官は、眉み間けんに皺しわをよせながら、俺の言う通りにガラティーンを抜き放ち、切っ先で地面を掘るように突く。

「そのまま、ボムって言ってください」

「ボム？」

　俺はサフランの手を引いて、カトレア教官から少し離れる。

「爆炎剣の柄つか頭がしらにある宝玉を、親指で押してください」

「こうか？」

　瞬間、さっき教官が突き刺した地面が爆発して、その場にいた教官が足元から吹っ飛んだ。

「コレが爆炎剣ガラティーンの持つ爆弾設置能力です。火炎を起こすだけでなく、地面や壁に剣先を当てながらボムと言えば、その場所自体を爆弾に出来る。しかも、爆弾の数に制限は無いから、何カ所にも爆弾を設置出来ます。当然、起爆は同時にしか出来ませんが」

　眼前で爆発が起きた所せ為いなのか、隣にいたサフランは驚きよう愕がくの面持ちで俺を見ている。

　ああ、しまったな。

　あらかじめ爆発する事を伝えとけば良かったのか。

「テメエはバカか！」

　足元から爆発が起きたカトレア教官は、ブンブンと両手を振り回しながら俺に向かって突進してくる。

　そして、そのまま両手をグーの形にしてポカポカ俺を殴ってくる。

「教官。爆炎剣の爆発と火炎は、持ち主を傷付けたりしません。何ともないでしょ」

「うるせえよ！　そういう問題じゃねえよ！　ビックリしたよ！　事前に言えよ！」

「はあ、それは考えてませんでした。すいません」

「何なんだよお前！　何で目の前で地面が爆発したのにノーリアクションなの!?　頭おかしいんじゃねえの!?」

「いや、事前にホリーから説明受けてたんで」

「だからって無表情に成り行き見てんじゃねえよバカ！　アタシ今チビりそうになったよバカ！　畜生このバカ！」

　そのまま、カトレア教官は半泣きで俺をポカポカ殴ってくる。

　砦とりで内にいた兵士達は、爆発音と衝撃でわらわらと集まっており、今のカトレア教官の奇行をあっけにとられて見ている。

「ねえクロウ。ウチにはどんな説明してくれるの？」

　半泣きでポカポカ殴ってくるカトレア教官を無視して、俺はサフランの方を見る。

「ウチの持ってる真しん空くう剣けんも、足音を消す、姿を隠すって以外の能力があるんでしょ？　真空剣だけに、空気を操る能力とか？」

　サフランは何やらワクワクしながら、スカートをまくりあげて、太ふと股ももに隠している真空剣クルタナを取り出した。

　コイツ、なんつう場所に隠してんだ。

「いや、期待させて悪いけど、真空剣の能力は、透明化と消音だけだよ」

「は？」

　瞬間、サフランは殺気に近い威圧感を俺を向ける。

「何それ？　何でウチの姉妹剣は地味な能力しかない訳？」

「そんな事俺に言われても困るよ。能力決めたの俺じゃねえし」

「じゃあ、ウチには何も言う事無い訳？　それなら何で呼んだの？　ウチをバカにしてるの？」

「……」

　何でコイツはこんなにすぐキレるんだろう。

　マトモに会話出来る気がしない。

「良いかサフラン。真空剣が持つ透明化と消音は、君自身以外にも効力があるんだ」

「はあ？　何それ？」

「だ～か～ら～。君は透明になった時に、君自身だけじゃなくて、着てる服も所持品も透明になってるだろ？　もしそうでなかったら、君は透明化を使用している最中、服とか持ってる武器が宙に浮いているように周りから見られてた筈はずだ。でも、実際君が透明化している最中、服も所持品も、クルタナ自体も透明化していた」

「……」

「つまり君の透明化は、君と接触しているヤツも透明になるんだ。君と手を繋つないで行動すれば、俺の姿だって周りからは見えない」

「……」

「これから、この砦とりで内にいる兵士を使って実験しよう。成功した場合、俺とカトレア教官と君の三人で、アイリスを敵に気付かれる事無く救出出来る筈だ」

　俺は、胸元にいたカトレア教官を見下ろす。

　未いまだに半泣きの状態だった。

「アイリスが捕まっている場所は、反乱軍が落城させた城。そこに、サフランの透明化能力で隠おん密みつ行動を取った教官が、城内の至る所に爆ばく炎えん剣けんで爆弾を設置して、アイリスを救出した後に、一気に爆破する。それで敵戦力を一網打尽にしましょう」

　爆弾一個であの威力だ。

　もし、複数の爆弾を使用すれば、おそらく城は使い物にならなくなる。

　まあ、敵に奪われちゃった城がどうなろうが知った事ではないが。

「「……」」

　カトレア教官と、サフランが無言で俺を見ている。

「……は？　何ですか？」

　二人は俺を無視して、数歩後ずさって俺から距離を取る。

「ねえねえ。なんかコイツヤバくない？」

「ああ……」

「学生時代からこんなヤツだった訳？」

「いや、アタシも今、初めて知った」

　何だ？　何な故ぜ二人は警戒心を帯びた目で俺を見るんだろ？

〈貴方あなたの悪知恵にドン引きしてるんですよ〉

　傍かたわらで無言を貫いていたホリーが話しかけてくる。

〈私はもう慣れてますけどね、自分が持っている能力を、自分以上に把握されて利用される、なんてのは妙な気分ですよ〉

「何の事だ？」

〈だから言ったでしょ。貴方には何の力もありませんが、他人の力を利用する力はあると〉

「他人に力を借りる事は誰だれでも出来るじゃないか」

〈ですから、貴方の場合、使い道がえげつないんですよ。自分で解わかりませんか？　貴方は今、女二人の能力を利用して、敵対者を城ごと殲せん滅めつしようとしてるんですよ？　しかも、人知れず、相手に気付かれない手段を使って〉

「それがどうしたんだよ。バレたらこっちが危険だろ？」

　俺がそう言った時、ホリーは呆あきれた様子で溜ため息いきを吐ついた。

「二人とも。とりあえず今日は実験と練習だ。爆弾の限界個数と、透明化で三人同時に隠おん密みつ行動とれるかチェックしないと。ほら、準備して」








第六章　冥めい府ふ剣けんセクエンス




　カトレア教官による爆弾設置と、サフランの透明化の練習は順調そのものだった。

　後は、練習で消耗した二人の体力が全快してから、アイリスを助けに行けば良い。

　そして、あの冥府剣の使い手が使役しているゾンビ兵を一網打尽にする。

　そんな事を考えながら、俺は休憩しているカトレア教官とサフランを見つめていた。

「なあ、ホリー」

〈なんですか？〉

「今の姉妹剣使いって、何で女ばっかりなんだろ？　勇者が女って事と関係あるのかな？」

〈さあ。別にどうでも良いじゃないですか。男なんか増えても貴方あなたには何のメリットも無いでしょうよ。どうせあの冥府剣の使い手も貴方のハーレムに加えるんでしょ？〉

「……加えるも何も、俺はハーレムなんか作ってないだろ……」

〈へえ。ハーレムに興味ありませんか？　権力を持った人間は、大なり小なりハーレムを作ろうとする筈はずですが〉

「作らないよ俺は……」

　そこでふと、俺は気になった。

　カトレア教官達が休憩してる間暇だったし。ホリーに聞いてみたい事がある。

「歴代の勇者の中で、魔王を倒した後に、不特定多数の異性に手を出しまくったヤツっているの？」

〈はあ？　いるわきゃねえだろうがタコ。無礼な事言ってんじゃねえぞ〉

　敬愛する勇者の話題になった所せ為いか、久々にホリーは俺に対して悪態をついた。

〈これまでの勇者はね。例外無く一いち途ずで純情でしたよ。コレと決めた伴はん侶りよ以外の女には、一切手を出しませんでした〉

「へえ。やっぱり無欲なヤツばっかりだったんだ？」

　歴代の勇者は、全員が無欲で、不特定多数の異性に手を出す事は無かった。

　全すべての勇者が愛用した神しん剣けんの精せい霊れいであるホリーがそう言うなら、それは事実なんだろう。

　勇者が選ばれる基準は血統とは関係ないようだし、そういう人格面も、勇者に選ばれる為ための資質なのだろうか。

「君から見て、今の勇者はどう？　シオンも無欲で純情だと思う？」

〈思いますね。一度異性を愛したら、その人以外に関心を見せなくなる、という部分が特に今までの勇者と似ています〉

「へえ……」

〈……いや、何を他ひ人と事ごとみたいに言ってるんですかクロウ？　現在進行形で勇者に愛されている異性とは貴方あなたの事ですよ？〉

「何を言ってんだか。アレは……『私将来お父さんと結婚する』とか言う娘と同じだよ。知ってるかホリー？　娘ってのは、誰だれでも父親と疑似恋愛するんだよ。それで、父親が良い人だったら、それを見本にして彼氏を見つける。悪い人だった場合は、半面教師にして彼氏を見つけるんだ。つまり、今の俺は、将来シオンが恋する野郎に対する物差しって訳だ。まあ、順当に行けば反面教師になるだろうけど」

〈……〉

　ホリーは何な故ぜか、顔面を痙けい攣れんさせながら俺を見つめていた。

「とりあえず、無駄話はこれまでだ。今日、あの城に侵入してアイリスを連れ戻す」




　アイリス救出作戦の準備が整ったと判断した俺は、カトレア教官とサフランを馬車に乗せて、再び天てん馬ま剣けんラムレイを飛ばし、アイリスが捕まっている城にまで飛んだ。

「……何なのこの城」

「何だこの連中!?」

　アイリスが捕まっている城の近くにラムレイを止めてから、三人で列を作って侵入した瞬間、俺の背後にいたサフランとカトレア教官は驚きよう愕がくした。

　城内にいる兵士が、悉ことごとく死臭の漂うゾンビ、あるいは骨しか残っていない骸骨だったからだ。

　俺の両肩をサフランが背後から掴つかみ、サフランの両肩をカトレア教官が掴んだまま、サフランが透明化能力を使用している為ため、城内のゾンビ兵は俺達の接近を全く感知していない。

　完全に予定通りだ。

「おいクロウ！　これは一体どういう事だ！」

「は？　ゾンビでしょ」

「ゾンビでしょじゃねえよ！　何で死体が動いてるんだ！」

「そういう能力を持った姉妹剣があるんですよ。その姉妹剣を持ってるヤツがアイリスを捕まえたんです。あ、言ってませんでしたっけ？」

「初耳だバカ野郎！」

「そんな大声出さないでくださいよ。音も遮断してるからバレませんけど」

「何なのお前!?　何で事前に教えないの!?」

「いや、別に言っても言わなくてもやる事変わらないから良いかなって」

「良い訳ねえだろうがバカ！　お前と一緒にいると寿命が縮みっぱなしだよ！」

　教官はなんだか不機嫌になってしまったが、とりあえずサフランによる透明化を、俺達三人全員に及ぼす事には成功している。

　問題は、アイリスを救出した後だ。

　人数が四人になると、透明化が難しくなる。

　サフランによる透明化は、サフランの体に触れている人物にしか及ばない。

　例えば今、アイリスがこの集団に入った場合、アイリスがカトレア教官の肩を掴つかんでも透明化出来ないのだ。

　まあ、カトレア教官とアイリスが、サフランの肩を片方ずつ掴めば良いのだが、一列で歩けないと、狭い場所を通るのが難しい。

　しかし、客観的に見て、前方を歩く相手の肩を掴んで列を作っている俺達三人の姿は滑こつ稽けいそのものだろう。

　誰だれにも姿は見えていないが。

　本当は、こんなヤバい城に潜入するのは嫌だった。

　出来ればサフランとカトレア教官の二人だけで侵入してもらって、俺は外で帰りを待つだけ、というのがベスト。

　ところが、アイリスの正確な位置を把握しているホリーの姿が見えるのが俺だけなので、俺が不在だとホリーの道案内が二人に見えない。

　だからイヤイヤ三人で侵入する羽目になったのだが、よく考えれば、シオンがいれば俺がいなくても良かったような気がする。

　まあ、シオンだと、アイリスの救出を面倒臭がって、城ごとゾンビ共を一網打尽にした可能性があるが。

「教官。ここにも設置しましょう」

「……ボム」

　俺達は城内を歩きまわりながら、あちこちにガラティーンを使って爆弾を設置していた。

　この城は、アイリスを助け出して脱出した後に爆破する。

　その為ために、出来る限り多くの場所に、爆弾を設置しておくのだ。

「嫌になるぜ……。薄気味悪ぃ……」

「本当にねえ。暗殺者のウチが言う事じゃないけど」

　そのまましばらく城内をうろついた後、

「……う～む。これは参ったなあ……」

　俺は、とある部屋の前で腕を組んでいた。

「どうしたのクロウ？　この部屋にアイリスって人がいるの？」

「いや。この部屋の中に、氷ひよう結けつ剣けんが隠してあるんだ。どうせならアイリスと一緒に姉妹剣も回収したいんだけど、さすがに鍵かぎがかかってる」

「アタシがブチ破ってやるよ」

「駄目ですって。大きな音立てたらバレますよ？　この数のゾンビ兵に一斉に襲われたいんですか？」

「う……」

「ここはウチに任せて。クロウ。ウチの肩につかまってて」

　サフランは俺と先頭を変わる。

　そのサフランの肩を、俺と教官が掴つかんでいる。

　とにかく、透明化の影響下から出ない為ためには、常に彼女に触れ続けていなくてはならないので、そのあたりは慎重に行動した。

　先頭にたったサフランは片膝ひざをつき、扉のカギ穴に細い金具を差しこんでいく。

「お、鍵かぎ開けかよ」

「鍵開けと縄抜け。暗殺者には必須のスキルだよ」

「つくづくお前相手には油断出来ねえな」

「役に立つっしょ？」

　なんて会話をするサフランとカトレア教官を見て、俺は情けない事に、

「役に立たないのは俺だけだよ」

　と思ったが、口には出さないでおいた。

「ほいほいと。開いたよクロウ」

「ありがとう」

　部屋に入ってみると、鞘さやに収められた氷ひよう結けつ剣けんアロンダイトが無む雑ぞう作さに転がっていた。

「随分、適当に管理してますね、教官」

「いや……多分取り上げられたアイリスが、展開を使ってコイツを回収しようとしたんだろ」

「なるほど。所有者が呼びだしても、こんな窓の無い部屋に保管されてる姉妹剣は、所有者の手元まで飛んで行く事は出来ない訳だ」

　まあ、展開の錬度が上がれば、空間転移出来るようになるから、物理的に隔離しても簡単に手元に戻せるらしいけど、まだアイリスはそこまでの実力は無いらしい。

　とりあえず、俺は氷結剣を回収した。

「さて、爆弾も十分に設置しましたし、アイリスを助けに行きますか」




「……最短距離でアイリスって人のいる場所にまで行かずに、爆弾をばら撒まいて、姉妹剣を回収してから助けに行くなんて……つくづくアンタは悪人だね」

　背後で、俺の両肩を掴みながら歩くサフランがそんな事を言ってくる。

「普通、いてもたってもいられなくなって、慌てて助けに行くもんだよ」

「慌てたら、助けられなくなるよ」

「慌てない方が良いって解わかってるのに、慌てちゃうのが人間でしょ。それが普通だってウチは言ってんの。アンタはいろんな意味で普通じゃないよ」

「失礼だなあ。俺なんか普通の中の普通なのに」

　アイリスを救出する為ための作戦は順調そのものだった。

　だが、

〈クロウ。姉妹剣使いの気配がこちらに近づいてます。侵入に気付かれたようです〉

　作戦を開始した当初から、懸け念ねんしていた事態が起きた。

　姉妹剣使いは、他の姉妹剣使いが神しん剣けんの特殊能力を使用していれば、その存在を感知出来る。

　だから、サフランが透明化能力を使用している状態で近づいても、事前に感知される。

「アイリスとの位置関係は？」

〈私達がアイリスの部屋に辿たどりつく方が早いでしょう。相手はゾンビ兵に見張らせている事に過信しているようです〉

「じゃあ、このままアイリスと合流だ。都合三人の姉妹剣使いがそろえば、こっちが確実に勝つ」

　俺は、背後にいるサフランとカトレア教官の方に顔を向ける。

「侵入に気付かれました。最短距離でアイリスのいる部屋にまで向かいます」

　二人は無言で頷うなずいた。




「……貴賓室……？」

　ホリーの案内で、アイリスが捕まっている部屋にまで辿りついた俺は、そんな事を口にした。

　貴賓室。

　身分の高い客を出迎え、宿泊させる為の部屋。

　敵の総司令官であるアイリスを、そんな部屋で軟禁しているというのか。

　だが、問題はそこじゃない。

　大柄なゾンビ兵が、門番のように立ちふさがっている。

　さすがに、透明化していても、このまま貴賓室の扉を開ければ気付かれるだろう。

　独りでに扉が動けば、たとえ決まった命令を遵守するだけのゾンビでも反応する。

　いや、むしろ、部屋に誰だれも入れるな、という命令を与えられているであろうゾンビは、凄すさまじい動きでこちらを妨害しようとするかもしれない。

　だが、

「ここまで来れば小細工は要らねえ！」

「速攻で殺す！」

　背後にいる女性陣二人は、俺と違って逡しゆん巡じゆんというものを知らない。

　透明化の影響下から離れたカトレア教官は、ガラティーンを抜き放ち、サフランは俺の肩から手を放してクルタナを逆手に構える。

「「!?」」

　ゾンビからすれば、俺と教官の姿が突然現れたように見えたのだろう。

　即座に応戦の構えを見せると同時に、大声で仲間を呼ぼうとした。

　瞬間、カトレア教官がゾンビ兵の一体を一太刀で胴切りにし、サフランはもう一体の首を刎はね飛ばした。

「……」

　強つええなあ、おい。

　こういう光景を見ると、コソコソ逃げ隠れして、戦いを避け続ける俺が普通の凡人に過ぎないと自覚出来るのだ。

「アイリス！　無事か！」

　カトレア教官が、貴賓室の扉を蹴け破やぶって中に入る。

　行動や言動がいちいちカッコいい人だ。

　見た目は幼女だけど。

「……！　カトレア教官!?」

　部屋の中には、何な故ぜかドレスで着飾ったアイリスが、椅い子すに座ったままこちらを見て驚きよう愕がくしている。

「クロウ？　貴方あなたまで……」

「アイリス！　怪け我がは無いか！　何か変な事はされなかったか！」

　カトレア教官が、椅子に座っているアイリスの両肩を掴つかみ、涙目になりながら話しかけている。

「え、ええ。大丈夫です。私を拉ら致ちした相手は、私を味方に引き入れたかったようなので」

「そうか……そうかあ……！　アタシはお前が心配で心配で……」

　カトレア教官は、思い切りアイリスに抱きつきながら号泣している。

　本当に、一緒にいる時間が長くなるほど、いろんな面を見せてくれる人だ。

　アイリスは戸惑い気味に、泣いているカトレア教官を抱きとめて、背中をさすっている。

「とか何とか言ってえ、本当は婦女暴行的な扱いを受けてたんじゃないの～？　想像してたよりずっと美人ちゃんだねえ～」

　そんな二人に、サフランが不健全な言葉を吐きながら近づく。

「あ、貴方誰だれ……？」

「ウチはサフランね。よろしく～」

「……」

「それで～。どうして捕虜のアンタがそんな格好で貴賓室にいる訳？　どういう事？」

「わ、私を拉ら致ちしたヤツが、反乱に協力しろって毎日のように説得してきて……段々扱いがこんな風に……」

「エロい事されなかったの～？」

「相手も女よ！」

「なんだ。つまんない」

「つまんないって何よ！」

　俺はその時、軽く咳せき払ばらいした。

「あのさあ、気を抜くのは早いんだよ。さっさと脱出しないと」

　言いながら、俺はアイリスを見下ろす。

「悪いけど、敵を全滅させてここまで来た訳じゃないんだ。お前を拉致した姉妹剣使いも健在だ。今から、お前の事も戦力と見なすからよろしく」

「……」

　椅い子すに座ったまま、カトレア教官に抱きつかれていたアイリスは、二人揃そろって俺を見上げる。

「まさか……誘ゆう拐かい、拉致、監禁された後に、貴方あなたが助けに来るなんてね。囚とらわれのお姫様になった気分だわ」

「へえ。そりゃ良い経験になったな」

「……どうかしら。あんまり感動が無いわ。貴方が王子役じゃね」

「っは。そりゃそうだ。でもまあ、殆ほとんど教官とサフランのおかげなんだけどな」

　俺がそう言った時、泣いていたカトレア教官はアイリスから離れ、涙をぬぐいながら、

「んな事ねえ……コイツがいなかったら、絶対にお前を助けられなかったよ」

　なんて事を言ってくる。

「そうだねえ～。貢献度が一番高いのはクロウじゃないかなあ」

　サフランまで、そんな事を言ってきた。

　褒めたって何も出ないのに。

　俺は持っていた氷ひよう結けつ剣けんアロンダイトをアイリスに差し出す。

「別の部屋に隠してあったよ。渡しとくな」

「……本当に、驚きすぎてどう反応すれば良いのか解わからないわ。貴方に助けてもらって、無くした氷結剣まで見つけてもらえるなんて」

　氷結剣を両手で受け取ったアイリスは、笑みを浮かべて俺を見つめる。

「シオンも……貴方に見つけてもらった時はこんな気分だったのかしら？」

「さあな。訳解んねえ野郎に目を付けられた、程度の事しか考えて無かったんじゃねえの」

「後ろ向きな事しか言えないのね。でも……」

　俺を見つめていたアイリスは、笑みを浮かべながらも涙を出し、












「来てくれてありがとうクロウ。本当に嬉うれしかったわ」

　俺というポンコツ野郎が、おそらく一生言われる経験は無いであろう言葉を、口にした。




　ドレスから、いつもの青い燕えん尾び服ふくに着替えたアイリスを加えた俺達は、一気にゾンビだらけの城から脱出した。

　邪魔するゾンビを片っ端からカトレア教官とサフランが切り捨てて行く。

　その様は、正に一騎当千。

　お伽とぎ噺ばなしで主要人物を余裕で務められそうなくらい強い。

　その様を見て、俺は一つ疑念が湧わいた。

「アイリス。お前、こんなゾンビ共に負けちまったのか？」

　アイリスの力は、カトレア教官とサフランに引けを取るものではない。

　にも拘かかわらず、アイリスが敗北したというのが理解出来なかった。

「面目無いけどね、私を襲ったゾンビは、町の住民だったの。まさか死体が動いてるとは思えなくって、手を出せなかったわ」

「汚きたねえ真ま似ねするヤツだな」

「それだけじゃないわ。ゾンビ兵の中に、人間以外の死体があったわ。アレは多分……」

　アイリスが何か言いかけた時、俺達四人は城の表門を通り抜けた。

　跳ね橋を渡りきり、あっさりと城の脱出に成功してしまったのだ。

「クロウ！　このまま天てん馬ま剣けんの止めてある場所に向かうぞ！」

　先頭を走るカトレア教官がそう言った瞬間、

「そうはいかないよ！」

　城の城壁の上から、誰だれかが大声を出してくる。

　俺達は思わず振り返った。

　城壁の上には、巨大な鎌かま槍やりを携たずさえた女が立っていた。

　三角帽ぼう子しにマント。

　まるで魔女のような服を着ていた。

　そして、長い桃色の髪で、顔の半分を隠している。

「アレが、冥めい府ふ剣けんの使い手か……！」

　俺は鎌槍を持った魔女服姿の女を凝視する。

　離れた位置にいるから良く解わからないが、かなりの長身痩そう躯くだ。

　黒い魔女服が余計に細い体付きを強調している。

　それに、美人なのだが、やたら顔色が悪い。

　異様に色白で、目の下には真っ黒なクマが浮いている。

　もはや、あの女自体がゾンビではないのか、と疑いたくなるくらい色白で細い女だった。

　魔女服姿の女は、城壁の下にいた俺達を見下ろしながら、

「せっかく捕まえた姉妹剣使いを手放す訳にはいかないなあ。悪いけど、その子は貰もらうよ」

「テメエがアイリスを誘ゆう拐かいしたヤツか！　タダじゃ済まさねえぞ！」

「……アンタ……噂うわさに名高い爆ばく炎えん剣けんの使い手かい？」

　魔女服女は、値踏みするかのように、俺達四人を見つめる。

「……ああ？　野郎以外は全員姉妹剣使いかい？　何で？　どうなってんだい？」

「そうだよ！　三対一だ！　テメエに勝ち目はねえ！」

「それはどうだかね……」

　魔女服女は、不敵な笑みを浮かべていた。

「カトレア教官！　油断しないでください。アイツは魔物の死体も操るんです！　私もその魔物に負けました」

「何？」

　アイリスの言葉に、俺達は戦慄した。

　魔物。

　魔王が、人間を皆殺しにする為ために産み出し、使役する生物。

　その死体を操る事は、冥府剣の扱い方としては間違っていない。

　むしろ、勇者の妨害をする魔物を倒し、それを戦力として加えるのは、冥府剣の真っ当な使い方だ。

　だが、それはおかしい。

　魔物は、魔王が産み出している存在だ。

　魔王が復活していない状況で、存在している筈はずが無い。

「っは！　魔物の死体なんか、探せば腐くさる程見つかるんだよ！　いや、死体だから腐ってて当然だけど」

　魔女服女は、鎌かま槍やりをくるくると回した後、その場から跳躍した。

「……！」

　信じられない跳躍力だった。

　防衛の為ために作られた城壁から、城の屋根にまで、一度の跳躍で辿たどりついた。

　身体能力の高さに限って言えば、カトレア教官やアイリス以上だ。

　魔女服女は、足元に当たる城の屋根を鎌槍でトントンと叩たたいて見せる。

「この城には、五十体ばかし魔物の死体を保管してる。切り札のつもりだったけど、姉妹剣使いが三人もいるんじゃ仕方無い。一斉に解放して、アンタ等を襲ってもらうよ」

　五十体？

　それだけの数の魔物を集めているのか？

「一度動かすと、コントロールが難しいから見張りには向いてないけど、殺しにはこれ以上無いってくらいに便利なんだ。五十対三。形成逆転だね」

「……教官……」

　俺は隣に立っていたカトレア教官に目配せした。




　瞬間、魔女服女が立っていた城が爆発した。




「えええええええええ!?」

　アイリスが、目の前で大爆発を起こした城を見て、らしくない声を出した。

　まあ要するに、アイリスを助け出す前に、カトレア教官はガラティーンを使って、城中にしこたま爆弾を設置しておいたから、それを今起爆させたのだ。

　城内に魔物の死体が保管されている事には気付かなかった。

　おそらく、廊下ばかり歩いて、氷ひよう結けつ剣けんを隠している部屋と、アイリスのいる貴賓室以外の部屋に入っていないから気付かなったのだろう。

　事前に調査していたホリーにも「気付けよ！」とは言うまい。

　俺が暗殺者に襲われても報告しないようなヤツだし。

　だから、城の中に大量の魔物がいる事は想定外だったが、期せずして一網打尽に出来た訳だ。

　前もって、城の間取りをチェックして、廊下を歩き回った際、壁や柱を中心に爆弾を設置しておいたから、跡形も無く吹き飛ばす程の火力ではないにも拘かかわらず、城は自らの重みで勝手に自壊していった。

　おまけに、頼んでもいないのに相手の姉妹剣使いは爆弾を設置している建築物の上に立ってくれたし、わざわざ内部に危険生物がいる事まで説明してくれた。

　魔物と一緒に、当の姉妹剣使いも一緒に吹っ飛んでくれた。

　一石二鳥である。

　そう考えていたのだが、爆発した城の瓦が礫れきの中から、魔女服を着た女がふらふらと現れる。

　周囲に砂さ塵じんが舞っていたから気付くのが遅れたが、生きているようだ。

　まあ、息も絶え絶えになってはいたが、呆あきれた耐久力だ。

　神しん剣けんの姉妹剣を所有してる連中はここまでデタラメなのだろうか。

　こちらにはそんなヤツらが三人もいるので、俺は他ひ人と事ごとのように事の成り行きを眺めていた。

「……と、トンデモ無い事してくれるな……城一個を爆破して、私のゾンビを全滅させるなんて」

　魔女服女は、鎌かま槍やりを杖つえがわりにして此方こちらを窺うかがっている。

　カトレア教官は、爆ばく炎えん剣けんを構えながら、

「クロウ。今度は止めるなよ。確実に、今トドメをさしてやる」

　なんて事を言ってくる。

　俺は、思わず考え込んでしまう。

　生かしておくのは危険すぎるような気もするが、殺すには惜しい気もする。

　しかし、ここは戦場。俺の下らない躊ちゆう躇ちよで、こちらが殺されてはたまらない。

　それでなくとも、相手はアイリスを単独で打倒した女だ。

　友好関係を築いて、味方に回すのは難しいかもしれない。

　問題は、相手の出方次第だ。

「教官。ちょっと待ってください」

「ああ!?　あの女まで仲間にしようってか！　女好きも大概にしろ！」

「そうじゃありません。しばらく待ってください」

　あの魔女服女は、こちらに都合三人の姉妹剣使いがいる事に気付いている。

　それでも尚なお、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったのは、五十体もの魔物を使役しているという、数的有利があったからだ。

　だが、今はそんな状況ではない。

　もし、俺が相手の立場だったら、脇目も振らずに逃げ出しているだろう。

　城が爆発し、周囲に砂さ塵じんが舞っている間に、俺達から距離を取るべきだった。

　しかし、そうせずにわざわざ俺達に近づいてくるという事は、まだ勝算があるのかもしれない。

　そう考えた俺は、魔女服女の出方を窺うかがっていた。

「そこの男、何で姉妹剣持ってないのにリーダー面してるんだい？　一体何者？」

「……」

　俺は何も答えない。

　リーダー面をしてるつもりはないんだけど。

「私の名前はシネラリア。アンタは？」

「クロウ」

「ふうん。姉妹剣使い集めて好き勝手しようと計画してたのは私だけじゃなかったって事かい。そこのお嬢さんを拉ら致ちった時、順風満帆に事が進んで、幸先良いなって思ってたんだけど、甘かったみたいだねえ。まさか、もう三人も集めてるヤツがいるなんて。我ながらめっちゃ計画倒れだよ」

「……」

　何なんだコイツは？　饒じよう舌ぜつすぎやしないか。

　勝算がある者特有の余裕としても、四対一……、俺は戦力外だとしても三対一だが、それだけの連中と対たい峙じしているにしては、随分と口数が多い。

　カトレア教官も、サフランも、既に自分の姉妹剣を構えて、今にも向かって行きそうだ。

　この顔色の悪い魔女服女、もといシネラリアの実力がどの程度かは解わからないが、いくらなんでも姉妹剣使いを三人同時に相手取り、勝利出来るとは思えないのだが。

「解らないのがねえ、何でアンタ等三人、揃そろいも揃ってそこのボンクラにしか見えない坊やの指示を仰いでんのかって事だよ。自覚してるのかい？　私達姉妹剣使いの力は、この世界を左右出来る程のものさ。単独でも、複数で協力してもね」

「ふざけんじゃねえぞ！」

　カトレア教官は、文字通り火を噴き出しそうになるくらいにキレた。

「姉妹剣は、聖せい光こう剣けんの神しん剣けんを補助する為ための武器だ！　勇者を手助けする為にアタシらは存在してんだ！　お前も布告で知ってんだろうが！　現代に勇者が現れたってな！　この状況で姉妹剣を私利私欲の為に使ってどうする！」

「アンタがそれを言うかねえ、カトレアさん」

「ああ!?」

「アンタ一体、これまでどれ程の人間をその姉妹剣で斬きり殺してきたんだい？　どれだけの町を焼き払ってきたんだい？」

「……！」

　その時、カトレア教官は一瞬だけ、俺の方を窺うかがった。

　まるで、聞かれたくない話を口にされたかのように。

「味方の兵士や、教え子からしたら、アンタはまるっきし救世主や英雄だろうねえ。王家に逆らう反乱軍や、民衆を襲う盗賊の類たぐいを、文字通り単独で焼き払ってきたんだから。味方からすれば、自分達が戦死したり負傷せずに済むからありがたいヤツさ。でも、敵に回った連中にとっては、悪魔や死神にしか見えないだろうさ」

「……く！」

「貧困に喘あえいで、反乱に身を投じたヤツも、生きる為ために盗賊に身をやつすしか無かった連中を、アンタは治安維持を名目に焼き殺しまくったんだ。アンタ程、姉妹剣を私利私欲の為に使った女はいないよ」

「……」

　カトレア教官は、俯うつむき加減で黙りこむ。

　詳細は知らないが、長年軍人として、姉妹剣使いとして、優秀な戦力として、王家に信頼されてきた人だ。

　王立士官学校の教官を務めて、今、国中にいる兵士に、未いまだに信頼されている人だ。

　現役時代、どれ程の事をしたのか、くらいは想像がつく。

　だが、

「どこが私利私欲なんだ？」

　俺は、シネラリアに質問をぶつけた。

「教官は、選んだ人だ」

「はあ？」

「自分の力の使い道を、選んだ人だ。返り血を頭から浴びて、業を背負って、恨みを買い続ける事になっても、反乱だの、食うに困ってるって事を大義名分に、他の人間を殺して金や食い物を奪ってる連中を皆殺しにするってな」

「……」

「ソレのどこが私利私欲だ！　俺達の教官を愚ぐ弄ろうするな！」

「……クロウ……」

「……ははあ。なるほどなるほど……アンタはその類の人間か……」

　シネラリアは、何やら興味深そうに俺を見つめてきた。

「弁が立つねえ……。口先で、周りの信頼を勝ち取って、部下を増やしていくタイプだよ。アンタは……」

「何？」

「だってねえ。今のカトレアさんの顔を見てごらんよ。いい歳としこいて、乙女の顔になってるよ」

　乙女の顔？

　なんだその顔？

　俺はそう思って、カトレア教官の表情を窺うかがおうとしたが、

「うぎゃあ！」

　その瞬間、カトレア教官に鉄てつ拳けんを食らった。

　俺は顔面を殴打され、地面をのたうち回る。

　乙女は、こんな事はしないと思うが。

「……」

　シネラリアは、俺とカトレア教官を交互に見て、呆あきれ顔がおになった。

「悪いけど、私は口だけの男が嫌いでねえ。自分より弱いヤツに従う人間の気持ちが理解出来ない。勝ち目が無いって状況なら、アンタ等に降伏して、協力関係になるのもやぶさかじゃないんだけどねえ。まだ、アンタ等程度の陣営じゃあ、この先、生き残れるようには見えない」

「ああ？　だったらどうするってんだ？　とことんやるってんなら相手になってやるせ」

「ウチもね。最近運動不足だし、丁度いい相手だよ」

「この前負けた借りは返させてもらうわ。今さら三対一を卑ひ怯きようとは言わないわよね？」

　殴られてのたうち回っている俺を放置して、四人の姉妹剣使い達が、それぞれの武器を構える。

　物騒な女共だ。

　それと、教官。

　貴方あなたは照れ隠しか何かで俺を殴ったんでしょうが、洒落しやれにならないぐらい痛かったんですけど。

　頭ず蓋がい骨こつが陥没しかねないくらいのパンチだったんですけど。

「……？」

　そこでふと、一人で地面に倒れていた俺は気がつく。

　地面が振動している。

　というより、空気が震えている。

　これは、何かが近づいてくる気配なのか？

「……！」

　その段階で、俺はようやく理解した。

　シネラリアが、三対一という状況で余よ裕ゆう綽しやく綽しやくだった理由。

　いや、正確には、余裕綽綽に見せかけていた理由。

「くそ！　失敗した！　時間稼ぎかよ！」

　俺がそう叫びながら、慌てて起き上がると、シネラリアが哄こう笑しようを上げる。

「大正解！　アンタは判断を誤ったよ！」

　シネラリアが鎌かま槍やりの形をした神しん剣けんの姉妹剣、冥めい府ふ剣けんセクエンスを掲げる。

　すると、俺達の頭上から何かが降ってきた。

　強大な何かが空から地上に降り立った事で、周囲に再び砂さ塵じんが舞い、爆音が鳴り響く。

　俺達四人は、巨大な何かが地面に落下した衝撃で吹き飛ばされてしまう。




「……！」

　吹き飛ばされた後、地面に落下した巨大な物体の正体を見た時、俺は驚きよう愕がくした。

　勇者、神剣、精せい霊れい、そしてゾンビの類たぐいを見てきた。

　空を飛ぶ天馬に乗り、姉妹剣使い達の特殊能力を何度も見てきて、超常現象や未体験の状況に対して神経が麻ま痺ひしつつある俺でも、我が目を疑った。

　久しぶりに、一般市民らしく、その他大勢らしく、ごく普通の人間らしく、目の前に現れた非常識な存在に、俺は驚愕した。

「……ドラ……ゴン……」

　俺の背後で、三人の姉妹剣使いが全員無言を貫くので、俺が代わりに口にした。

　目の前に現れた、非常識な生物。

　爬は虫ちゆう類るい特有の縦長の瞳どう孔こうを持つ瞳ひとみ。

　鱗うろこに覆われた巨きよ躯く。大きな翼と尻尾しつぽ。

　見間違えようもない。紛まぎれも無くドラゴンだった。

「……そのドラゴンもゾンビってか……！」

　俺は全身から冷や汗を出しながら、目の前のドラゴンを睨にらみつけた。

　目の前にいるドラゴンは、死臭を撒まきちらし、肌の色つやが明らかにくすんでいた。

　本物のドラゴンを見た事が無いから判断しかねるが、このドラゴンは既に死んでいる。

　それを、あのシネラリアが使役しているのだ。

「ご名答！　残念だったねえ。アンタが余計な事を言わず、躊ちゆう躇ちよ無く私をその三人に襲わせていたら、勝っていたのはそっちだったよ」

　シネラリアが、満面の笑みを浮かべている。

　やはり、そうだった。

　シネラリアは、遠くの場所に隠していたこのドラゴンゾンビを、呼びだしていたのだ。

　だが、ドラゴンゾンビがこの場に現れるまで待っていれば、自分が殺される可能性が高い。

　慌てて逃げる素振りを見せようものなら、追撃されて殺されていた筈はずだ。

　逃げるという事は、万策が尽きた事を相手に教えるようなものだからだ。

　だからこそ、余よ裕ゆう綽しやく綽しやくな態度で俺達に話しかけ続ける事で、あたかも自分に余裕があるかのように勘違いさせ、ドラゴンゾンビが現れるまでの時間を稼ぐ。

「クソ……！」

　最悪だ。教官を止めさえしなければ、こんな事にはならなかった。

　それに、このドラゴンゾンビの戦闘力がどの程度かは解わからないが、真っ先に死ぬのは俺だ。

　姉妹剣使いと、おそらく最強の魔物であろうドラゴンの戦闘など、一般人以下の戦闘力と生命力の俺が関かかわれる訳が無い。

　俺は、慎重に行動しているつもりで、的外れな事をしていたようだ。

　仮に、この戦闘でアイリス、カトレア教官、サフランの誰だれかが死ぬ、なんて事態に発展すれば、全すべて俺の責任だ。

「さて！　苦労して手に入れたゾンビだけど、一回本気で戦わせてみたかったんだ！　相手をしてもらうよ！」

　シネラリアは、高笑いしながら跳躍し、ドラゴンゾンビの背中に着地する。

「食らえ！」

　俺が一人で戦々恐々としていると、カトレア教官は爆ばく炎えん剣けんから炎を噴き出させ、ドラゴンゾンビに浴びせる。

　しかし、全く効果があるようには見えない。

〈……あ！　ヤバいですクロウ！　あのドラゴン火を吐こうとしてます！〉

「な……！　教官下がって！　アイリス！　壁だ！　氷で壁作れ！　分厚いヤツを！」

　俺は爆炎剣から膨大な炎を放出させていたカトレア教官を羽交い絞めにして持ち上げると、慌ててアイリスの背後に回る。

　アイリスは、俺の意図をはかりかねていたようだが、即座に氷ひよう結けつ剣けんを地面に突き刺し、巨大な氷壁を産み出して見せる。

　ここに来るまでに消耗しているカトレア教官やサフランと違って、今のアイリスは魔力を全く消耗していない。

　氷を産み出す魔術の椀おう飯ばん振ぶる舞まいだった。

　その氷壁に、ドラゴンゾンビは炎を浴びせる。

「ははは！　やるねえアイリス！　ますますアンタが欲しくなった！」

「お断りよ！」

「つれないねえ！　降伏はいつでも受け入れてやるから、よく考えな！」

　ドラゴンゾンビの背中の上で、シネラリアは余裕綽々だった。

　それは、ドラゴンゾンビの吐く炎が、凄すさまじいペースでアイリスが作った氷壁を溶かしているからだ。

　アイリスは、溶かされていく氷壁を、必死に内側から二重、三重と重ねていくが、文字通り焼け石に水だった。

　氷壁の内側で、カトレア教官が悔しそうに歯ぎしりしている。

「ちくしょう！　アタシより火力がありやがる！　あんなヤツに炎が効くとは思えねえ！」

　俺は、傍かたわらにいるホリーを見つめた。

「ホリー！　どういう事だ！　ゾンビは死体だから、魔力を失うんじゃないのか！」

〈……人間はそうですけど、魔物は冥めい府ふ剣けんに支配されると、生前の能力をそのまま使えます。ていうか、成長すらしますよ〉

　淡々とホリーは答える。

　便利な姉妹剣だな！　ちくしょう！

　本来は勇者の仲間として、強力無比な能力を如何いかん無く発揮する筈はずだったのに、勇者の同行者になるであろうアイリスやカトレア教官に牙きばを剥むくなんて。

「……！　二人とも下がって！　氷の内側からは出ないように、後退して！」

　アイリスが、苦しそうにじりじりと後退しながら叫ぶ。

　凄すさまじい火炎を浴びて、溶けていく氷壁を、内側から何重にも産み出し続けるアイリスは、見るからに消耗している。

「……あれ？」

　アイリスや、カトレア教官と共に、氷壁の内側で、灼しやく熱ねつ地獄から逃れていたサフランがいなくなっている。

「……あ！」

　いつの間にか、サフランは、透明化してドラゴンゾンビの炎を回り込みながら避よけて、シネラリアの背後に回っていた。

　そして、何の躊ちゆう躇ちよもせずに、ドラゴンゾンビの背中に飛び乗り、シネラリアに向かって行く。

　飛び道具が無い真しん空くう剣けんの使い手である以上、接近戦しか選択肢が無いのだが、俺は瞬間的にヤバいと思った。

　大声を出して止めてしまえば、反かえってシネラリアに背後から奇襲を教えるようなものだから、思わず黙って見てしまったが、案の定、サフランの気配を察知したシネラリアは鎌かま槍やりの形をした冥府剣を振り回し、彼女を迎撃した。

　サフランは、二刀一対の真空剣を交差させて、冥府剣を受け流す。

　姉妹剣同士が激突した音が、ドラゴンゾンビの背中の上で響いた。

「は！　透明化しようが足音殺そうが！　感じるんだよ！　姉妹剣使いの魔力は！」

　シネラリアは、近接戦ではどう見ても扱いにくいであろう鎌の形をした冥府剣を器用にクルクルと振り回し、サフランを切りまくる。

　サフランはサフランで、真空剣を巧みに扱い、致命傷を避けていたが、鎌槍と短剣二本では、リーチの差が歴然だった。

　反撃も出来ず、防戦一方になる。

　たまらず、サフランは足場が不安定なドラゴンゾンビから下りると、一いつ旦たんは後退しようとするが、シネラリアはサフランと遜そん色しよくの無い移動速度を発揮し、容赦なく追いすがる。

「私が自分の操ってるゾンビより弱いと思ってるのかい！」

　シネラリアの頭上で、鎌かま槍やりの形をした冥めい府ふ剣けんが、恐ろしい速度で回転する。

「近接戦で私と戦うなんざ十年早いよお嬢ちゃん！」

「……うぐ！」

　致命傷を受けないように立ち回っていたが、サフランの着ていたメイド服が切り刻まれいく。

「しかし、アンタも可愛かわいいねえお嬢ちゃん。アイリスと一緒に私の着せ替え人形にしたいよ」

　シネラリアは、痛め付けているサフランを舌した舐なめずりしながら見つめている。

　何でアイリスがドレスを着ていたのか、何となく解わかった俺は背筋が寒くなった。

　しかし、呑のん気きに考え込んでいる場合じゃない。

　シネラリアが動き回っても、ドラゴンゾンビは攻撃の手を緩めてくれないし、明らかにこちら側が押されている。

「……はあ」

〈クロウ。大丈夫ですよ。ドラゴンの火炎は永遠に吐きだされる訳ではありません。息継ぎのような、タイムラグがあります。その瞬間に、反撃のチャンスは来ます〉

　ホリーは、何な故ぜかニヤニヤと笑い、俺ににじり寄ってくる。

　既に何度か経験してるけど、アレは後で疲れるんだよなあ。

「……アイリス！　ドラゴンの攻撃はもうすぐ止まる！　あと少し耐えてくれ！」

「……！　解ったわ！　任せなさい！」

「教官！　提案があります！　乗ってくれますか！」

「ああ？　乗るに決まってんだろうが！」

　意を決した俺は、アイリスとカトレア教官に指示を飛ばす。

　そして、

「ホリー！」

〈何ですか？〉

「俺に皆を助ける力をくれ」

〈……御心のままに！〉

　俺の体にホリーが憑ひよう依いする。

　瞬間、俺の体に爆発的な力が駆け巡る。

　ホリーの言う通り、回数を重ねる毎に、その力が増している気がする。

　まあ、だからと言って、何回も繰り返す気にはなれないけど。

　絶対に副作用とかありそうだし。超怖い。




　アイリスの氷壁を溶かそうと、猛然と炎を吐いていたドラゴンゾンビの攻撃が、一いつ旦たん収まる。

　ホリーの言う所の、息継ぎだ。

　次の火炎が吐きだされるまで、それほど猶予は無い。

　ホリーは、俺の体を使って、猛然とドラゴンに向かって行く。

　その様を見て、戦闘中だったサフランとシネラリアが、二人揃そろって俺を凝視する。

「バカじゃないか？　神しん剣けんも持ってないヤツがドラゴン相手に何が出来るってんだい！」

　シネラリアは哄こう笑しようを上げる。

　まあ、俺も同意見だよ。

　俺が、ドラゴンに突進して、出来る事なんか何も無いさ。

　再び火炎を吐くまでの間に、接近しても、何も出来ない。

　ドラゴンゾンビは、容赦無く俺に向かって、その牙きばを向けた。

　再び火炎を吐く為ためには、もう少し息継ぎが必要だったのか、炎ではなく、牙で直接食らいにきた。

　普段の俺なら、普通に食い殺されるだけだったろうが、今の俺の体を動かすのはホリーだ。

　アイリスや、サフランを相手に出来るほど、俺の体を巧みに動かせるホリーが、眼前に迫るドラゴンゾンビの噛かみつきを回避するのは容易たやすかった。

　当の本人である俺は、涙目になってチビリそうになるくらいにビビったが、口を大きく開けて、俺を食い殺そうとしたドラゴンゾンビに、

「そんなに食いたきゃ……これでも食っとけ！」

　ホリーは俺の口を使って悪態をつきながら、持っていた石をドラゴンゾンビの口内に放ほうり込む。

　当然、そんな石を食わせた所で、何の意味も無い筈はずだが、

「カトレア！」

　ホリーが俺の口を動かし、カトレア教官に合図を送る。

　カトレア教官が、爆ばく炎えん剣けんの柄つか尻じりにある宝玉を指で押す。

　瞬間、ドラゴンゾンビの頭部が破裂し、周囲に鮮血が飛び散った。

「なあ!?」

　頭部を失ったドラゴンゾンビを見て、シネラリアが驚きよう愕がくしていた。

　俺が投げ入れた石には、あらかじめカトレア教官の爆ばく炎えん剣けんで、爆弾を設置していた。しかも、大量に。

　見た目は拳こぶし大だいの石だったけど、実際には爆弾数個分の破壊力のある物だった。

　それを口内で爆発させたのだ。

　ドラゴンゾンビを相手にする必要の無くなったアイリスとカトレア教官が、シネラリアに向かって突進していく。

「っち！」

　さすがに三対一では分が悪いと判断したのか、シネラリアは後退しようとするが、

「いひひひひ！」

　サフランが不敵に笑いながら、猛然とシネラリアに斬きりかかっていく。

　結果、シネラリアはカトレア教官、アイリス、サフランの三人に囲まれてしまった。

「……やるねえ。驚いたよ。そこの男も含めてね……」

「クロウはお前みたいなヤツでも仲間に加えたいみたいだからよ、最後に聞いとくぜ？」

　カトレア教官が、爆炎剣の切っ先をシネラリアに向けながら、呟つぶやく。

「お前、アタシらと一緒に、勇者シオンの仲間にならねえか？　別に悪いようにはしねえ。お前は捕虜にしたアイリスを殺さなかったからな」

「教官……」

　敵に容赦ないカトレア教官が、シネラリアに対して、降伏を勧めていた。

　しかし、シネラリアは舌を出すだけだった。

「悪いけど、まだ『こっち側』の方が戦力が上なんでねえ。アンタ等が勝ち組とは思えないなあ」

「ああ？　こっち側？」

　その時、俺は頭部を失ったドラゴンゾンビが動き出す瞬間を見た。

「皆！　逃げ……！」

　最後まで口にする事も出来ず、俺はドラゴンゾンビが振り回した尻尾しつぽに叩たたきつけられて吹き飛んだ。

「クロウ！」

「っち！」

　アイリスとカトレア教官が二人がかりで俺の体を抱きとめる。

　シネラリアは、一瞬で跳躍し、頭部を失ったドラゴンゾンビの背中に飛び乗る。

　ドラゴンゾンビはシネラリアを乗せまま、みるみる上昇していく。

「安心しなよ。もう戦う気は微み塵じんも無いんだ。ぶっちゃけ、こっちの方が余裕無いんでね。今回は逃げさせてもらう」

「……！」

「私はもっと強い死体を探す事にするさ。アンタも精々頑張りな。姉妹剣使いってのは、皆私みたいに優しくないからね」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して、シネラリアは空の彼方かなたにまで飛んで行く。

　ドラゴンゾンビの背に乗って。

　ゾンビは、頭部を失っても動けるものなのか。

「クロウ！　天てん馬ま剣けんだ！　アレ使って追いかけるぞ！」

「それなら追いつけるよねえ」

　信じがたい事に、カトレア教官とサフランはまだ戦う気だ。

　天馬剣が何なのか知らないアイリスを除いて、この場にいる姉妹剣使いは、未いまだに戦闘を続行したいようだ。

「……止やめときましょう。これ以上深追いしない方が良い」

「追い詰めてるのはこっちだぞクロウ」

「こっちだって、全員ボロボロですよ。特に俺が」

「……」

　カトレア教官は、不満そうにしていたが、納得したのか何も言わなくなった。

　そうだ。今回はこれで良い。

　アイリスを助ける事が出来た。

　反乱軍も殲せん滅めつ出来た。

　カトレア教官も無事。

　サフランという新しい仲間も加入した。

　今回は、これで十分だ。

「帰りましょう。一いつ旦たん、反乱鎮ちん圧あつ部隊がいる砦とりでにまで戻って、その後、王都にまで戻りましょう。報告しないといけない事が山ほど出来た」

　そう。今回はこれで十分の戦果だ。

　だが、これからは違う。

　俺は、これからも暗殺にさらされる。

　シオンを利用している、と周囲の人間に思われている限り、俺の命を狙ねらうヤツは増え続ける。

　そして、神しん剣けんの姉妹剣を私利私欲の為ために使う連中がいる事も知った。

　他の姉妹剣使いを排除、または籠ろう絡らくしようとしてる連中もいるようだ。

　そんな連中にとって、都合三本の姉妹剣を、事実上手中に収めているように見える俺は、どうなるだろうか。

　いや、シオンの聖せい光こう剣けんとヒース王子の雷らい鳴めい剣けん。そして天馬剣を含めれば、十三本中、六本の神剣を手中に収めた事になる。

　別に六本全すべてを好き勝手に出来る訳じゃないけど。

「……」

　増え続けるのだ。

　この立身出世は、俺の命を狙ねらう連中を増やし続ける事になる。

　もう俺は、綱渡りを始めてしまった。

　引き返す事も出来ない綱渡りを。

　なら、渡りきるしかない。

　それは、俺の望む結果は待っていないのだが。

　ただ、楽に生きたいだけの俺にとっては、望みたくも無い、戦争と政争の繰り返しが起きるという結果が待っている。

「……帰ろう……皆……」

　こんな事考えたくも無い。

　それでも、俺には選択肢が無いのだ。

　弱い俺には、手段を選ぶ余裕が無い。

　アイリス、カトレア教官、サフラン。

　この三人を、俺の手札と見なし、利用しなければ、俺は絶対に生き残れない。

　人を利用しないと、俺は何も出来ない。












　生きる事すら出来ない。








終章　賢者と愚者




　面倒な事後処理をカトレア教官とアイリスに任せた俺は、サフランと一緒に天てん馬ま剣けんで王都に戻った。

　上機嫌に俺を出迎えてくれたシオンは、

「お兄ちゃん。チェスしよ？」

　と言うので、俺は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体に鞭むちを撃って、シオンとの対局に臨んだ。

「……」

　俺の部屋で、いつもホリーと対局する時に使用しているチェス盤で、今日はシオンと対局する。

　当然、ルールを覚えたばかりのシオンは弱いので、指導しながらだ。

　その対局が終盤になった頃ころ、

「そう言えば、まだ教えていないルールがあったな」

　俺は、苦笑しながらシオンを見つめる。

「プロモーションってルールだ。一番弱い駒こまのポーンはな、敵陣の一番奥に到達すると、他の駒に変化するんだ」

　シオンは、それを聞いてキョトンとした。

　まあ、対局中に、後から聞いたらズルイ気がするだろうな。

　ポーンは前進しかできず、機動力も最も低い最弱の駒こまなんだが、一度敵陣の一番奥に到達すると、キングを除く他の駒に変化できるという、驚異の能力がある。

「基本的には、最強のクイーンになる。だから、チェスの終盤は、ポーンのプロモーション合戦になる。そうなると、多くのポーンを残しておいた方が有利になるんだ」

「……」

　シオンは、黙ったまま、俺を見つめ続ける。

　あれ？　ルールがややこしすぎたのかな。

「ポーンが、クイーンになるの？」

「なれるってだけで、場合によっては他の駒にも……」

「ポーンも、女なの？」

「はあ？」

「クイーンになれるって事は、八個あるポーンは、全部女なの？」

「ええ……」

　そういう事にツッコミ入れちゃうのかあ、この子は。

　まあ、考えてみれば、ポーン全すべてにクイーンに変化する能力があるんだから、シオンの素朴な疑問は、全く的外れではないんだけど。

「お兄ちゃん。チェスって、二人の王様が、自分の愛人を利用して戦争するゲームなのかな」

「いやいやいや！　そんな悪趣味なゲームじゃないし！」

　チェスって、学問にも芸術にもスポーツにも例えられる大人の遊びなのに。

　そんな、クソ野郎二人によるハーレム戦争みたいな解釈止やめてほしいな。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん」

「な、なに？」

「お兄ちゃんのクイーンは、私だけだからね？」

「は？」

「他の女をクイーンにしちゃ駄目だよ？」

「ああ、はい……」

　俺は思わず頭を抱えた。

　何でチェスのルールを教えてこういう話になるのかなあ。

　ホリーとシオンの仲を取り持つ、というきっかけにはならないな。チェスは。




「結局、またクロウの評価が爆上がりして終わったよ。勇者発見の最大の功労者から、反乱を治めた英雄に格上げされるみたいだよ」

『貴方あなたの見立てでは、クロウという人物はどの程度の者です？』

「それなりに強いし、何より頭がキレるね。ウチが知らなかった真しん空くう剣けんの使い方を教えてくれたし、あのカトレアすら把握してなかった爆ばく炎えん剣けんの機能まで知ってたよ。ちょっとあの知識は気味が悪いね」

『つまり……姉妹剣、聖せい光こう剣けんを問わず、神しん剣けん方面の知識に長たけるという訳ですか』

「それと、アンタが想定してる以上に、勇者ちゃんから信頼されてるよん。ありゃ、ゾッコンだね。よっぽどの事がない限り、あの男と勇者ちゃんの間にある信頼関係は崩せないと思うよ」

『ほう……』

「あと、カトレアもアイリスも、ウチの見た所、勇者に負けず劣らずクロウを信頼してるっぽいね」

『……その男、女を落とすのがよほど上う手まいという事ですか？』

「いや、どうだろ？　全然イケメンではないよ？　口は上手いけど、口説く気は微み塵じんも無いみたいだしさ。ウチにも手を出す気は無いみたいだし」

『まさか、カリスマ性があるとでもいうのですか？』

「まさか。無い無い。アイツよりも強いヤツも賢いヤツも、人格的に優れてるヤツも腐くさるほどいるよ。アイツは正真正銘、何ど処こにでもいるごく普通のヤツだよ。カリスマ性のカの字も無い」

『では、何な故ぜ……？』

「それが解わかれば苦労しないってね。アイツには、他の誰だれにも見つけられなかった勇者を見つける目と、他の誰にも解らない知識を得る手段があるんじゃないの」

『なるほど……ではサフラン。引き続き監視をお願いします』

「良いけどさ、この定時連絡、今回で止やめて良い？」

『……どういう事です？』

「どうも、嫌な予感がするんだよね。あのクロウってヤツ、やたら勘が良いんだ。頭が良いって言うか、異様に悪知恵が働くっていうか。アンタみたいな人間を見てきたウチからみても、えげつない作戦思いついて、即実行するようなヤツなんでね」

『なるほど……つまり、このように連絡を取り合う事自体が危険だと仰おつしやる？』

「そういう事。下手すれば監視してる事がバレるよ」

『結構。では、これからは貴方自身の判断で行動してください。緊急に連絡が必要な時は、貴方から繋つなぎをつけてください』

「はいよ」




〈……なんて会話を、サフランが人目の無い場所でしてました〉

　王都ペンドラゴン内にある、俺の私室の中で、ホリーからそんな報告を受けた。

　今、俺の部屋にはシオンがいる。

　シオンは今日だけは同じ部屋で寝る、と言いだした。

　いつもならアイリスか、カトレア教官が止めるのだろうが、今回は良しとした。

　そして、シオンが眠りにつくまで、チェスで対局したり、他た愛あいの無い話をベッドの中で続けていた。

　その間、

「ホリー。一緒に戻ったサフランを見張れ」

　という指示を出しておいた。

　案の定、サフランは誰だれかに今回の件を報告していた。

〈クロウ。あの女、既に別人に仕えているようですよ。しかも、雇い主も姉妹剣使いのようです。この場合、あの冥めい府ふ剣けんの使い手と通じている可能性すらある〉

　俺は心配そうにこちらを見つめてくるホリーを無視し、同じベッドで眠り続けるシオンを眺めていた。

　この世界を滅ぼそうとする魔王。

　その魔王を倒す事が出来る唯一の存在。

　そんな存在が、スヤスヤと眠っている様を、俺は眺め続ける。

　あどけない表情の、まだ十歳に過ぎない少女を眺め続ける。

「……こんな子供に守ってもらわないといけないとはね……」

　俺自身にしても、世界全体にしてもだ。

　それだけの価値があるのだろうか。

　もちろん、俺自身の事であり、世界自体の事も含めてだ。

　死にたくない、死にたくないという俺も大概だが、自分勝手に争い、疑い合い、殺し合いを始めそうになっている人間を間近に見ていると、解わからなくなる。




　シオン。君は魔王を倒して世界を救うんだよ。それは正しい事だよ。




　そんな言葉を吐けなくなりそうだ。

〈クロウ。聞いているのですか？　サフランはどうするのです？〉

「ほっとけよ」

〈は？〉

「俺にスパイだってバレるようなヤツなんかどうでも良いだろ」

〈……〉

「信用できないと解わかっているなら、役に立つじゃないか。相手は俺の信頼を得る為ために、スパイだってバレない為に、それなりに頑張って俺を手伝う気なんだろ？　利用出来るだけ利用して、雇い主の名前と所在を突き止めれば良い。何の問題も無いよ」

〈……〉

「とりあえず、姉妹剣の全能力を把握しとかないとな。もう、後から驚くような事にはなりたくないよ？　ホリー」

〈え、ええ。明日にでも、残りの姉妹剣に関する情報をお話しします〉

「予定通り、全部集めて利用しないとな。頼りにしてるよホリー」

〈……はい〉

　じゃあ、始めるとしようか。

　別に始めたくも無いが。

　神しん剣けんの姉妹剣という、世界を救う為の武器を悪用する者同士の戦争ってヤツを。





あとがき




　さてみなさん。ポンコツ勇者の下剋上２いかがだったでしょうか。

　著者の藤ふじ川かわ恵けい蔵ぞうです。

　プロフィールにも書いていますが、僕はＲＰＧをこよなく愛しています。

　その理由は主人公に仲間がいて、パーティーを組んで協力していくからです。

　一長一短。多種多様なキャラクターが、互いの持ち味を生かし、弱点を補い合って、最後には世界の危機を救う、なんてのは最高じゃないですか。

　まあ、単独でラスボスを倒せるくらい強いチート級のキャラとか、明らかに戦力外で絶対に貢献できないキャラがいる場合もありますが、それはそれで良し。

　人間は全員が同じ能力、容姿、個性だと全く目立たなくなりますからね。

　弱くても引き立て役になれば良いのさ。本作の主人公みたいに。

　というわけで、二巻ではクロウが集団戦に挑んで、仲間と協力し、危機を乗り切るというのがテーマです。

　互いの長所を生かして、短所を補い合う展開を、読者の皆さんにも楽しんでもらえれば幸いです。

　実際には、仲間になっても足の引っ張り合い。責任の押し付け合い。手柄の奪い合いが起きまくるのが現実です。

　現実では、他人の成果を奪う事や、自分の責任を他人に押し付ける事が上手な人間が尊敬されるくらいです。（そういう人間は社会的に成功者ですから）

　それでも尚なお、綺麗事ですが、自分の長所を生かして他人の短所を補って、自分の短所を他人の長所で補って貰もらう事が、人間の美徳だと思っています。

　それが正しいとは言いません。ただ、そういう助け合いが好きなんです。




　余談ですが、一巻の表紙があまりにも大胆なので、レジに持って行きにくいというご感想を頂きました。

　レジに持って行くのを恥ずかしがっちゃ駄目さ！　二巻で一巻の表紙を隠してレジに持って行くのさ！

　というわけで、その反省を踏まえて、二巻はお色気要素を薄めてみました。（何ど処こがだ）

　まあ、ホリーが「常時水着回」みたいな服装なんで、絶対に色気が薄まる事は無いんですけどね。

　誰だれがあんなデザインを決めたんだか。（僕です）




　それでは謝辞に入らせてもらいます。

　まず、プロットも書かずにいきなり原稿を送るというクレイジーな行為に及ぶ僕を許してくれた担当編集さん。いつもありがとうございます。

　イラスト担当のぐれーともすさん。二巻のイラストも最高でした。発売前に貴方あなたのイラストを見れる事が最高の役得だと思っています。

　出版に関かかわった全すべての皆様。おかげで二巻も無事に世に出ました。本当に心から感謝しています。

　ツイッター、ブログ等で一巻の感想を書いてくださった方々。出来る限り拝見しています。酷評でもすごく嬉うれしいです。あ、いや、好評な方が嬉しいですけどね？

　好評でも酷評でも、自分の作品に何らかの反応がある事がすごく嬉しいんです。本当にありがとうございます。

　そして、本作を手にとってくださった皆様に、心からの感謝を。

　それでは、またお会いしましょう。















特別付録　書き下ろし短編「勇者と神剣の一日」








勇者と神剣の一日






〈シオン……シオン……朝ですよ。起きなさい〉

　ホリーの声を聞いて、私は目を開ける。

　目の前に、ホリーがいて、私の顔を覗きこんでいた。

〈早く起きなさいシオン。もうすぐ朝食ですよ〉

「うん……」

　眠くて眠くて仕方ないけど、私はベッドから起き上がる。

〈ほら。水を用意しておきましたから顔を洗いなさい〉

　なんて言いながら差し出された洗面器を使って、私は顔を洗う。

　するとホリーは、水が入った大きめのコップを渡してくるので、私はそれを使ってうがいをする。

　水を吐きだそうとした時には、既にホリーは痰壺を用意してた。

「ううん……」

〈はい。次は鏡の前に座って。髪を整えましょう〉

　まだ寝ぼけている私を鏡台の前に座らせたホリーは、背後から髪に櫛を入れていく。

　寝ぐせだらけだった私の金髪が、少しずつ真っ直ぐに整えられていく。

　その間、私はうつらうつらしていた。

　私の髪を整えたホリーは、

〈さあ、着替えますよ。寝間着を脱ぎなさい〉

「……脱がして……」

〈っち！〉

　一瞬舌打ちしたホリーは、万歳をして立った私から寝間着を脱がせると、フワフワと浮遊して部屋にあったタンスの前にまで移動して、微妙にデザインの違うワンピースを二着取り出す。

〈今日はどっちにします？〉

　そんな事を言うホリーを、私は今日、初めて見つめた。

　相変わらず、もの凄い格好だなあ。

　何なんだろう、あの常軌を逸した露出度は。

　やっぱり露出性癖があるのかなあ、ホリーには。

　でも、私とお兄ちゃん以外に見えないから、露出しても意味ないような気がする。

　まあ、見られないから露出度をいくら上げても良いって事なのかなあ。

〈ちょっと……シカトしないでくださいよ。どっちにします？〉

「選んで」

〈っち！〉

　ホリーは私が何を言っても怒って舌打ちする。

　だから逆に何を言っても良いんだけど。

　寝間着を脱がされてパンツだけになっていた私に、ホリーがワンピースを着せてくる。

〈はい。聖光剣を背負いなさい〉

「……重いからヤダ。部屋に置いといて良い？」

〈良いわきゃねえだろうがクソガキが！　毎朝毎朝同じ事言ってんじゃねえぞ！〉

　怒鳴りちらしながら、ホリーが鞘に入った聖光剣を渡しに背負わせる。

〈これは常に身につけておきなさいと言ったでしょう。この聖光剣が貴方の手元から離れると、私の力が弱まって、貴方を勇者にする事も出来ません〉

「……ホリーが弱るのは別に良いけど」

〈良かねえよ！〉




　その後、私はお兄ちゃんや、カトレアとかアイリスとかいう女の人と一緒に朝食を食べた。

　パンとサラダと、焼いたサーモンや、温かいスープ。

　牛乳や果物も添えられてたけど、奴隷時代とは比べものにならないような質と量の朝食だった。

　本当はお兄ちゃんとおしゃべりしながら食べたいけど、私達四人が朝食を食べる為だけに、何人かのメイドが周りで世話を焼いてくるから落ち着かない。

　ホリーと二人きりの方がまだマシなくらい落ち着かない。

　それに、お兄ちゃんは朝方、何時も死にそうなくらいに弱ってるから、話しかけちゃいけない雰囲気だし。

〈相変わらず目が死んでますねえクロウ〉

「……朝は調子が悪いんだよ……」

〈はあ？　朝は？　貴方は昼も夜も調子が悪いでしょ〉

「ああ、そうだね。俺は四六時中調子悪いよ。調子良い時間帯なんてないよ」

　ホリーは遠慮なんてせずに、お兄ちゃんの方にすり寄って話しかけてる。

　私と話す時はいっつも怒ってる癖に。お兄ちゃんと話す時はルンルン気分なんだから。




　食後、時間が立った頃に、ホリーは私に憑依して、聖光剣を中庭で振り回し、投げ飛ばしてから展開で回収したり、具現化させた光を空に向かってぶっ放したりして時間を過ごす。

　それを何度も繰り返す。

　ホリーに憑依されている間、私の身体は十八歳くらいにまで成長する。

　でも、しばらくすると、元の十歳に戻っちゃう。

〈……持続時間は一時間半といった所ですか。少しだけ伸びましたね。それに、どれだけ激しく魔力を消耗しても、持続時間が減る様子が無い。末恐ろしいですね、貴方は〉

「すごく疲れたよ」

〈当然です。全盛期の身体を先取りしてますからね。しかし、その程度の反動ですんでいる事も驚異的です。すでに、教える事は無いと言っても過言ではありませんね〉

「じゃあもうホリーと話さないで良いんだね」

〈ああ？　そりゃどういう意味だ？　私と話す事に何かしらのデメリットがあるとでも？〉

「デメリットなんかないよ。メリットもないけど」

〈クソガキが……〉




　その後、私は大浴場で汗を流した。

　頼みもしないのに頭と体を石鹸で洗ってくるホリーを鬱陶しいと思った。

　それから、一緒に入浴していたアイリスとカトレアが、私を見て、なんかビックリしてた。

　多分、タオルとか石鹸が浮いているように見えるんだ。ホリーが見えないから。




　お風呂を出て、夕食を食べてしばらくすると、

〈歯を磨きなさい〉

　とか、

〈仕上げ磨きをするから口を開けなさい〉

　とか、

〈早く寝なさい〉

　とか口うるさいホリーが鬱陶しくて、私はベッドの上に横になる。

〈寝る前に、先代の勇者の話をしてあげましょう。貴方の前に勇者をしていた方には、非常に頼りになる親友がいました。まさに竹馬の友。幼馴染であり、親友だった彼と共に、勇者は旅立ち……〉

　退屈な話を始めたホリーの声を聞きながら、私の意識は遠のいていく。

〈って寝るの早！　まだ話始めたばかりなのに！〉

　うるさいなあ。

　ホリーは朝から晩までうるさいよ。









　著者

　藤川恵蔵（ふじかわ・けいぞう）

　　４月30日生まれのＡ型。
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